
    
      
        
      
    

  











〈読どく者しゃのみんなへ〉

お話はなしのなかに「＊」が付ついているところには、説せつ明めいがあります。このマーク「＊」を選えらんで、説せつ明めいを読よんでください。




〈保護者のみなさまへ〉


本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






































１　夜よる九時じ前まえのしあわせ






（あっ！　もうすぐ九時じになっちゃう……！）

　時と計けいをちらりと見みて、絵えを描かく手てを止とめた。

　そろそろ明日あしたの準じゅん備びをして、寝ねる時じ間かんだ。

　でも、その前まえに……！

　わたしは携けい帯たいを手てにとり、動どう画がサイト「ワクワク動どう画が」にアクセスする。





【ソライロ】メロンソーダ（リミックスＶｅｒ．）【オリジナル曲きょく】






　動どう画がの再さい生せいボタンを押おした瞬しゅん間かん──どくん、と、全ぜん身しんが熱あつい興こう奮ふんにつつまれる。

　さわやかで疾しっ走そう感かんのあるメロディー。

　聴きき心ごこ地ちのいいハイトーンの歌うた声ごえ。

　はずむ心こころ。全ぜん力りょくで駆かけだすヒロイン。

　とくん、とくん……

　ただ、ながめているだけで、心こころのなかが、じわ～っと幸しあわせな感かん動どうでみたされていく。

（はぁ～、本ほん当とうに……夢ゆめみたい！）

　こうしてる今いまも、信しんじられないよ。

　この動どう画がの挿さし絵え──わたしが描かいただなんて！




　わたし、秋あき吉よし一いち歌かは、どこからどう見みてもフツーの小しょう学がく六年ねん生せい……なんだけど。

　じつは、音おん楽がくサークル「ソライロ」の絵え師しをしています！

　おもな活かつ動どうは、オリジナルの音おん楽がく動どう画がをつくって、動どう画がサイトに投とう稿こうすること。

　メンバー四人にんで、作さっ曲きょく担たん当とう、歌うたい手て、絵え師し、動どう画が師しっていう役やく割わりをそれぞれ担になって、ひとつの動どう画がをつくるの。

　大たい変へんなこともあるけど、すっごく楽たのしいんだ！

　とくに、わたしがソライロに入はいって、はじめてつくった『メロンソーダ（リミックスＶｅｒ．）』の動どう画がは、思おもい入いれが強つよくて。毎まい日にちのように見みちゃうんだよね。

（あ……！　ここ、トライアングルの音おとが入はいってる！）

　ふっと耳みみにとびこんできた音おとに、息いきをのむ。

　ほかの楽がっ器きの音おとにかくれてしまうくらい小ちいさな音おとだけど……この音おとがあることによって、ボーカルが、より際きわ立だってる気きがする！

　すごいなぁ。

　音おん楽がくって、本ほん当とうに奥おくが深ふかい！

　しみじみ、感かん動どうしながら画が面めんを見みていたら。





アオイ『今いま、メロンソーダを見みてるんだけど』






「へっ!?」

　ぱっとうかんだ通つう知ち。

　そこにならぶ「アオイ」と「メロンソーダ」の文も字じに、思おもわずガタガタッと立たち上あがる。

　ア、アオイさんからのメッセージだ！

　はじけるようなうれしさに、われながら、おどろきのスピードで指ゆびがうごいた。





いっちー『わたしも、今いまメロンソーダの動どう画がを見みてます！』

アオイ『え、本ほん当とうに？　すごい偶ぐう然ぜんだね！』






　……へへ。

　えへへへへ。

　画が面めんをながめながら、ニヤニヤと口くち元もとがほころぶ。

　この曲きょくをつくった人ひと──ソライロの作さっ曲きょく担たん当とう兼けん代だい表ひょうの、アオイさん。

　くわしいプロフィールは、わたしも、ほかのソライロメンバーも知しらなくて、ナゾにつつまれてるんだけど。

　メッセージやつくる曲きょくから感かんじる、おだやかな雰ふん囲い気きとか。音おん楽がくにかける熱ねつ意いとか、落おちこんでるときにやさしくはげましてくれるところとか……とにかく、素す敵てきな人ひとってことはわかる。

　わたしにとって、あこがれの存そん在ざいなの。

　いつか会あえたときには、ソライロにさそってくれたお礼れいをつたえたいと思おもってるんだ。

　……いざ目めの前まえにしたら、緊きん張ちょうで、まともに話はなせないかもだけど！





アオイ『動どう画がを見みていて、サビ前まえのソラの表ひょう情じょう、本ほん当とうにいいなと思おもって。どうしてもいっちーさんにつたえたくなったんだ。急きゅうにメッセージを送おくったりして、迷めい惑わくじゃなかった？』






　メーワクだなんて、とんでもないっ！

　文も字じをうつ指ゆびに、力ちからがこもる。





いっちー『わたしもちょうど、サビに入はいってるトライアングルの音おとに気きづいて、感かん動どうしてたところなんです。メロンソーダって、聴きくたびにどんどん好すきになります！』






　もう何なん十回かい、下へ手たしたら何なん百びゃっ回かいと聴きいてるのに、あきるどころか、いつも新しん鮮せんな感かん動どうに出で会あえるの。

　きっと、それだけアオイさんが、細こまかいところにまでこだわって曲きょくをつくってるってことだと思おもう。





アオイ『僕ぼくもおなじだな』

アオイ『いっちーさんの絵え、見みるたびに好すきになる』






「す、好すきっ!?」

　ずっきゅーん

　心しん臓ぞうを、矢やで射いぬかれた。

　そのまま、バタリとベッドにダイブする。

「好すき」の二ふた文も字じが、特とく大だいサイズになって、頭あたまをうめつくして。

　じわじわっと、体からだのすみずみまで、うれしさがひろがっていく。

「……いっちーさんの絵え、見みるたびに好すきになる…………だって～っ！」

　きゃ～っと両りょう手てで顔かおをおおって、足あしをばたばた。

　あこがれの人ひとに自じ分ぶんの絵えをほめてもらえるって、どうして、こうもうれしいんだろう！

　ソライロに出で会あう前まえまでは、絵えを描かくことしかとりえのない自じ分ぶんに、あまり自じ信しんをもてずにいたけど。今いまは、「絵えを描かくのが好すきでよかった！」って心こころの底そこから思おもう。

　ふぅ、と幸しあわせなため息いきをつきながら、画が面めんをながめていると。

　ピロリーン♪

　携けい帯たいのお知しらせ音おんとともに、また、通つう知ちが出でる。

　タップすると、最さい近きんつくった、「ソライロ三人にん用よう」のグループトーク画が面めんが表ひょう示じされた。





コウスケ『いっちー、明日あした、四時じだからな！』

Ｒｉｉりー『私わたしたちのほうが先さきにつくと思おもうので、席せきをとっておきますね』






　歌うたい手てのコウスケ先せん輩ぱいと、動どう画が師しのりーちゃんからだ。

　わたしはちょっぴり緊きん張ちょうしつつ、「了りょう解かい！」と返へん事じを送おくる。
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　明日あした……ソライロの三人にんで、〝ある人ひと〟と会あう約やく束そくをしてるんだ。

（……でも。アオイさんにつたえないままで、本ほん当とうにいいのかな……？）

　胸むねにのこる、小ちいさな引ひっかかり。

　明日あしたのこと、ふたりにもう一いち度ど、確かく認にんしておこうか迷まよっていたら、携けい帯たいにセットしているアラームがピピピと鳴なった。

　わっ、九時じだ！

　もっと、みんなとやりとりをしたかったけど……っ！





いっちー『そろそろ明日あしたの準じゅん備びをします。おやすみなさい！』






　アオイさんと、三人にんのグループ、両りょう方ほうにおなじメッセージを送おくって、部へ屋やを出でる。

　携けい帯たいは、「夜よるの九時じ以い降こうは使つかわない！　時じ間かんになったらリビングのテーブルに置おく」ってルールなんだ。

　ルールをやぶったら、携けい帯たいとパソコンは使し用よう禁きん止しにするって、ママと約やく束そくしてる。

　好すきなことをつづけるためには、しっかり守まもらなきゃ！

（ふふふ……いっちーさんの絵え、見みるたびに好すきになる……かぁ……！）

　うれしい言こと葉ばをかみしめるように思おもい出だしながら、リビングへ。

「ママ、携けい帯たいここに置おくね」

「はいはーい……って、いっちゃん、そんなニヤけて、なにかいいことでもあった？」

　どきっ

「ニ、ニヤけてないよっ！」

　あわてて、ほっぺに両りょう手てをあてる。

　パパまで不ふ思し議ぎそうにこっちを見みてくるから、「おやすみ！」って、いそいで部へ屋やにもどった。




　パタン

　後うしろ手でにドアをしめたとたん、また、へらっと口くち元もとがゆるむ。

（あ～っ、はやく次つぎの動どう画が、つくりたいなぁ！）

　大だい好すきな仲なか間まと、大だい好すきなことができる幸しあわせ。

　ソライロのおかげで、毎まい日にちが、本ほんっ当とう～に楽たのしい！











２　あたらしい班はん






「新しん学がっ期きということで、今日きょうは席せきがえをしまーす！」

　二学がっ期きがはじまって、数すう日じつがたった朝あさ。

　担たん任にんの「まるちゃん先せん生せい」こと、丸まる子こちよみ先せん生せいが言いったとたん、六年ねん二組くみの教きょう室しつに、ワーッと歓かん声せいがあがった。

　みんな、落おちつかない様よう子すでキョロキョロしたり、仲なかのいい子こと目めくばせをしたり。

　かくいうわたしも、つい、ソワソワと目め線せんをあちこちへ行いき来きさせていた。

　席せきがえってワクワクするけど、やっぱり、不ふ安あんもある。

　だれがとなりかな、とか。

　仲なかのいい子こといっしょの班はんになれるかな、とか。

　わたしは、五年ねん生せいのときにこの晴せい天てん小しょうに転てん校こうしてきたから、六年ねん生せいではじめておなじクラスになった人ひとも多おおいし。もともと、自じ分ぶんから積せっ極きょく的てきに話はなしかけるのも得とく意いじゃない。

　とくに、今こん回かいの席せきがえできまった班はんは、来らい月げつ末すえにある修しゅう学がく旅りょ行こうの行こう動どう班はんにもなるから、「だれとおなじ班はんになるか」は、超ちょう～重じゅう要ような問もん題だいなんだよね……。

　そんなふうにドキドキしているまに、わたしがクジを引ひく番ばんがきた。

（女じょ子し列れつの15番ばん……）

　うちのクラスは、女じょ子しの列れつ、男だん子しの列れつがきまってて、かならず男だん女じょがとなりの席せきになるんだ。

　先せん生せいが用よう意いしてくれた座ざ席せき表ひょうを確かく認にんして、番ばん号ごうの席せきへ。

　窓まど側がわから二列れつめ、いちばん後うしろの席せきだ。

「──えっ、一いち歌か、15番ばん？」

　声こえをかけられてふりかえると、くりっと大おおきな目めをした、ポニーテールの女おんなの子こが立たっていた。

　親しん友ゆうの、和泉いずみ雪ゆきちゃん。

　サッカークラブ所しょ属ぞくのスポーツ少しょう女じょで、わたしとは正せい反はん対たいのタイプなのに、すっごく気きが合あう。大だい好すきな友ともだちなの。

「うん、わたし、15番ばんだったよ」

「マジで？　あたし14！」

　ユキちゃんは言いうなり、がばっと抱だきついてくる。

「やったーっ！　席せき、前ぜん後ご！　いっしょの班はんだよ！」

「わ！　そっか！　よかったぁ～！」

　ということは、修しゅう学がく旅りょ行こうは、ユキちゃんとまわれるんだ！

　さっきまでの不ふ安あんがウソのように消きえ去さって、ウキウキした気き持もちがふくらむ。

　教きょう室しつはよろこびや悲かなしみ、さまざまな声こえでつつまれて、いつになくにぎやか。

　わたしもようやく心こころのよゆうができて、周しゅう囲いを見みまわす。

（…………ん？）

　気きのせいかな。

　なんだか、みょうに女じょ子しからの視し線せんを感かんじるような……？

　首くびをかしげながら、その理り由ゆうを探さぐろうと、身みのまわりに目めをむける──と。

　ドキッ

　となりの席せきに座すわる男だん子しを見みて、心しん臓ぞうがはねあがる。

　同おない年どしとは思おもえない大人おとなっぽい雰ふん囲い気きと、芸げい能のう人じんのように整ととのった顔かお立だち。

　ほおづえをついて窓まどの外そとをながめているだけで、めちゃくちゃ絵えになる。

　通つう称しょう・氷こおりの王おう子じさま。冴さえ木き奏そう太たくんだ。

（びっくりした。わたしのとなり、冴さえ木きくんなんだ……！）

　さっきから感かんじていた視し線せんの理り由ゆうが、やっとわかった。

　きっと、冴さえ木きくんのとなりをねらってる子こ、すごく多おおかったんだろうな。

　申もうし訳わけなさといたたまれなさに、わたしは体からだを小ちいさくちぢこまらせる。

（わぁ～、やだな、この感かんじ……！）

　注ちゅう目もくされるのって、すっごく苦にが手てだ。

　冴さえ木きくんのとなりの席せきを引ひき当あてちゃったことで、みんな、わたしを宝たからくじに当あたった人ひとを見みるような目めで見みてる気きがする……！

（でも……声こえをかけないのも、不ふ自し然ぜんだよね……？）

　横よこ目めで冴さえ木きくんを見みつつ、たらりと、冷ひや汗あせが流ながれる。

　じつをいうと、冴さえ木きくんは、親しん友ゆうのユキちゃん以い外がいで、わたしがソライロの絵え師しってことを知しってる、ゆいいつのクラスメイト。

　夏なつ休やすみには、いっしょにおでかけをして、正せい式しきに「友ともだち」になって。

　その上うえなんと、ソライロのみんなをまじえて、お泊とまり会かいまでしたの！

　……とはいえ、当とう然ぜんクラスの子こたちは、そんなこと知しらないし。二学がっ期きになって、急きゅうに冴さえ木きくんとわたしが親したしく話はなしてるのを見みたら、ぜったいヘンに思おもわれる！

　あぁ～っ、もう！　どうしたらいいかわかんないよ～～～～～っ！

　パニックになって、がばっと頭あたまをかかえたら。

　ふっと、冴さえ木きくんがこちらを見みた。

「……あ、よろしく」

　さらりと声こえをかけられて、ドッキーンと肩かたがはねる。

「よっ……よろしく、ねっ!?」

　ひぃ、声こえが裏うら返がえった───っ！

　ひとりでアワアワするわたしを、冴さえ木きくんは不ふ思し議ぎそうにながめていたけど。

　すぐに、ふぁ～っとあくびをしながら、窓まどの外そとへ視し線せんをもどした。




「みんなあたらしい席せきがきまったね！　それでは、座ざ席せき表ひょうにかいてあるワクのとおり、班はんのかたちにしてー！」

　先せん生せいの声こえで、みんなガタガタと机つくえをうごかす。

　ひとつの班はんにつき、班はん員いんは五人にん。

　教きょう室しつには、ぜんぶで六つの班はんができあがった。

「うーわー、和泉いずみのとなりかよー！　悪あく夢むだろこれ！」

「いやいや、悪あく夢むはこっちのセリフだから！」

　ユキちゃんとギャーギャー言いい合あってるのは、サッカークラブの武たけ宮みや竜りゅうくん。

　ひょろっとした背せの高たかい男おとこの子こで、よく冗じょう談だんを言いってまわりを笑わらわせる、クラスのムードメーカーだ。

「きまっちゃったもんはしょーがないでしょ！　ほら、観かん念ねんしてはやく座すわれ！」

「うぅっ、こんな凶きょう暴ぼう大だい魔ま王おうのとなり、おれやだよー！　奏そう太たかわってくれー！」

「俺おれをまきこむな」

　抱だきつく武たけ宮みやくんを、迷めい惑わくそうに引ひきはがす冴さえ木きくん。

　コミカルなやりとりに、つい、クスッと笑わらってしまう。

　このふたり、けっこう仲なかがいいみたいで、休やすみ時じ間かんにサッカーをしてたり、いっしょに帰かえってたりするのを見みかける。

　わたしとユキちゃんも、よく「でこぼこコンビ」なんて言いわれるけど、冴さえ木きくんと武たけ宮みやくんも、どんな話はなしをしてるのか想そう像ぞうがつかないくらい、でこぼこな組くみ合あわせ。

　せっかくおなじ班はんになったんだし、今こん度ど、ふたりが話はなしてるときに観かん察さつしてみようかな……。

「──あーあ。アタシ、クジ運うん悪わるっ」

　ふいに、ボソッと声こえが聞きこえた。

　声こえのしたほうを見みると、ちょうど机つくえをうごかし終おえたリリアちゃんと目めが合あう。

「一いち歌かちゃん、おなじ班はんになるの初はつじゃない？　よろしくねー」

「あっ……うん、よろしく！」

　にこっと笑わらいかけられて、わたしも笑え顔がおをかえす。

　オシャレ系けいグループのリーダー、川かわ田だリリアちゃんは、腰こしまであるサラサラのロングヘアがトレードマークの、大人おとなっぽい女おんなの子こ。

　ツンととがった鼻はなに、勝かち気きそうな瞳ひとみがバランスよくならんだ美び人じんさんで、目め立だつし発はつ言げん力りょくもあるから、クラスの中ちゅう心しんにいることが多おおいんだ。

　どうやら、この五人にんが、今こん回かいおなじ班はんになったメンバーみたい。
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「では、相そう談だんして、班はん長ちょう、書しょ記き係がかり、給きゅう食しょく係がかり、配はい布ふ係がかり、掃そう除じ係がかりをきめてください。班はん長ちょうは、なるべく一学がっ期きにやってない人ひとがなるようにしてねー」

　きた、役やく職しょくぎめ！

　ぐぐっと、体からだに力ちからが入はいる。

　うちのクラスでは、班はんごとにひとりひとつ、役やく職しょくをきめるんだ。

　わたしは絵えを描かくのが得とく意いだし、できれば一学がっ期きとおなじ書しょ記き係がかりをやりたいなって思おもうけど。

　とにかく、班はん長ちょう以い外がいなら、どれになってもいいかな……。

「んじゃ、ウチの班はん長ちょうは一いち歌かちゃんだね」

　思おもいがけずあがった自じ分ぶんの名な前まえに、「へっ？」と、すっとんきょうな声こえが出でた。

「わ、わたし？」

　あわてて聞きくと、発はつ言げん者しゃのリリアちゃんは、しれっとほほえむ。

「アタシとユキと冴さえ木きは、一学がっ期き班はん長ちょうだったもん。のこった武たけ宮みやと一いち歌かちゃん、どっちが班はん長ちょう？　ってなったら、ぜったい一いち歌かちゃんでしょ」

「えー、じゃあ書しょ記き係がかりがいーなー、おれ」

「やだ、書しょ記きはアタシで決けっ定ていだから」

　はやいペースの会かい話わについていけなくてオロオロしてたら、ユキちゃんが、「ストーップ！」と割わって入はいってくれた。

「リリアは勝かっ手てに話はなしすすめすぎ！　まだ、一いち歌かが引ひき受うけるって言いったわけじゃないんだからさ」

「でもユキ、考かんがえてみなよ。武たけ宮みやって、サッカー以い外がい、ぜんぜんマジメにやんないじゃん」

「いや、それはそうなんだけど……」

「おいおい、本ほん人にんの前まえで悪わる口くちかよー。キズつくわー」

　ヘラヘラ笑わらう武たけ宮みやくんをジロリと目めでけん制せいしてから、ユキちゃんは、わたしを見みる。

「一いち歌かはどうしたい？」

　その心しん配ぱいそうな表ひょう情じょうからは、「イヤならそう言いっていいんだよ」って心こころの声こえが聞きこえてくる。

（うっ……ど、どうしよう……！）

　すぐには返へん事じができなくて、ゴクリとつばをのみこむ。

　そういえば、一学がっ期きにも、こんなことがあった。

　サッカー大たい会かいのフラッグ係がかりに推すい薦せんされて、「困こまったな」って思おもいつつ、けっきょく引ひき受うけちゃったわたしに、ユキちゃんが、「イヤなときはハッキリ断ことわらないとダメ」って言いってくれたんだ。

　もちろん、班はん長ちょうは、すすんでやりたいとは思おもわない。

　これまでの人じん生せいで、班はん長ちょうどころか、人ひとの上うえに立たったり、引ひっぱったりなんてしたことないし。

　むいてないだろうなっていうのは、自じ分ぶんでも、よくわかるし……。

　でもでもっ！　イヤだからって理り由ゆうで、逃にげてばっかりでいいのかな、っていう気きも……。

「え～っと……」

　ぐるぐる悩なやみながら、目めをおよがせていると。

　ふいに、冴さえ木きくんと視し線せんがぶつかった。

　──そのとき。

　頭あたまのなかに、ある言こと葉ばがうかんできて。

　不ふ思し議ぎなくらい、ぱっと迷まよいが消きえた。

（……よしっ！）

　すぅっと、息いきを吸すいこむと。

「や…………や、やります！」

　いきおいにまかせて、ビシッと手てをあげた。

　ユキちゃんが、目めを丸まるくさせる。

「ホントに？　いいの、一いち歌か？」

　今こん度どは慎しん重ちょうに、こっくりうなずく。

　前まえに、冴さえ木きくんが言いってくれたことを思おもい出だしたの。

　いつもまわりに流ながされがちだったわたしが、「ソライロの絵え師しになって、変かわった」って。

　それを聞きいたとき、大だい好すきなソライロをほめてもらえた気きがして、すごくうれしかった。

　ソライロは、たくさんの勇ゆう気きと元げん気きをくれる場ば所しょ。

　だから、わたしもその一いち員いんとして、苦にが手てなことから逃にげずに、チャレンジしてみよう！　って思おもったんだ。

　それと……もうひとつ。

　リーダーという立たち場ばになれば、アオイさんに、ほんのすこしだけ近ちかづけるような気きがしたの。




「班はん長ちょうは画が用よう紙しとりにきてー！　班はんの名な前まえとメンバー、役やく職しょく、班はんの目もく標ひょうを書かいたポスターをつくって、今きょ日う中じゅうに廊ろう下か側がわの壁かべに掲けい示じしといてください！」

　各かく班はんから、班はん長ちょうになったひとがぱらぱらと席せきを立たつ。

「ほら、一いち歌かちゃんも」

「あ、うん……！」

　リリアちゃんに言いわれて、わたしもドキドキしながら、そーっと立たち上あがった。

（わぁ、なんか、キンチョーするな……）

　こういうとき、今いままではずっと、座すわって待まってる側がわだったんだよね。

　いつもとは逆ぎゃくの景け色しきに、「班はん長ちょうになったんだ」って実じっ感かんが、じわじわとわいてきた。




　席せきにもどると、すでに、役やく職しょくぎめの話はなしがすすんでいた。

「あたし給きゅう食しょく係がかりがいいな！」

「えっ、じゃあ、おれも給きゅう食しょく！」

「早はやいもん勝がちでしょ！」

「いや、ここはジャンケンだろ！」

　またまたモメはじめる、ユキちゃんと武たけ宮みやくん。

「なー、奏そう太た！　ジャンケンできめたほうが平びょう等どうだよな？」

「……俺おれは、なんでも。のこったのでいいよ」

　ねむそうに目めをこする冴さえ木きくん。

　うーん。まったく、まとまりそうもない……。

　ここは、班はん長ちょうのわたしが、しっかり仕し切きらないと……っ！

「あ、あの──」

「ハイハイ、めんどうだから、もうこれで決けっ定てい～！」

　とつぜん、リリアちゃんが、わたしの手てからヒョイと画が用よう紙しをとりあげたかと思おもうと、勝かっ手てに文も字じを書かきこみはじめた。

　班はん員いんの名な前まえと役やく職しょくだけじゃなく、班はんの目もく標ひょうまで……!?

「えっ、リ、リリアちゃん？」

「えぇっ？　勝かっ手てに決きめんなよー、川かわ田だぁ！」

「うっさいな。こういうメンドイことは、サクッと決きめちゃったほうがいーの」

　ブーブー文もん句くを言いう武たけ宮みやくんを、リリアちゃんはシッシと片かた手てであしらう。

「ん！　あたし、この班はんの目もく標ひょうはいいと思おもう！　『授じゅ業ぎょう中ちゅうはしずかにする』。ほら、タケ、あんたのことだよ！」

「いやいや、おまえだろ、和泉いずみ！」

「どっちもよ、バーカ」

「「ハァ!?」」

「おーい、しずかに！　六班ぱん！」

　さすがに、先せん生せいからおしかりの声こえがとんできた。

「す、すみません！」

　あわててあやまってから、わたしはその場ばで、しゅんと小ちいさくなる。

　ケンカばかりのユキちゃんと武たけ宮みやくん。

　強ごう引いんに意い見けんを押おしとおしちゃうリリアちゃんに、マイペースすぎる冴さえ木きくん。

　そして、ちっともリーダーシップのない、わたし……。

　生うまれてはじめての班はん長ちょう、がんばって挑ちょう戦せんしてみよう！　って思おもったけど……。

　うぅっ。なんか、はやくもダメそうな気きがしてきた……。











３　冴さえ木きくんとピアノ






　次つぎの授じゅ業ぎょうまでの休やすみ時じ間かんをつかって、班はんのポスターを完かん成せいさせた。

　字じはぜんぶリリアちゃんが書かいてくれたけど、黒くろい油ゆ性せいペンの文も字じだけじゃ、さみしい気きがして。まわりに、カラフルなイラストを描かいてみたんだ。

　絵えを描かいてたら、下さがりぎみだった気き分ぶんも、あっというまに絶ぜっ好こう調ちょう！

　ユキちゃんも、「お～、いいじゃん！」って言いってくれたし。

　絵えをほめてもらえると、本ほん当とうにうれしくて、つい舞まい上あがっちゃう。

「一いち歌か、次つぎ、音おん楽がく室しつだよ。そろそろ行いこ！」

「あ、うん！　これ貼はってくるから、ちょっと待まってて！」

　ユキちゃんに言いわれて、席せきを立たつ。

　廊ろう下か側がわの壁かべに行いくと、もう、ほかの班はんのポスターはみんな貼はりおえていた。

　あいてるのは、すこし高たかいところにある角かどのスペース。

　イスをつかわなくても、ギリギリ届とどくかな？

　ユキちゃんも待まってるし、はやく貼はっちゃおう！

「ん……っ」

　背せ伸のびして、手てをいっぱいにのばす。

　うう、あとちょっと……！

　グッとつま先さきに力ちからをこめたとき、視し界かいのはしに、教きょう室しつをとびだす男だん子しの集しゅう団だんがうつった。

「はやくいこーぜ！」

「おい、待まてよ～！」

　どんっ

「わっ!?」

　肩かたがぶつかった拍ひょう子しに、片かた方ほうのつま先さきが地じ面めんをはなれた。

　ぐらり、後うしろにかたむく体からだ。

　両りょう手てがふさがってるせいで、受うけ身みの体たい勢せいをとるのがおくれてしまう。

（マ、マズイ！　このままだと背せ中なかから……っ！）

　ぎゅっと目めをとじた瞬しゅん間かん──。

「──っと」

　背せ中なかに、軽かるい衝しょう撃げきがあった。

　想そう像ぞうしてたのとはちがう、やわらかな感かん触しょく。

　しばらく、なにが起おきたのかわからなかった。

「大だい丈じょう夫ぶ？」

　ゆっくり目めをあけたとき、頭あたまの上うえから聞きこえた声こえ。

　ドキリとして、首くびを後うしろへひねると──ナゼか、ものすごく至し近きん距きょ離りで、冴さえ木きくんと目めが合あう。

（へっ……？）

　数すう秒びょう間かん、無む言ごんで、目めをぱちくり。

　それから、そ～っと視し線せんをずらして。

　自じ分ぶんの肩かたに冴さえ木きくんの手てを見みつけたところで、ようやく状じょう況きょうを理り解かいする。

　わたし……冴さえ木きくんの腕うでのなかにいる!?
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「ひゃあっ!?」

　びっくりしすぎて、とびのくようないきおいで体からだをはなした。

　心しん臓ぞうが、信しんじられないスピードで、どっきんどっきんとはずみだす。

「……だ、大だい丈じょう夫ぶ！　ありがとう！」

　とびのいた体たい勢せいのまま手てをバタバタさせてから、「あっ」と気きづく。

　親しん切せつで助たすけてくれたのに、今いまの態たい度ど、失しつ礼れいだったよね！

「ご、ごめんね！　びっくりしちゃって、その……」

　あやまろうとしたら、冴さえ木きくんはとつぜん、こちらにむかってスッと手てをのばした。

　えっ？　と身み構がまえるまもなく、わたしの手てから、ひょいととりあげられるポスター。

　じぃっとそれをながめる冴さえ木きくんの表ひょう情じょうは、いつものポーカーフェイスで……。

　なにを考かんがえているのか、さっぱり読よみとれない。

「さ、冴さえ木きくん……？」

「……うん。やっぱ、秋あき吉よしの絵え、いいね」

　つぶやくように言いって、フッと笑えみをこぼすと。

　冴さえ木きくんはいとも簡かん単たんに高たかい場ば所しょへポスターを貼はり、そのまま廊ろう下かへ出でていってしまった。




　わたしはしばらく、放ほう心しん状じょう態たいでポスターを見み上あげていた。

　は～、びっくりしたなぁ……。

（でも……わたしの絵え、いいって言いってくれた……！）

　ユキちゃんだけじゃなくて、冴さえ木きくんまで。

　だれかに絵えをほめられるたび、心こころのなかに、キラキラしたよろこびがこみあげる。

　なんだか、自じ分ぶんだけのトクベツな宝たから物ものがふえていく気きがして、すごくうれしい。

「ん～……やっぱ、アヤシイんだよなぁ～」

「えっ？」

　ふりむくと、ユキちゃんが、けげんな顔かおで廊ろう下かをにらんでいた。

「いくらコケそうだったからって、抱だきしめることなくない？　あたしのカンでは、アイツ、一いち歌かのことねらって……」

「ユ、ユキちゃん！　今いまのは、ただの事じ故こだから！　抱だきしめてもないし！」

　あわててユキちゃんの言こと葉ばをさえぎり、教きょう室しつのなかをキョロキョロ見みまわす。

　幸さいわいなことに、今いまのこってる女じょ子しは、わたしたちふたりだけ。

　ひとまず、ホッ。

　次つぎの授じゅ業ぎょうが音おん楽がくで、助たすかったよ～！

　人にん気き者ものの冴さえ木きくんに、事じ故ことはいえ抱だきとめられたところなんか見みられたら……となりの席せきになったとき以い上じょうに、コワイ視し線せんがとんできそうだもん。




　二学がっ期きさいしょの音おん楽がくの授じゅ業ぎょうは、合がっ奏そうの楽がっ器きぎめからはじまった。

　音おん楽がくの高たか梨なし先せん生せいが、黒こく板ばんに楽がっ器きの名な前まえと人にん数ずうを書かき出だしていく。

「アタシ、ピアノ立りっ候こう補ほしよっかなー」

　後うしろのほうの席せきから、リリアちゃんのよくとおる声こえが聞きこえてくる。

　リリアちゃん、ピアノ上じょう手ずなんだよね。

　去きょ年ねんの合がっ唱しょう祭さいで、となりのクラスの伴ばん奏そうをしてて、すごくかっこよかったのを覚おぼえてる。

　今こ年としはいっしょのクラスだから、近ちかくで弾ひいてるところ見みられるんだ！　うれしいな。

　……なんて思おもっていたら。

「けど、いつも川かわ田だじゃん」

　男だん子しのだれかが言いったのをきっかけに、ザワザワと、「たしかに」なんて声こえがあがりだす。

「たまには男だん子しがピアノでもよくね？　だれか弾ひけるやついねーの？」

「オレはムリ～」

「あ……そういや、奏そう太た、昔むかしピアノ習ならってなかったっけ？」

　武たけ宮みやくんの言こと葉ばで、女じょ子しがきゃあっと色いろめきたつ。

「えっ？　冴さえ木きくんピアノ弾ひけるの？」

「弾ひいてるとこ見みたい！　ぜったいかっこいいよ～！」

　みんなの声こえを聞ききながら、わたしは、そわそわと指ゆび先さきをさわる。

　じつは……わたし、前まえに、冴さえ木きくんが音おん楽がく室しつでピアノを弾ひいてるところを見みたことがあるんだ。

　すごく上じょう手ずで、聴ききほれちゃうくらいきれいな音ね色いろだった。

　だけど、冴さえ木きくんは見みられたくなかったみたいで。すごく辛つらそうな顔かおをして言いったの。

　──今いまの忘わすれて。ピアノはもう弾ひかないから。……って。

　理り由ゆうはわからないけど、なにか、ピアノに嫌いやな思おもい出でがあるのかもしれない。

　それに……。

　そっとふりかえると、しかめっ面つらでうつむくリリアちゃんの横よこ顔がおが見みえた。

「──わ、わたしは、リリアちゃんのピアノ、聴ききたいな……！」

　とっさに言こと葉ばが出でた。

　おどろいたようにわたしを見みる、みんなの視し線せん。

　注ちゅう目もくされて、かあっと体からだが熱あつくなるのを感かんじながら、勇ゆう気きを出だして、思おもったことを口くちにする。

「きょ、去きょ年ねん、合がっ唱しょう祭さいで弾ひいてるの、かっこよかったから……」

　最さい後ごのほうは、どんどん声こえが小ちいさくなってしまった。

　でも、まわりからは、「だよね！」「川かわ田ださんなら安あん心しんしてまかせられる」って意い見けんがあがって。しだいにリリアちゃんをおす声こえがふえていく。

「はーい、しずかに。それでは、第だい一希き望ぼうに手てをあげてくださいね」




　けっきょく、ピアノは立りっ候こう補ほ者しゃひとりで、リリアちゃんにきまった。

　結けっ果か的てきに「冴さえ木きくんがピアノを弾ひける」って話はなしも、それとなく流ながれたし。これでひと安あん心しんかな。

　教きょう室しつにむかって歩あるいていると、後うしろから、トンと肩かたをたたかれた。

「さっきはアリガト。うれしかった」

　にこっと笑わらうリリアちゃん。

　友ゆう好こう的てきな笑え顔がおに、胸むねがぽわっとあたたかくなる。

　リリアちゃんのこと、ちょっぴり近ちかよりがたいかもって思おもってたけど、そんなことなさそう。

　いっしょの班はんになったのをきっかけに、仲なかよくなれたらいいな。

「ね、もしかして一いち歌かちゃんって、音おん楽がくにキョーミあるの？　クラシックとかは？」

「あ、クラシックはあんまりわからないんだけど、動どう画がサイトの……」

　……っと！　あぶないあぶない。

　うっかりアオイさんの曲きょくのことを言いいそうになって、あわてて口くちをつぐんだ、その直ちょく後ご。

　となりを歩あるくユキちゃんが、なにげなく話はなしに入はいってくる。

「ああ！　だって、一いち歌かは、アオイさんの曲きょくにむちゅ……」

「わぁ～っ！」

　アタフタとユキちゃんの口くちをふさいで、耳みみ打うちする。

「ユキちゃん、それはナイショだってば！」

「あっ、そっかそっか」

　ユキちゃんは、ハッとした表ひょう情じょうで、「ゴメン！」と手てをあわせる。

　ソライロで絵え師しをしてることは、学がっ校こうのみんなにはヒミツにしてるの。

「なに？　ナイショ話ばなし？」

　小こ首くびをかしげるリリアちゃん。

「な、なんでもないよ！」

「そーそー、なんでもない！」

　ふたりでブンブン首くびを横よこにふりながら、リリアちゃんから逃にげるように、急いそいで廊ろう下かを移い動どうする。

（なんか、音おん楽がくの話はなしをしてたら、アオイさんのこと思おもい出だしちゃった……）

　キュンとうごく胸むねに、そっと手てをあてる。

　帰かえったら、班はん長ちょうになったこと話はなしてみようかな。

　アオイさんは、なんて言いうだろう？

　想そう像ぞうしたらニヤけてきて。ユキちゃんに顔かおを見みられないように、わたしは歩あるくペースをすこし速はやめた。











４　シュウさんからの呼よび出だし






　夕ゆう方がた、午ご後ご四時じ。

　学がっ校こうから帰かえって荷に物もつを置おくと、すぐに家いえを出でた。

　もちろん、ママには、行いき先さきと会あう人ひと、帰かえる予よ定ていの時じ間かんをつたえてある。

　めざすは、電でん車しゃに乗のって二十分ぷんのところにある、春はる風かぜ駅えき！

　目もく的てきのお店みせに入はいると、すぐに店てん員いんさんが近ちかづいてきた。

「いらっしゃいませ、おひとりさまですか？」

「あ、いえ、待まち合あわせで……」

　こたえながらキョロキョロ店てん内ないを見みまわすと、奥おくのほうに座すわる女おんなの子こと、ぱちっと目めが合あった。

　ふわふわした髪かみにかわいいリボン。まるで妖よう精せいみたいな雰ふん囲い気きをまとうその子こは、わたしにむかって、ひかえめに手てをふってくれる。

「いっちーさん、こちらです！」

　無ぶ事じに合ごう流りゅうできてホッとしながら、わたしは待まち合あわせ相あい手て──ソライロの動どう画が師し、りーちゃんのもとへ、早はや足あしで近ちかづく。

「お店みせの場ば所しょ、すぐにわかりましたか？」

「うん、駅えきを出でてすぐだったから」

　りーちゃんのとなりに座すわりながら、なにげなく前まえを見みて。

　とっさに、「わっ」とおどろきの声こえがもれた。

「コウスケ先せん輩ぱい、制せい服ふくだ！」

「へっへーん！　どうだ、いつも以い上じょうに大人おとなっぽく見みえるだろ？」

　猫ねこっぽい目めを細ほそめて得とく意いげに胸むねをはるのは、歌うたい手てのコウスケ先せん輩ぱい。

　白しろのシャツに黒くろズボンという、シンプルな学がく生せい服ふくだけど。コウスケ先せん輩ぱいといえば、やんちゃ系けいの、だぼっとした服ふくを着きてるイメージだから、すごく新しん鮮せんにうつる。

「オレら、アンエスのライバルになったんだからな！　気き合あい入いれてかねーと！」

　その言こと葉ばに、わたしはゴクリとつばをのみこむ。

　いつもは休やすみの日ひにあつまるソライロの仲なか間まが、平へい日じつの放ほう課か後ごに集しゅう合ごうした理り由ゆう。

　それは──超ちょう人にん気きグループ「＆アンドＳエス」のプロデューサー、シュウさんと会あうため。

　シュウさんとは、夏なつ休やすみにみんなで行いったワク動どうフェスで、はじめて会あったんだけど。そのとき、いろいろとあって……わたし、＆アンドＳエスに「ライバル宣せん言げん」しちゃったんだ。

　その場ばのいきおいだったとはいえ、言いっちゃったからには、覚かく悟ごをきめて堂どう々どうとしてなきゃ！……と、思おもうものの。

　わたしたちにとって＆アンドＳエスは、いわば雲くもの上うえの存そん在ざい。

　会あうとなると、どうしても体からだに力ちからが入はいってしまう。

「いらっしゃいませ」

　店てん員いんさんの声こえに、入いり口ぐちを見みる。

　ドキッ

　その姿すがたを目めでとらえた瞬しゅん間かん、心しん臓ぞうがはねた。

（わぁ！　やっぱり、かっこいいな……！）

　はなれた場ば所しょからもはっきり感かんじる、圧あっ倒とう的てきなオーラ。

　店てん内ないにいる人ひとたちが、みんなチラチラ見みては、「やばい、超ちょうかっこいい！」「あの制せい服ふく、天てん上じょう学がく院いんのじゃない？」とヒソヒソ話はなす声こえが聞きこえる。

　天てん上じょう学がく院いんって、わたしでも名な前まえを聞きいたことがあるくらいの、超ちょう名めい門もん校こうだ……！

「やあ、おまたせ」

　シュウさんはひょいと手てをあげると、まぶしすぎるくらい、さわやかな笑えみをうかべた。

　ぱりっとシワのない制せい服ふく姿すがた。ワク動どうフェスで会あったときよりも、さらに大人おとなっぽく、洗せん練れんされた雰ふん囲い気きをまとっている。

　コウスケ先せん輩ぱいはそんなシュウさんを見みて、「やべぇ、超ちょう大人おとなだ……負まけた……」って、ショックをかくせない様よう子す。
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「平へい日じつに呼よび出だしちゃってごめんね。土ど日にちはいろいろと予よ定ていが立たてこんでて、なかなか時じ間かんがつくれそうになかったから」

　席せきにつきながら、シュウさんはメニューを手てにする。

「もう、たのんだ？」

「いえ、まだ……」

「よかった。おわびと言いってはなんだけど、好すきなものをたのんでいいよ。僕ぼくのおごりで」

「えっ」

　すかさずコウスケ先せん輩ぱいが食くいつく。

「マジっすか!?」

「マジです」

「パ、パフェもありでしょうか？」

「アハハ、もちろん」

　楽たのしげに笑わらうシュウさんに、キラーンと目めを輝かがやかせるふたり。

　わたしは、あわてて声こえをひそめ、ふたりに確かく認にんする。

「……い、いいのかな？　仮かりにも、その、ライバルなのに……」

「なにを言いいますかいっちーさん！　注ちゅう文もんをしないで居い座すわるのはお店みせの迷めい惑わくになりますから、いいのです！」

「タダでパフェが食くえるチャンスなんてめったにねーぞ！　いっちーも食くっとけ！」

　……ダメだ！　ふたりの目めには、もうパフェしかうつってないっ！

　おでこをつきあわせてメニューを見みる、コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃん。

　そんなわたしたちを、シュウさんはほおづえをつきながら、ニコニコと笑え顔がおでながめる。

　は～、大人おとなのよゆうって感かんじだなぁ……。

　それでも、やっぱり、その笑え顔がおの裏うらになにがあるのかわからなくて。わたしは、なかなか緊きん張ちょうをとくことができなかった。




　コトのはじまりは、夏なつ休やすみの終おわりに、シュウさんからとつぜん送おくられてきたメッセージ。





『──アオイの正しょう体たい、知しりたくないか？』






　ソライロが四人にんで活かつ動どうをはじめて約やく半はん年としがたつけど、わたしたちはいまだ、アオイさんのことをなにも知しらないまま。

　仲なか間まとして、アオイさんのことをもっと知しりたいって気き持もちは当とう然ぜんあるし、はじめは、すごく動どう揺ようした。

　でも……三人にんで相そう談だんして、きめたんだ。「アオイさんが自じ分ぶんのことを話はなさないのは、なにか理り由ゆうがあるんだろうし、それを本ほん人にん以い外がいから聞きいちゃうなんて、ぜったいダメ。だから、シュウさんからアオイさんの正しょう体たいは聞きかない」って。

　シュウさんにも、ハッキリとそうつたえたんだけど……。

　送おくられてきた返へん事じを見みて、びっくり。





ＳＹＵシュウ『そう。じゃあ、その話はなしはぬきでもいいよ。じつはソライロに、ラッキーでビッグないい話はなしがあるんだよね[image: ]』






　う～ん……。

　シュウさんって、本ほん当とうにつかみどころがない。

　ソライロの動どう画がをほめてくれて、「僕ぼくがプロデュースしてもいい」とか言いったり。

　そうかと思おもえば、アオイさんのことを「ソライロの足あしを引ひっぱってる」ってけなしたり。

　敵てきなのか味み方かたなのか。はたまた、そのどっちでもないのか……。

　りーちゃんとコウスケ先せん輩ぱいと、三人にんであらためて相そう談だんして。

　その結けっ果か、「もう一いち度どシュウさんに会あって、『アオイさんぬきのソライロはありえない』って気き持もちを、あらためてつたえよう」ってことになったんだ（ラッキーでビッグな話はなしも、ちょっと気きになるしね）。

　よけいな心しん配ぱいをかけたくないから、アオイさんには、今日きょうのことは言いってない。

　とにかく、わたしたちの絆きずながかたいこと、シュウさんにわかってもらわなきゃ！

「あの。それで、今日きょうは、シュウさんに話はなしがあって……」

　注ちゅう文もんしたパフェが運はこばれてきたタイミングで、思おもいきって切きりだした。

　シュウさんは紅こう茶ちゃにミルクを入いれながら、「ああ」とうなずく。

「いいよ、じゃあ順じゅん番ばんね。年ねん功こう序じょ列れつで、僕ぼくからいこうか」

「はい……えっ？」

「例れいの、『ラッキーでビッグないい話はなし』だよ。気きになってたでしょ？」

　シュウさんは流ながれるように会かい話わの主しゅ導どう権けんをとると、リュックから、チラシのような紙かみをとりだして、テーブルに置おいた。

　あっけにとられつつも、目めの前まえの紙かみに視し線せんを落おとす。

「広こう告こく動どう画がコンペ、応おう募ぼ要よう項こう……？」

「僕ぼくらは他た社しゃとの契けい約やくの関かん係けいで参さん加かできないんだけど、ワク動どう主しゅ催さいのコンテストで入にゅう賞しょう歴れきがあれば参さん加かできるらしいから、ソライロも条じょう件けんはみたしてるよ。準じゅん備び期き間かんは約やく一か月げつ。どう、ちょうどいいでしょ？」

　にっこり、笑え顔がおで言いうシュウさん。

　わたしは、りーちゃんに、こそっと耳みみ打うちする。

「りーちゃん、コンペ……って、なに？」

「コンペティションの略りゃくで、競きょう争そうや、競きょう技ぎ会かいという意い味みの英えい語ごですね」

　競きょう争そう、ということは、コンテストみたいなものかな。

　ピンとこなくて首くびをかしげていると、シュウさんがくわしく説せつ明めいしてくれた。

「コンペでは、まず、依い頼らい主ぬしから『こんな作さく品ひんをもとめてます』という要よう望ぼうが提てい示じされるんだ。クリエイターは、それにそった作さく品ひんをつくって応おう募ぼし、ライバルと競きそいあう。採さい用ようされるのは、もっともイメージと合あう一チームのみだ」

「それって、コンテストと、どうちがうんですか？」

「コンテストだと、順じゅん位いがきまればそこで終おわりってことが多おおいでしょ？　だけどコンペには、勝かったあと、さらに『その先さき』がある」

「依い頼らい主ぬしがいて、採さい用ようされたその先さき、ということは…………正せい式しきな契けい約やく、とかでしょうか」

　りーちゃんの言こと葉ばに、シュウさんがパチリと指ゆびをならす。

「そのとおり！　契けい約やく……つまり、仕し事ごとを請うけ負おえるってことだよ──プロとしてね」

「プッ、プロ!?　マジっすか!?」

　前まえのめりにさけぶコウスケ先せん輩ぱい。

　声こえが大おおきかったからか、お店みせのなかにいる人ひとたちが、びっくりしたようにこっちを見みた。

「し～っ、コウちゃん！　ほかのお客きゃくさんに迷めい惑わくですよ！」

　りーちゃんがあわてて言いうと、コウスケ先せん輩ぱいはすこし顔かおを赤あかくして、席せきに座すわりなおす。

　だけど、コウスケ先せん輩ぱいは、小ちいさいころからずっとプロの歌か手しゅになるのが夢ゆめだったっていうから、興こう奮ふんするのもムリないよ。

「ちなみに今こん回かいのコンペは、作さく品ひんを送おくったあと、『プレゼンテーション』の場ばがあるね」

「プレゼンテーション？」

　わたしはまた、首くびをひねる。

　今日きょうは、聞ききなれない横よこ文も字じばっかりだ。

「学がっ校こうの授じゅ業ぎょうで発はっ表ぴょうとかするでしょ？　あんな感かんじで、依い頼らい主ぬしの前まえに立たって、自じ分ぶんたちの作さく品ひんのよさをアピールすることができるんだ」

「へぇ！　えらぶ側がわの人ひとに、直ちょく接せつアピールできるチャンスがあるのはいいな！」

　コウスケ先せん輩ぱいはチラシをのぞきこみながら、こくこくうなずく。

「聞きいた話はなしではテレビでのＣＭ放ほう映えいも予よ定ていされてるらしいから、採さい用ようがきまれば、キミたちの動どう画がも、晴はれて全ぜん国こくデビューだね」

　テレビＣＭというワードに、三人にんで、「おお！」と歓かん声せいをあげる。

「もちろん、採さい用ようされるのはけっして簡かん単たんじゃない。お金かねが発はっ生せいするプロの仕し事ごとを、みんなで奪うばいあうわけだからね。そのぶん参さん加か者しゃのレベルは高たかいし、僕ぼくらもコンペにはよく参さん加かするけど、勝かったり負まけたりだよ」

「えっ、アンエスが負まける!?」

　今こん度どは、わたしが大おおきな声こえを出だしちゃった。

　アタフタと手てで口くちをおおって、その場ばにちぢこまる。

　でも、そのくらいびっくりしたんだもん。

　ワク動どう最さい強きょうグループの＆アンドＳエスでさえ、負まけることがあるなんて。

　プロの世せ界かいって、すごいんだ……。

「まぁ、そこがコンペのおもしろいところでもあるんだ。依い頼らい主ぬしがなにをもとめているのかを徹てっ底てい的てきに読よんで、ピンポイントでどまんなかを打うちぬく。それができれば、無む名めいだろうと素しろ人うとだろうと、一いっ発ぱつで下げ剋こく上じょうが可か能のう……ね、夢ゆめがあるだろ？」

　にこりと笑わらうシュウさん。

　コウスケ先せん輩ぱいは、スプーンをにぎった手てを、興こう奮ふんぎみにふりまわす。

「スゲーよ！　プロになれるうえに、テレビで動どう画がが流ながれるんだぜ!?」

「テレビで見みたことをきっかけに、ほかの動どう画がも見みてもらえれば……」

「一〇〇万まん回かい再さい生せいも夢ゆめじゃない！」

　わたしたちは目めを見み合あわせて、大おおきくうなずきあった。

　ワク動どうで一〇〇万まん回かい再さい生せいっていうと、超ちょうがつく人にん気き動どう画が。

　全ぜん動どう画が一〇〇万まん回かい再さい生せいを突とっ破ぱしてる＆アンドＳエスクラスでもなければ、ふつうは、とんでもなく高たかいハードルだ。

　いつか、ソライロでも叶かなえられたらいいなと思おもってた夢ゆめだけど……このコンペがうまくいけば、わたしたちが思おもっていた以い上じょうのスピードで、ぐっと近ちかづけるかもしれないんだ。

　まさに、ラッキーでビッグな、いい話はなし……！




「でも……どうして、コンペを紹しょう介かいしてくれたんですか？　わたし、その……前まえに会あったとき、生なま意い気きなこと言いっちゃったのに」

　おそるおそる、シュウさんに聞きいてみた。

　ワク動どうフェスで会あったとき、アオイさんのことを悪わるく言いわれてカッとなって、わたし、「ソライロは＆アンドＳエスを倒たおします！」なんて、身みのほど知しらずなこと言いっちゃったんだ。

　てっきり、怒おこってるだろうなと思おもってたけど……。

　息いきをのんで様よう子すをうかがっていると、シュウさんは間まをとるように、ゆっくりと丁てい寧ねいな手てつきでカップを口くちに運はこぶ。

　お皿さらにもどすときは、きっちり、数すうミリもズレることなく、もとの位い置ちへ。

　すべての動どう作さに隙すきがなくて。じっと見みているだけで、じょじょに空くう気きがはりつめていく。

「そうだな……本ほん当とうの意い味みで、『ライバル』になってもらいたいんだよね」

　シュウさんは、不ふ敵てきな笑えみをうかべて言いった。

「サツキが公おおやけにライバル認にん定ていしちゃった以い上じょう、キミたちにもそれなりの結けっ果かを出だしてもらわないと、こっちも恥はじをかくんだ。……ほかにも協きょう力りょくできることがあれば、力ちからになるよ」

　自じ信しんにみちあふれた表ひょう情じょう。

　──追おいつけるものなら、追おいついてみろ。

　そんな心こころの声こえが聞きこえてくるようだった。

　たぶん……試ためされてるんだ、わたしたち。

　歌うたい手てのサツキさんはソライロをライバルとみとめてくれたみたいだけど、シュウさんは、まだ、みとめてない。

　このコンペでプロの世せ界かいに挑ちょう戦せんして、実じつ力りょくを見みせてみろってことだ……！

「ただ……悪わるいけど、僕ぼくはキミたちがプロになれるとは思おもってない。ソライロに……あいつがいるかぎりね」

　えっ？　と、思おもわず息いきをのむ。

　ピリッとはりつめる空くう気き。

　気きがつけば、シュウさんの顔かおからは、すっかり笑えみが消きえていた。

「アオイは、キミたちが思おもっているような立りっ派ぱな人にん間げんじゃない」

「待まってください！」

　コウスケ先せん輩ぱいが話はなしをさえぎる。

「オレら、その話はなしは聞きくつもりないって言いったはずです」

「……わかってるよ。『正しょう体たい』に関かんしては、僕ぼくの口くちからは明あかさない。そのかわり……あいつの『過か去こ』くらいは、知しっておきたくないか？」

「過か去こ……？」

　シュウさんは、まばたきひとつしないまま、ゆっくりと口くちをうごかす。




「アオイは──、裏うら切ぎりものだ」
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５　アオイさんの〝過か去こ〟






　──裏うら切ぎりもの。

　その言こと葉ばに、一いっ瞬しゅん、頭あたまがまっしろになった。

[image: ]

「そんなこと──」

「待まった。冷れい静せいに聞きいてくれ」

　シュウさんが、すっと手てで制せいする。

　しずかで、真しん剣けんな瞳ひとみ。

　シュウさんは空くう気きが落おちつくまですこし時じ間かんをおいてから、話はなしをつづけた。

「……あいつは昔むかし、うちのメンバーだったんだ」

　おどろくより先さきに、頭あたまがものすごいスピードで回かい転てんする。

「……それって、もしかして、『ＳトリＳプルＳエス』ですか？」

　シュウさんは、意い外がいそうに目めをまたたかせる。

「あれ、よく知しってるね」

「ネットで検けん索さくして、いろいろ読よんだんです。シュウさんとサツキさんが、＆アンドＳエスの前まえに『ＳトリＳプルＳエス』ってグループを組くんでいたこととか。あと、当とう時じの楽がっ曲きょくはのこってないから、『幻まぼろしのＳエス』って言いわれてて、『ヒマワリ』って曲きょくが、そうなんじゃないかって……」

「──あの曲きょくの話はなしはしないでくれ！」

　とつぜん、シュウさんが声こえを荒あららげた。

　わたしはびっくりして、口くちをつぐむ。

　怒いかりにみちた、するどい目めつき。

　シュウさんは感かん情じょうを押おし殺ころすように、むりやり、ゆがんだ笑えみをうかべる。

「はは……やっぱりネットは怖こわいな。当とう時じの動どう画がはぜんぶ消けしたのに……かならず、どこからか情じょう報ほうがもれてくる」

　背せ筋すじがぞわっと寒さむくなる。

　ワク動どうフェスのときに見みたのとおなじ。

　氷こおりのようにつめたい、あの視し線せん……。

「数すう年ねん前まえ……僕ぼくとサツキ、そしてアオイは、三人にんで『ＳトリＳプルＳエス』というグループを組くんでいた。でも、残ざん念ねんながらグループは、一年ねんもたたず解かい散さんすることになった……アオイの裏うら切ぎりのせいでね」

「アオイさんの、裏うら切ぎり……？」

　りーちゃんが、信しんじられない、というように首くびを横よこにふる。

　わたしも、おなじ気き持もちだ。

　そんなわたしたちの心こころを見みすかしたのか、シュウさんは、ますます目めつきをするどくさせる。

「自じ分ぶん勝かっ手てなやつさ。こっちの気き持もちはおかまいなしで、いつも自じ分ぶんの意い見けんばかり通とおそうとしてきた。僕ぼくはその態たい度どを何なん度ども注ちゅう意いしたけど、あいつは行こう動どうをあらためるどころか、プロデューサーの僕ぼくを裏うら切ぎり、無む断だんで楽がっ曲きょくを発はっ表ぴょうしだしたんだよ。……僕ぼくらのことなんて、自じ分ぶんが納なっ得とくできる作さく品ひんをつくるための〝道どう具ぐ〟くらいにしか思おもってなかったんだろうね」

「ウソ……」

「こんなウソをついて、僕ぼくになんの得とくがある？」

　シュウさんは苦にが々にがしげに口くち元もとをゆがめる。

「ある意い味み、僕ぼくは失しっ敗ぱいしたんだ。プロデューサーとして、リーダーとして、グループをまとめきれなかった。僕ぼくの音おん楽がく人じん生せいにおける汚お点てんだよ。できれば他た人にんには知しられたくない」

　心しん臓ぞうの音おとが、ドキドキはやまっていく。

　シュウさんから聞きくアオイさんの話はなしは、まるで別べつの人ひとのことみたいで。

　とても信しんじられないのに……うまく反はん論ろんすることができなかった。

　──この人ひとは、ウソをついてない。

　なんとなく、直ちょっ感かんでそう思おもったから。

　なにを考かんがえているのかわからない底そこ知しれなさはあっても、わたしたちをおとしいれたり、だましたりしようとしているようには見みえない。

　ただ、ひとつはっきりわかるのは、アオイさんに対たいする〝敵てき意い〟だけ……。

「もう一いち度ど、忠ちゅう告こくするよ。アオイはかならず、キミたちを……仲なか間まを裏うら切ぎる。その前まえに、あいつと手てを切きれ。キミたちに、僕ぼくとおなじ思おもいはしてほしくないんだ」

　かなしげにゆれるシュウさんの瞳ひとみ。

　目めをそらせなくて、わたしはギュッと唇くちびるをかむ。

　こんな話はなしされたって……どうしたらいいのか、わからないよ……！




「……オレたちにとって、アオイさんぬきのソライロは、ありえないです」

　沈ちん黙もくをやぶったのは、コウスケ先せん輩ぱいだった。

　戸と惑まどいの表ひょう情じょうをうかべながらも、ゆっくりと、言こと葉ばをえらぶように話はなしをつづける。

「……ほんとは今日きょう、それをちゃんとつたえようと思おもって来きたんです。オレたちは、四人にんでソライロだ。シュウさんの話はなしを聞きいたあとも、その気き持もちは変かわらない。だって……オレらみんな、アオイさんのつくる曲きょく、マジで、世せ界かい一いち好すきだから！」

　コウスケ先せん輩ぱいは、体からだを横よこにむけて、シュウさんをまっすぐに見みる。

「忠ちゅう告こくありがとうございます。パフェもごちそうさまでした。それから、コンペの話はなしも。ソライロ四人にんで力ちからを合あわせて、シュウさんにライバルってみとめてもらえるように、がんばりますんで！」

　がばっと頭あたまを下さげるコウスケ先せん輩ぱい。

　わたしとりーちゃんも、つづけて頭あたまを下さげる。

「…………」

　シュウさんは、すこしの間あいだ、無む言ごんでわたしたちを見みていたけど。

　しばらくして、フゥと、小ちいさく息いきをついた。

「コンペの結けっ果か、楽たのしみにしてるね」

　にこりと完かんぺきな笑えみをのこして、シュウさんは伝でん票ぴょうを手てに、席せきを立たった。




「……おまえら、どう思おもった？　シュウさんの話はなし」

　コウスケ先せん輩ぱいに聞きかれて、わたしは視し線せんをさまよわせる。

「正しょう直じきに言いうと……よく、わからないです」

　今いまは、そうとしか言いえない。

　あまりに衝しょう撃げき的てきな話はなしだったから、頭あたまも気き持もちも、なかなか追おいつかないんだ。

　アオイさんが裏うら切ぎりものだなんて信しんじられないけど、シュウさんがウソをついているようにも見みえなくて……。

　なにがなんだか、わからないっていうのが、今いまの気き持もち。

　コウスケ先せん輩ぱいは眉まゆをよせて、けわしい表ひょう情じょうをうかべる。

「そうなんだよな……ふたりがおなじグループにいて、過か去こになにかあったことは、まちがいないと思おもう。ただ、なにが本ほん当とうなのか、オレらにはわからない。アオイさんから話はなしを聞きかないと、わかりようがないわけで……」

　その言こと葉ばに、わたしも、りーちゃんも下したをむく。

「いったい、なにがあったんだろう。シュウさんと、アオイさんとの間あいだに」

「ご本ほん人にんに聞きくのがいちばん手てっとりばやいのですが……それはできませんものね」

「ああ。……オレらは、『待まつ』ってきめたからな」

　アオイさんが、自じ分ぶんからわたしたちに「会あおう」と思おもってくれるまで、待まつのが仲なか間ま。

　前まえに、コウスケ先せん輩ぱいが言いったこと。

　わたしも、そのとおりだと思おもう。

　こっちの気き持もちを押おしつけて、アオイさんを傷きずつけるようなことだけはしたくない。

「だけど……もし、なにか誤ご解かいがあって、すれちがったまま、はなればなれになっちゃったんだとしたら……アオイさんはきっと、すごく、かなしかっただろうな」

　ぽつりとつぶやいたら、りーちゃんが「そうですね」と、強つよく同どう意いしてくれる。

「シュウさんは、アオイさんが私わたしたちを『裏うら切ぎる』ときめつけていましたが、そんなことはないと証しょう明めいできれば、誤ご解かいがとけるかもしれません。四人にんの力ちからでコンペを勝かちぬき、シュウさんにソライロの絆きずなを見みてもらえれば……！」

　コンペで勝かつ。

　その目もく標ひょうを達たっ成せいすることが、アオイさんのためにもなるかもしれない！

「よ～し、これできまりだな！」

　コウスケ先せん輩ぱいは、迷まよいをふりはらうように、ダンッとこぶしで机つくえをたたいた。

「とにかく、ごちゃごちゃ考かんがえたって、どうしようもねーんだ。今日きょうここで聞きいた話はなしは忘わすれて、コンペに集しゅう中ちゅうしよう！」

　決けつ意いにみちた瞳ひとみ。

　わたしたちは気き持もちをひとつにして、ガシッと手てをとりあった。

「ぜってー勝かとうぜ！」

「「おーっ!!」」








アオイ『当とう日じつは、僕ぼくも行いくよ』






　アオイさんにコンペのことをつたえると、夜よるになって返へん事じが送おくられてきた。

　しばらく言こと葉ばの意い味みがわからなくて、ベッドに座すわったまま、ボケーッと画が面めんを見みつめる。

　僕ぼくも、行いく……？





コウスケ『それってつまり、コンペ本ほん番ばんの日ひに、オレらと会あってくれるってことですか!?』






　えっ。

　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばで、ようやく頭あたまが追おいついた。

　そして……。





アオイ『うん。会あおう』






「えぇ～～～～～～～～～っ!?」

　携けい帯たいを手てに、大だい絶ぜっ叫きょう。

　心しん配ぱいしてママがとんできたけど、あわてて追おいかえして。

　信しんじられない気き持もちで、あらためて、そこにならぶ文も字じを見みつめる。

　夢ゆめ？　もしや、ドッキリ？

　……ううん。だって、たしかに、「会あおう」って書かいてある。

　アオイさんと……あのアオイさんと、会あえる……!?





コウスケ『マジっすか!?　うおおおおおっ！』

Ｒｉｉりー『よろしいのですか!?』






[image: ]

　鼓こ動どうが、一いっ気きにスピードをはやめる。

　ふたりにつづいて、わたしは、ふるえる指ゆびで文ぶん章しょうをうちこんだ。





いっちー『わたし、ずっとアオイさんに会あいたかったんです！』






　送おくったとたん、ふわっと舞まい上あがる気き持もち。

（やった……やった、やった、やったぁ!!）

　大おおきすぎるよろこびに、いてもたってもいられず、はねるようにベッドから立たち上あがって。

　……同どう時じに、小ちいさな罪ざい悪あく感かんが、ちくりと胸むねをさす。

　コンペのことを話はなすとき、アオイさんには、シュウさんに会あったことをかくしてつたえるしかなかった。

　もし、その話はなしをしたら、アオイさんは「自じ分ぶんの過か去こを話はなさなきゃ」って、変へんにプレッシャーを感かんじて、わたしたちがムリに「言いわせる」みたいな形かたちになっちゃうかもしれない。

　そうならないために、「忘わすれよう」ってきめたんだ。

　仲なか間まのアオイさんにかくしごとをするのは、気きが引ひけるけど……しかたないよね。





アオイ『よし！　それじゃあ、新しん作さく動どう画がの相そう談だんをしよう！』






　アオイさんのメッセージを見みて、気き持もちを切きりかえるように、こくりとうなずく。

（この動どう画がが完かん成せいしたら、ついに……会あえる……！）

　加か速そくする高たか鳴なりをかみしめるように、携けい帯たいを、そっと胸むねにあてる。

　ずっと夢ゆめみてきたことが……現げん実じつになる！

　本ほん当とうに、会あえるんだ。

　あこがれの、アオイさんに！











６　新しん作さく動どう画がミーティング






「──やっと会あえたね、いっちーさん」

　さわやかなそよ風かぜみたいな声こえがして、ふりかえる。

　キラキラした背はい景けいのなか、カレは、わたしにむかって、やさしくほほえんでいる。

（アオイさん……！）

　きゅーんと、ときめきにおどるココロ。

　頭あたまのなかがふわふわして、うまく言こと葉ばが出でてこない。

「あのね。ずっと言いえなかったことがあるんだ……」

　ほほにふれる指ゆび先さき。

　気きはずかしさに思おもわず目めをそらすと、カレは、クスッと笑わらって。

　──ふたりの距きょ離りが、ゆっくりとちぢまっていく。

「僕ぼくは、キミのことが……」

　わぁ～～～～！　ダメです、アオイさん！

　そういうのは、もっとゆっくり、おたがいのことを知しってから──っ！




「…………ドア閉しまりまーす」




「──はへっ!?」

　ぱっと目めをあけた瞬しゅん間かん、プシューッとドアの閉しまる音おと。

　むかいの窓まどの外そとに見みえる、「春はる風かぜ駅えき」の文も字じ……。

「あ～～～～っ[image: ]」

　あわてて立たち上あがるも、時ときすでにおそし。

　電でん車しゃは、ようしゃなく走はしりだす。

「…………っ」

　大おお声ごえを出だしちゃったせいか、痛いたいほど感かんじるまわりからの視し線せん。

　ボッと、全ぜん身しんから火ひがでるんじゃないかってくらい熱あつくなって。

　わたしは、そろ～り腰こしを下おろし…………がばっと、両りょう手てで顔かおをおおった。

　は…………はずかしすぎる～～～～～っ！




　日にち曜よう日び。

　なんとか無ぶ事じ、春はる風かぜ駅えきにおりたったわたしは、駅えきの近ちかくにあるりーちゃんのお家うちにおじゃましていた。

　フワフワしたお嬢じょうさまに見みえて、じつは筋すじ金がね入いりのゲーマーという意い外がいな一いち面めんを持もつりーちゃんは、お部へ屋やに大たい量りょうのゲーム機きや、ゲーム用ようの高こう性せい能のうパソコンを何なん台だいも持もつツワモノ。

　動どう画が制せい作さくのための設せつ備びが完かんぺきにそろってるので、ソライロのミーティングは、りーちゃんの家いえでひらかれることが多おおいんだ。

　今日きょうの目もく的てきはもちろん、コンペにむけてつくる、新しん作さく動どう画がのミーティング。

　もとめられているのは、ワク動どうがレコード会がい社しゃと提てい携けいしてはじめる、音おん楽がく配はい信しんサービスの広こう告こく動どう画がだ。

「え～、募ぼ集しゅう要よう項こうをおさらいしますと、（１）コンセプトは『恋こいの予よ感かん』、（２）『聴ききたい衝しょう動どうを一いっ瞬しゅんで叶かなえる』というキャッチコピーを動どう画が内ないにかならず入いれる、（３）動どう画がの長ながさは三十秒びょう、（４）ＢＧＭ、登とう場じょうキャラクターなどは、未み発はっ表ぴょうかつオリジナルのものを使し用ようすること……ということですね」

　りーちゃんが読よみあげてくれるのを聞ききながら、わたしは首くびをひねる。

「ん～、けっこう縛しばりが多おおいのかな？」





アオイ『広こう告こくのターゲット層そうは、おもにワク動どうユーザーの学がく生せいみたいだし、基き本ほん的てきな方ほう向こう性せいとしては、これまでのソライロの動どう画がで問もん題だいないんじゃないかな』






　大おおきなテレビ画が面めんにうつしだされたメッセージを見みて、みんなでフムフムうなずく。

　りーちゃんの家いえでミーティングするとき、わたしたちの会かい話わは、ウェブカメラをとおしてアオイさんも聞きけるようにしてるんだ。

　そしてアオイさんのメッセージは、いちいち携けい帯たいを見みなくてもテレビ画が面めんで確かく認にんできる。

　こうすることで、顔かおを見みせないアオイさんとのミーティングがスムーズにできるの。




「しっかし、『恋こいの予よ感かん』か……難なん敵てきだよなぁ……」

　口くちをへの字じにして天てん井じょうをあおぐ、コウスケ先せん輩ぱい。

　わたしも、「う～ん」と腕うでを組くむ。

　恋こいについては、前まえに「恋こいうた動どう画がコンテスト」に参さん加かしたとき、みんなで考かんがえたテーマだ。

　とくに、恋れん愛あい経けい験けんゼロのわたしとコウスケ先せん輩ぱいは、アイディアがうかばなかったり、思おもうように表ひょう現げんができなかったり、さんざん苦く労ろうしたんだよね。

「オレがネタ出だすとすると、ぜんぶモーソーになっちまうもんなぁ」

「うーん、私わたしも『予よ感かん』を感かんじたことはないですね。『片かた思おもい』がテーマならお役やくに立たてそうなのですが……」

　りーちゃんが、あごに手てをあてながらつぶやくと。

　コウスケ先せん輩ぱいが「へっ？」と、すっとんきょうな声こえをあげた。

「え、リイコって……、好すきなやつ、いるのか？」

「はい……いますけど」

「へ、へぇ……、ふ～ん…………。えっ、ほんとに？　ゲームのキャラはノーカンだぞ？」

「失しつ礼れいですね。私わたし、もう五年ねん生せいですよ」

　じろっと、不ふ満まんげな目めをむけるりーちゃん。

　コウスケ先せん輩ぱいは、面めん食くらった様よう子すでガシガシと頭あたまをかく。

　じつは、りーちゃんの片かた思おもいの相あい手ては、ここにいる、幼おさななじみのコウスケ先せん輩ぱいなの。

　でも、鈍どん感かんなコウスケ先せん輩ぱいは、りーちゃんの気き持もちにちっとも気きづかないし。りーちゃんはコウスケ先せん輩ぱいを困こまらせたくないからって、告こく白はくをするつもりはないって言いってるんだ。

　いつか想おもいが届とどいて、ふたりが幸しあわせになれたらいいなって、願ねがってるんだけど……。

「いっちーは、『恋こいの予よ感かん』っぽいネタ、ないのかよ」

「えっ!?」

　うっかり大おおきな声こえが出でて、あわてて口くちをふさぐ。

「恋こいうた動どう画がのときは恋れん愛あい経けい験けんゼロとか言いってたけど、その後ご、なんかあったか？」

「わわわ、わたしは……っ！」

　体からだ中じゅうの血ちが、急きゅう激げきなスピードで顔かおまでのぼってくる。

　カメラのむこうで、アオイさんがこっちを見みてる。

　そう思おもうだけで、心しん臓ぞうがはちきれんばかりに激はげしく暴あばれだす。

　電でん車しゃであんな夢ゆめを見みちゃったあとだから、ヘンに意い識しきしちゃうよ～！

（と、とにかく落おちつこう！　アオイさんのことは、ただの、あこがれだから！　恋こいじゃないから、あの夢ゆめもセーフ！　ぜったいセーフッ！）

　心こころのなかで、必ひっ死しに自じ分ぶんに言いい聞きかせていると。

「じゃあ、アオイさんは？」

　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばで、ドキッと体からだがこわばった。

　知しりたいような、知しりたくないような。フクザツな気き分ぶんで、はらはらと返へん事じを待まつ。





アオイ『体たい験けん談だんではないけど、ひとつ、ストーリーを考かんがえてみたんだ』






　質しつ問もんをさらりとかわすような言こと葉ば。

　内ない心しん、ホッとしつつ、つづきを目めで追おう。





アオイ『恋こいの予よ感かんと、聴ききたい衝しょう動どう……ふたつのキーワードから、想そう像ぞうしてみた。もし自じ分ぶんが主しゅ人じん公こうなら、そんな風ふうに音おん楽がくを聴ききたくなるのって、どんなときだろうって』

アオイ『僕ぼくは、気きになる人ひとが自じ分ぶんとおなじ曲きょくを好すきだったら、めちゃくちゃうれしい。小ちいさな共きょう通つう点てんでも、その一曲きょくで相あい手てにすこし近ちかづけた気きがして、何なん十回かい、何なん百びゃっ回かいと聴ききたくなると思おもう。一曲きょくの音おん楽がくが、恋こいのスイッチを入いれるんだ』






　どくん、どくん……

　送おくられた文ぶん章しょうを読よみながら、きゅっとスカートの生き地じをにぎる。

　どうしよう。さっきから、ドキドキが止とまらない。

　だって……まるで、自じ分ぶんのことを言いい当あてられているみたいなんだもん！

　気きになる人ひと、好すきな曲きょくがおなじ。

　──恋こい。

　頭あたまに例れいの夢ゆめがフラッシュバックして、体たい温おんが急きゅう上じょう昇しょうする。

　あわわわわ……！

「いっちーさん？　大だい丈じょう夫ぶでしょうか、顔かおが赤あかいような……」

「だ、大だい丈じょう夫ぶだよ！」

　りーちゃんにのぞきこまれて、アタフタと首くびをふる。

（しっかりしろ、わたし！　あの夢ゆめのことは忘わすれるんだ～～～～っ！）




　みんなで相そう談だんして、動どう画がのおおまかなコンセプトがかたまった。

　となると、次つぎにきめなきゃいけないのは、肝かん心じんの、曲きょくだ。

「アオイさん、今こん回かいの曲きょく、ラウドロック系けいでいきたいです！」

　コウスケ先せん輩ぱいが、待まちきれない様よう子すで手てをあげる。

「スピード感かんがあると『衝しょう動どう！』って感かんじ出でるし！　オレ、はじめてハマった歌か手しゅが洋よう楽がくのロックバンドなんだ！　ボーカルのシャウトがめちゃくちゃかっこいいんだぜ！」

　そう言いって携けい帯たいで見みせてくれた画が像ぞうには、イケメン外がい国こく人じんの四人にん組ぐみが写うつっていた。

　楽がっ器きを手てにしたポーズがクールにきまっていて、たしかに、コウスケ先せん輩ぱいが好すきそうな感かんじ！
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　画が像ぞうを見みながら盛もり上あがっていると、すこしして、アオイさんからメッセージがきた。





アオイ『いや、曲きょくはテクノポップの方ほう向こうを考かんがえてる。ラウドロック系けいの曲きょくは、イメージとちがう気きがするんだ』






「え～っ」と、不ふ満まんげな声こえをあげるコウスケ先せん輩ぱい。

「けど、ワク動どうで今いま、ラウドロック系けいの曲きょくはやってきてるし、そのセンをねらっていったら、コンペの審しん査さ員いんにもウケると思おもうんですよ！　オレ、『デビューするならアオイさんのラウドロック』って、ずっと思おもってて！」





アオイ『曲きょくをつくるときに、「ねらい」とか「計けい算さん」とか、よけいなものは入いれたくない。今こん回かいはテクノポップでいく』






　アオイさんのきっぱりした口く調ちょう。

　それでも、コウスケ先せん輩ぱいは、口くちをとがらせて食くい下さがる。

「けど、アンエスとの勝しょう負ぶで『とん好すき。』つくったときは、再さい生せい回かい数すうアップ作さく戦せんとか、みんなでいろいろやったじゃないですか。じっさい、作さく戦せんは成せい功こうしたし……」





アオイ『動どう画ががほぼ仕し上あがったあとに工く夫ふうするのはいい。でも、まずは、いい曲きょく、いい動どう画がをつくるのを優ゆう先せんしたいんだ。外そとからの評ひょう価かにばかりとらわれて、作さく品ひんの幅はばを自じ分ぶんたちでせばめてしまったら、本ほん末まつ転てん倒とうだよ』






「オレ、ねらいとか計けい算さんって、べつに悪わるいことじゃないと思おもうんですよね。『依い頼らい主ぬしがなにをもとめているのかを徹てっ底てい的てきに読よめば、無む名めいでも勝かてる可か能のう性せいはある』！　マジで、ラッキーでビッグなチャンスだと思おもう！」





アオイ『コンペで勝かつとか、一〇〇万まん回かい再さい生せいとかは、目もく標ひょうであって、目もく的てきじゃない。目め先さきのことにとらわれて、自じ分ぶんが納なっ得とくできていないものをソライロの動どう画がとして発はっ表ぴょうするなんて、僕ぼくは嫌いやなんだ』






　しだいにヒートアップしていく、ふたりのやりとり。

　いつもの熱あつい意い見けん交こう換かんとはちがう緊きん張ちょう感かんのある空くう気きに、すこしずつ不ふ安あんがつのっていく。

　これ、ケンカではない……よね？

　ちょっぴり違い和わ感かんを覚おぼえてりーちゃんと視し線せんを交かわすけど、なんとなく、映えい像ぞう班はんのわたしたちが割わって入はいれる雰ふん囲い気きじゃない気きがした。

　歌うたい手てと作さっ曲きょく担たん当とうという音おん楽がく班はんのふたりだからこそ、ゆずれない部ぶ分ぶんがあるんだろうし……。

「いや、待まってください。やっぱりオレは……！」

　コウスケ先せん輩ぱいが、なにか言いいかけたとき。

　そこにかぶさるように、アオイさんのメッセージが送おくられてきた。





アオイ『僕ぼくにまかせてほしい』






　まだ、ぜんぜん納なっ得とくがいかないって表ひょう情じょうのコウスケ先せん輩ぱい。

　唇くちびるをかたくむすび、じっと、なにか言いいたげに画が面めんを見みつめて……。

　──フゥと、短みじかく息いきをついた。

「……わかりました、アオイさんにまかせます」




　ミーティングが終おわると、予よ定ていより時じ間かんがおそくなってしまった。

　ママが心しん配ぱいしないように連れん絡らくをいれてから、わたしはりーちゃんの家いえを出でる。

「さっきはゴメンな。ついアツくなっちゃって」

　コウスケ先せん輩ぱいが、すまなそうに言いった。

　駅えきまでは、コウスケ先せん輩ぱいが送おくってくれることになったんだ。

「オレ、このコンペに、本ほん気きでかけたいと思おもってるんだ。プロになる夢ゆめを叶かなえたいってのも、もちろんだけど、アオイさんのこと……四人にんのソライロを、シュウさんにみとめてもらいたい！　オレの気き持もち、アオイさんに、つたわってりゃいいけど……」

「……つたわってると思おもいます、きっと」

　言いいながら、胸むねのうちをかすめる不ふ安あん。

　さっきのふたりのやりとりには、なにか、かみあってないような違い和わ感かんがあった。

　ただ、それを、うまく言こと葉ばで表ひょう現げんできない……。

　うつむいていると、コウスケ先せん輩ぱいが、元げん気きづけるようにわたしの背せ中なかをトンとたたく。

「ま、とにかくコンペに集しゅう中ちゅうだな！　オレたち、ついにアオイさんに会あえるわけだし！」

　ニカッと、いつもの明あかるい笑え顔がお。

　すこし心こころが軽かるくなって、わたしも「はい！」と笑え顔がおをかえす。

「本ほん当とうにびっくりでした、アオイさんから『会あおう』って言いってくれるなんて」

「ああ！　オレ、マジでうれしかった！　会あうって決けつ意いしてくれたってことは、やっと、『本ほん当とうの仲なか間ま』ってみとめてくれたのかなって。は～、スッゲーたのしみだ～！」

　それから駅えきまでの道みちは、ふたりで、ずっとアオイさんの話はなしをした。

　もともと、コウスケ先せん輩ぱいもりーちゃんも、わたしも、アオイさんの曲きょくに「ひとめぼれ」したのがきっかけで、あつまったメンバー。

　アオイさんは、わたしたちにとって特とく別べつな存そん在ざいなの。

　だから、とうとう会あえるってことが、本ほん当とうに夢ゆめみたいで、うれしくて……。

　家いえにつくころには、心こころにあったモヤモヤは、ほとんど消きえ去さっていた。




　──でも。

　その小ちいさな違い和わ感かんが、のちにソライロの絆きずなに大だいピンチをもたらすなんて。

　このときはまだ、思おもっていなかったんだ。











７　調しらべ学がく習しゅうはハランの予よ感かん!?






「え～、今日きょうから一か月げつ、総そう合ごうの時じ間かんを利り用ようして、調しらべ学がく習しゅうをしたいと思おもいます」

　日にっ直ちょくの号ごう令れいがすむと、まるちゃん先せん生せいがそう切きりだした。

「目もく的てきは、ずばり……『修しゅう学がく旅りょ行こうＩＮイン日にっ光こう』ですっ！」

　ビシッと、元げん気きよくこぶしをつきあげる先せん生せい。

　みんな、ザワザワと顔かおを見み合あわせる。

「ついに来らい月げつ末すえとなりました修しゅう学がく旅りょ行こうでは、一日にち目めに班はん別べつ行こう動どうの時じ間かんがありますね。そこで、旅りょ行こう前まえの準じゅん備びとして、班はんごとに日にっ光こうに関かん係けいする歴れき史しや文ぶん化かなどを調しらべて発はっ表ぴょうしよう！　というワケです。発はっ表ぴょうは、パソコンでスライドをつくって、それをつかう形けい式しきでやってもらいます。知ち識しきを深ふかめるのが目もく的てきなので、おふざけ系けいのテーマは禁きん止しね！　マジメにたのむよ～」

　すかさず、武たけ宮みやくんが手てをあげる。

「はーい！　じゃあ、『日にっ光こうイケメン猿ざる総そう選せん挙きょ』は却きゃっ下かですか？」

「却きゃっ下かです！」

　先せん生せいが即そく答とうすると、教きょう室しつがワッと笑わらいにつつまれる。

「もし猿さるにスポットをあてたいなら、歴れき史し的てきに見みて、日にっ光こうでくらす人ひとと猿さるたちがどのようにかかわってきたのか？　とか、東とう照しょう宮ぐうの『見みざる、言いわざる、聞きかざる』は、なぜあのようなポーズをとっているのか？　とか、そういう観かん点てんからせめるなら、オッケーとしましょう！」

　先せん生せいは説せつ明めいをしながら、班はんごとに一枚まいずつ、紙かみをくばっていく。

「この時じ間かんを使つかってテーマぎめをします！　班はんで相そう談だんして、きまったら紙かみに書かいて提てい出しゅつしてくださいねー！」

　班はんのかたちをつくると、みんな先せん生せいが用よう意いしてくれたガイドブックやパンフレットを見みながら、にぎやかに相そう談だんをはじめる。

「やっぱ東とう照しょう宮ぐうがいいな～。世せ界かい遺い産さんだし」

「へ～、戦せん場じょうヶが原はらって神しん話わの舞ぶ台たいになってるんだって！　おもしろそうかも！」

「おれ、徳とく川がわ家けに仕つかえた忍にん者じゃ調しらべたい！　服はっ部とり半はん蔵ぞうとか！」

　そんななか、わたしたち六班ぱんで口くち火びを切きったのは、やっぱり武たけ宮みやくんだった。

「六班ぱんは猿さるにしよーぜ！　さっき先せん生せいが言いってた、東とう照しょう宮ぐうの三さん猿ざる！」

　うん、おもしろそうかも！

　そう言いおうと口くちをひらきかけたところで、「え～っ」と、不ふ満まんの声こえがとんでくる。

「猿さるとかダサいからヤダ」

　リリアちゃんだ。

「なんだよー、いいじゃん、猿さる」

「ヤダっつってんの。それよりアタシ、江え戸どのファッション調しらべるのやりたいなー。ファッション雑ざっ誌しはよく読よむし、いろいろアイディア出だせるよ。今いまのファッションとの比ひ較かくとかどう？」

「えぇー？　ファッションとか、マジどうでもいー……」

「は？」

　リリアちゃんのするどい眼がん光こうに、武たけ宮みやくんは「いやー、その……」と、たじたじになる。

　わたしは、キョロキョロとみんなの顔かおを見みた。

「ええっと、ほかに意い見けんは……？」

「あたしはファッションか猿さるだったら、猿さるかなぁ！」

　今こん度どは、ユキちゃんから声こえがあがった。

「おー、和泉いずみ！　おれたち生うまれてはじめて気きが合あったな！」

「気きが合あったんじゃなくて、意い見けんが合あっただけ。でも、猿さるだけ調しらべててもネタぎれしそうだよね。『東とう照しょう宮ぐう』くらい大おおきめなテーマのほうがいいんじゃない？」

「アタシ、寺てらにキョーミないもん」

「はっはっはー！　川かわ田だ、東とう照しょう宮ぐうは寺てらじゃなくて神じん社じゃだ！　このガイドブックに書かいてあるぜ！」

「ハァ？　おなじようなもんじゃん。武たけ宮みやうざっ」

　議ぎ論ろんは、わたしが口くちをはさむスキもなく、ぽんぽんとテンポよくすすんでいく。

　リリアちゃんも武たけ宮みやくんもユキちゃんも、自じ分ぶんの意い見けんがしっかりあって、それを積せっ極きょく的てきに発はつ言げんできるタイプ。わたしはこういうとき発はつ言げんするのが得とく意いじゃないから、すごくありがたい。

　……ただ、問もん題だいは、この三人にんで話はなし合あいをしても、ちっともまとまらないってこと！

　しまいにはケンカがはじまっちゃう、おきまりのパターン。

　冴さえ木きくんは冴さえ木きくんで、ほかのこと考かんがえてるみたいにボーッとしてるし……。

　本ほん当とうは、班はん長ちょうのわたしが仕し切きってまとめなきゃいけないんだろうけど……なかなか、むずかしくて、うまくいかないんだ。

　考かんがえてることも、得とく意いなこともバラバラの人ひとたちが、ひとつのテーマをきめて、ひとつのものをつくる。

　ソライロのときは、それがすごく楽たのしいのに。まとめ役やくって立たち場ばになると、おもしろさより、大たい変へんさばかり感かんじてしまう。

（アオイさんにすこしでも近ちかづけたらいいなって思おもって、班はん長ちょうになったけど……）

　と──アオイさんのことが頭あたまにうかんだとたん、ぐいっと、無む意い識しきに背せ筋すじがのびた。

　そうだ。もうすぐアオイさんに会あうっていうのに、こんな、なさけないままじゃいられないよ！

　自じ分ぶんで「班はん長ちょうやる」ってきめたんだもん……しっかりしなきゃ！

「あ、あの……っ！　それじゃあ、多た数すう決けつできめるのはどうかな？」

　会かい話わがとぎれたタイミングを見みはからって、提てい案あんしてみる。

　すると、すぐにユキちゃんが「いいね！」と賛さん成せいしてくれた。

「ちょうど五人にんだし。あたし『東とう照しょう宮ぐう』に一票ぴょうね！　一いち歌かは？」

「うん。わたしも、東とう照しょう宮ぐうかな」

「じゃー、おれと奏そう太たは三さん猿ざるに一票ぴょうずつな！」

「え……俺おれ、東とう照しょう宮ぐう派は」

「なにぃっ!?　そ、奏そう太たの裏うら切ぎりもの～っ！」

「はい、東とう照しょう宮ぐうに三票びょう！　これできまりだね！　リリアもいいでしょ？」

　ユキちゃんに言いわれて、リリアちゃんは小ちいさく肩かたをすくめる。

「……いいんじゃない？　多た数すう決けつってそういうもんでしょ」

　よかった。なんとか、意い見けんがまとまったみたい。

　調しらべ学がく習しゅうはこれからが本ほん番ばんだけど、ひとまず、第だい一関かん門もんはクリアできた！

　わたしはようやく、ホッと息いきをついた。




　テーマの紙かみを提てい出しゅつして席せきにもどってくると、ユキちゃんがうれしそうにわたしを見みていた。

「一いち歌か、ちゃんと班はん長ちょうやれてるじゃん！　いい感かんじだよ！」

「えっ、そうかな？」

「うん、多た数すう決けつですんなりテーマもきまったし！　来らい月げつの発はっ表ぴょう、この調ちょう子しで成せい功こうさせようね！」

　ユキちゃんの言こと葉ばがうれしくて、ぐんとやる気きが上うわ向むきになる。

（よし……がんばるぞ！）

　六班ぱんの発はっ表ぴょうも、ソライロのコンペも。

　どっちも、ぜったいに成せい功こうさせるんだ！




　学がっ校こうから帰かえると、すぐに新しん作さく動どう画がのイラストにとりかかる。

　作さ業ぎょう中ちゅうのＢＧＭは、もちろん、アオイさんが今こん回かいのコンペのためにつくってくれた三十秒びょうの新しん曲きょく、『ＳＷＩＴＣＨスイッチ☆ＯＮオン』のサンプル音おん源げん。

　今こん回かいも、す～～～っごくいい曲きょくなんだ！

　はじめて聴きいたとき「バリバリ、ズドーンッ！」って、雷かみなりにうたれたみたいな、幸しあわせなショーゲキにつつまれたもん！

　アレンジがテクノポップ系けいだから、全ぜん体たい的てきに軽かろやかで明あかるい曲きょく調ちょうなんだけど、一いち度ど聴きいただけで耳みみに残のこる「濃こさ」があって。

　ワクワクがぐんぐん高たかまるのに、それでいてまだピークじゃない。なにかがはじまるような気け配はいを感かんじさせてくれる、ポジティブな曲きょく。

　──まさに、「恋こいの予よ感かん」って感かんじ！

　この最さい高こうな曲きょくにイラストを描かける幸しあわせをかみしめながら、夢む中ちゅうで鉛えん筆ぴつを走はしらせた。





いっちー『キャラデザ案あんです！　送おくります！』






　主しゅ人じん公こうの女おんなの子こと、相あい手ての男おとこの子こ、ふたりのデザインを、みんなに送おくる。

　これまで、ソライロの曲きょくで描えがいてきた女おんなの子この主しゅ人じん公こうは、『メロンソーダ』のソラと、『メッセージ』のナツ。ふたりとも、どちらかというと活かっ発ぱつなタイプの子こだったけど。

　今こん回かいの『ＳＷＩＴＣＨスイッチ☆ＯＮオン』を聴きいたときは、おとなしい女おんなの子このイメージがうかんできた。




　──主しゅ人じん公こうのシオリは、高こう校こう生せい。

　文ぶん芸げい部ぶ所しょ属ぞくの、ちょっぴり引ひっこみじあんな女おんなの子こ。

　気きになる男だん子しがいるけど、まだ、この気き持もちが、恋こいなのかどうかもわからない……。

　そんなある日ひ、偶ぐう然ぜん、カレが自じ分ぶんとおなじ曲きょくを好すきだって知しって。

　ソワソワと浮うき足あし立だつような気き持もちで、休やすみ時じ間かん、こっそりその曲きょくを聴きくの。

　──その瞬しゅん間かん、心こころのなかで「スイッチ」が入はいる。

　目めの前まえの景け色しきが、パッと変かわって。

　好すきだったメロディーが、もっともっと、特とく別べつにひびく。

　好すきな曲きょくをとおしてカレに近ちかづけた気きがして、思おもわず、ひとりでニヤニヤしちゃう……。
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　……イメージが、どんどんうかんでくる。

　主しゅ人じん公こうの気き持もちに、なんとなく、自じ分ぶんをかさねちゃってるからかもしれない。

　今こん回かいの動どう画がは、イラストの枚まい数すうを多おおめにしようってことになったから、けっこう大たい変へんかもって思おもってたけど。この調ちょう子しなら、まったく苦くにならないや。

　すこしして、「ピロリーン♪」と、携けい帯たいのお知しらせ音おんが鳴なった。





アオイ『うん、イメージどおりだ！　これですすめよう！』






「やった！」

　うれしくて、ひとりで部へ屋やにいるのに、つい声こえが出でちゃった。

　ニヤッとゆるみまくるほっぺを、ぎゅーっと両りょう手てではさむ。

　あ～、ドキドキする！

　メッセージだけでこれなのに、じっさいアオイさんに会あったら、わたし、どうなっちゃうのかな……？

　──やっと会あえたね、いっちーさん。

　ふっと空そら耳みみが聞きこえて、ブンブンと頭あたまを左さ右ゆうにふる。

　いやいや、ちがうちがう……！

　──僕ぼくは、キミのことが……。

　だから、ちがうんだってば～～～～～っ！




　ピロリーン♪




「わぁっ!?」

　とつぜん鳴なったお知しらせ音おんに、ドッキーンとイスからとびあがる。





Ｒｉｉりー『いっちーさん、コウちゃん。絵えコンテの相そう談だんです』






　び……びっくりしたぁ！

　ひとまず、深しん呼こ吸きゅうして気き持もちを落おちつかせる。

　画が面めんをタップして表ひょう示じされたのは、三人にんのグループトーク画が面めん。

　りーちゃんのメッセージが、つづけて送おくられてくる。





Ｒｉｉりー『指し定ていのキャッチコピーを入いれるシーン、動どう画がの頭あたまとラストどちらがいいか迷まよっています。ここを先さきにきめると、アオイさんの編へん曲きょくに影えい響きょうをあたえてしまう気きがして……』

Ｒｉｉりー『今こん回かい、アオイさんは曲きょくに関かんして「まかせてほしい」とおっしゃっていましたし、この件けんはアオイさんにおつたえせず、編へん曲きょくの様よう子すをみながらきめていってもいいでしょうか。コウちゃんの意い見けんも聞ききたくて、こちらに連れん絡らくしてみました』

コウスケ『たしかに、言いわなくてもいいかもな。アオイさんには思おもうとおりに曲きょくをつくってもらって、オレらがそっちに合あわせていこうぜ』

いっちー『わかった！　もうすこし作さ業ぎょうがすすんだら、また相そう談だんしよう！』






　返へん事じを送おくって、机つくえにむきなおる。

（よ～し。集しゅう中ちゅう、集しゅう中ちゅう！）

　このコンペは、ソライロにとって大だい事じなチャンス。

　そして、アオイさんの助たすけになるかもしれないんだ。

　最さい高こうの動どう画がを完かん成せいできるように、がんばらないと！
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８　意い外がいな再さい会かい






　動どう画が制せい作さくに夢む中ちゅうになっていると、毎まい日にちがあっというまにすぎていった。

　今日きょうは、週しゅうに一度どの調しらべ学がく習しゅうの日ひ。

　回かい数すうでいうと、もう三回かい目めになる。

「それでは、作さ業ぎょうを開かい始ししてください！　教きょう室しつを移い動どうするとき、廊ろう下かではぜったいにさわがないように！　私わたしはおもにパソコンルームにいるので、質しつ問もんあったら来きてね～」

　先せん生せいが教きょう室しつを出でていくと、みんないっせいにうごきはじめる。

　班はん長ちょうがひとりひとりに細こまかく指し示じを出だしている班はんもあれば、すでにスライドの相そう談だんをはじめている班はんもあって。

　どんどん教きょう室しつから人ひとがへっていく光こう景けいにあせりつつ、作さ業ぎょうの予よ定てい表ひょうに目めを落おとす。

　この予よ定てい表ひょうは、わたしがつくったんだ。

　資し料りょうあつめに、内ない容ようのまとめ、台だい本ほんづくり、スライドづくり、発はっ表ぴょう練れん習しゅう……準じゅん備びにひつような作さ業ぎょうを書かきだしておいたら、スムーズにすすめられるかなと思おもって。

　分ぶん担たんは、もう、みんなと相そう談だんしてきめてある。

　あとは、予よ定ていどおりにすすめられさえすれば、問もん題だいないはず……！

（今日きょうは、ネットでの情じょう報ほうあつめと、気きになったテーマの書かきだしと……）

　頭あたまのなかで、今日きょうやるべきことを確かく認にんしていると。

「なーなー。秋あき吉よしさ、和泉いずみからなんか連れん絡らくあった？」

　武たけ宮みやくんが、そう声こえをかけてきた。

　和泉いずみっていうのは、ユキちゃんの名みょう字じ。

　じつは今日きょう、ユキちゃんがお休やすみなの。

「朝あさ、『熱ねつがあるから、これから病びょう院いんに行いく』ってメールをもらったよ」

「カゼかな？」

「ん～、くわしくはわからないけど。今日きょう、帰かえりにプリントを届とどけに行いくとき、具ぐ合あいをきいてみるつもり」

　武たけ宮みやくんは元げん気きなく、「ふーん」とうなずく。

　ユキちゃんがいなくてさみしいのは、わたしだけじゃなく、武たけ宮みやくんもおなじみたい。

　明あかるいあの声こえが聞きこえないだけで、教きょう室しつが、ずいぶんしずかに感かんじちゃう。

「お？　タケ、和泉いずみがいなくてさみしそうだなぁ！」

「ちっ、ちげーし！　バカはカゼひかないっていうのに、おかしいなと思おもっただけだし～！」

　からかう男だん子したちに反はん撃げきしつつ、バタバタと教きょう室しつをとびだしていく武たけ宮みやくん。

　その手てにノートも筆ひっ記き用よう具ぐも持もってないことに気きづいて、「あっ」と思おもったけど、声こえをかけそびれてしまった。

　武たけ宮みやくん、図と書しょ室しつでの調しらべもの、ちゃんとやってくれるかな……？

　心しん配ぱいしながら視し線せんをもどしたら──六班ぱんの机つくえは、からっぽ。

「えっ、あれ？」

　急いそいで教きょう室しつを見みまわす。

　冴さえ木きくんの姿すがたは見みつけられなかったけど、ちょうど、リリアちゃんがほかの班はんの子こと教きょう室しつを出でていくのが見みえた。

「図と書しょ室しつ、どんくらい人ひといるかなー」

「さーね。でも、先せん生せいはパソコンのほういるみたいだし、サボるにはいいんじゃない？」

「やだ～、リリア。サボるとか人ひと聞ぎき悪わるいじゃん、ただの休きゅうけいだから！」

　キャアキャア楽たのしげな笑わらい声ごえが遠とおざかる。

　リリアちゃんは「スライドをつくる担たん当とう」にきまったから、ゲンミツにいえば、今いまの時じ点てんでリリアちゃんがやることはない、と言いえなくもないけど……。

　本ほん音ねを言いえば、今日きょうはユキちゃんが休やすみで、ひとり少すくないし、資し料りょうあつめを手て伝つだってほしい。

　でもな……グループで固かたまってるリリアちゃんの前まえにとびだして、「手てがあいてるなら手て伝つだって！」なんて…………わ～、ムリムリ！　ぜったい言いえないよ！

　頭あたまをかかえて、首くびをブンブンふる。

　二学がっ期きがはじまったころは「仲なかよくなれたらいいな」って思おもってたのに、最さい近きんのリリアちゃんはなんだかピリピリしていて、これまで以い上じょうに近ちかよりがたい雰ふん囲い気きがあるんだ。

　発はつ言げんも投なげやりだし、気きがつくと、ほかの班はんの仲なかがいい子このところへ行いっちゃうの。

　それでも、ユキちゃんだったら、きっと、ケンカ覚かく悟ごで「手て伝つだって」って言いえるんだろうけど……。

（とりあえず、自じ分ぶんのできるところをすすめておこう……）

　ひとりで、荷に物もつを準じゅん備びしていると。

「…………はぁ」

　ひとりでに、ため息いきがもれた。

　だれもいない六班ぱんの机つくえ。

　ぽつんと、ひとりぼっちでいると、胸むねの奥おくから、ネガティブな気き持もちがせりあがってくる。

（本ほん当とうは、わたしが班はん長ちょうにならないほうがよかったんじゃないかな……？）

　ふっとそんな考かんがえがうかんで、ますますヘコむ。

　はじめての班はん長ちょう、もっとがんばりたいのに。

　班はん長ちょうになってから、自じ分ぶんのダメなところを思おもい知しらされてるみたい……。




「一いち歌かちゃん、大だい丈じょう夫ぶ？」

　顔かおを上あげると、広ひろ海みちゃんと樹じゅ里りちゃんが立たっていた。

　ふたりは超ちょうがつく仲なかよしコンビ。漫まん画が好ずきっていう共きょう通つう点てんがあって、わたしもふたりとはよく話はなすんだ。

「ろみちゃんと心しん配ぱいしてたんだよ～。今日きょうは一いち歌かちゃん、元げん気きないね～って」

「六班ぱんのメンバーって、なんというか、みんなキャラ濃こいでしょ？　まとめるの大たい変へんそうだよね」

「あはは……でも、それは、班はん長ちょうのわたしのせいだから……」

　わたしがもっとはっきり言いえたら、みんなをまとめられるのかもって場ば面めんが、ちらほら……。

　過か去この自じ分ぶんを思おもい出だして、しょんぼり肩かたを落おとす。

「ね。もしよかったら、今日きょうは私わたしたちといっしょに作さ業ぎょうしない？」

　広ひろ海みちゃんが言いった。

「私わたしたち、これからパソコンルームに行いくんだ」

「ね、ね！　いっしょに行いこうよ～！」

　思おもいがけない言こと葉ばがうれしくて、わたしはいきおいよくうなずく。

「うん……っ！　さそってくれてありがとう！」

　ノートや筆ひっ記き用よう具ぐをまとめながら、じわっと目めの奥おくが熱あつくなる。

　友ともだちって……ありがたいな。

（う～、ユキちゃんに会あいたくなってきた……！）




　学がっ校こうが終おわると、まっすぐユキちゃんのお見み舞まいに行いった。

　ユキちゃんは、病びょう院いんで「カゼ」と診しん断だんされたらしい。

「いや～、昨日きのう、髪かみの毛けちゃんとかわかさないで寝ねたのがいけなかったのかなぁ」

　ポリポリ頭あたまをかきながら、苦にが笑わらいするユキちゃん。

　マスク姿すがただから心しん配ぱいしたけど、思おもったより元げん気きそうで、ひと安あん心しん。

　ただ、熱ねつはさがったものの、念ねんのため明日あしたもお休やすみするんだって。

「ごめんね～、心しん配ぱいかけちゃって。今日きょうの調しらべ学がく習しゅう、どうだった？　うまくいってる？」

　ギクッ

　痛いたいところをつかれて、冷ひや汗あせがたらり。

「あ……うん！　順じゅん調ちょうにすすんでるから、ユキちゃんは心しん配ぱいしなくて大だい丈じょう夫ぶだよ！」

　順じゅん調ちょうなんて、ウソだけど……。

「えぇ、マジで？　あの三人にん、ちゃんとやってくれたの？」

「う、うん！　だから、気きにせず、ゆっくり休やすんで！」

　心しん配ぱいをかけたくなくて、せいいっぱいの笑え顔がおをかえす。

　ユキちゃんは、さすがにするどくて、最さい後ごまで疑うたがわしげな目めをしてた。

　……このウソを、ホントにできるように、がんばらなきゃな。

　そう思おもったとたん、からっぽの六班ぱんの机つくえが頭あたまをよぎる。

（……はぁ）

　ゆううつな気き分ぶんをかかえたまま、わたしはひとり、とぼとぼと家いえ路じについた。




　駅えきの近ちかくをとおりかかったときだった。

　ふと、遠とおくに見み覚おぼえのある人ひとがいた気きがして、目めで追おう。

（あれ？　今いまのって……）

「わっ!?」

　よそ見みをしていたら、ドンッと、看かん板ばんに肩かたをぶつけてしまった。

　その拍ひょう子しにトートバッグが地じ面めんに落おちて、中なか身みがずざーっとあたりに散ちらばる。

　おまけに、タイミングの悪わるい強きょう風ふう。

　風かぜに巻まき上あげられた紙かみたちは、わたしの手てをすりぬけて、どんどん遠とおくへとばされていく。

　一枚まいずつ拾ひろい上あげるけど、ひとりじゃとても追おい切きれない。

（ど、どうしよう！　調しらべ学がく習しゅうであつめた資し料りょうなのに！）

　あわあわ、パニックになっていた──そのとき。

　ビュン、と、風かぜのような人ひと影かげが真ま横よこをかすめた。

「すいませーん！　そっち、おねがいしますっ！」

　声こえのしたほうを見みると、高こう校こう生せいらしきお姉ねえさんが、散ちらばった紙かみをすばやくひろっていた。

　近ちかくにいる人ひとにも声こえをかけて、どんどんあつめていく。

　わたしがあっけにとられているうちに、お姉ねえさんは、まわりにお礼れいを言いいながらササッと紙かみを回かい収しゅうしおえて。まっすぐ、こちらへかけよってくる。

「大だい丈じょう夫ぶだった？　たぶん、これでぜんぶだと思おもうけど……」

　目めの前まえで顔かおを合あわせて──おたがいに、「あっ！」と声こえをあげる。

「サ、サツキさん!?」

「ソライロの！」
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　びっくりして、ぽかーんと口くちがひらきっぱなしになる。

　親しん切せつなお姉ねえさんは、あの超ちょう人にん気きグループ「＆アンドＳエス」の歌うたい手て──サツキさんだった。




「ど、どうして、こんなところに……？」

　しばらくして、ようやく声こえが出でた。

　学がっ校こうの制せい服ふく姿すがただし、なにかの撮さつ影えいや取しゅ材ざいで……って感かんじでもなさそう。

　だいたい、ここ晴せい天てん市しは、春はる風かぜ駅えきのあたりとちがって、目め立だった観かん光こう地ちも大おおきなデパートもない、ごくフツーの町まち。

　サツキさんのような芸げい能のう人じんが、わざわざおとずれる理り由ゆうが、さっぱりわからない。

　あれこれ考かんがえをめぐらせていると、サツキさんは、ばつが悪わるそうにほほをかく。

「ん～……じつは、あるひとをデートにさそったんだけど、すっぽかされちゃって……」

「へっ？」

「……ふふっ、なーんちゃって！」

　形かたちのいい大おおきな目めが、いたずらっぽく細ほそめられる。

　クスクス肩かたをゆらして笑わらう姿すがたは、まるで天てん使しか、女め神がみ様さまみたい！

（ひゃ～、か、かわいい……！）

　ぽ～っと見みとれていると、サツキさんは座すわりこんだままのわたしに、スッと手てをさしだした。

「ね、ちょっと時じ間かんいい？　私わたし、あなたとお話はなししたいと思おもってたんだ！」




　なかば強ごう引いんに手てを引ひかれて、駅えき前まえの小ちいさなカフェチェーン店てんに入はいった。

　小ちいさな丸まるテーブルをへだてたすぐむこうに、あのサツキさんが座すわってるのが、なかなか信しんじられなくて。ごちそうしてもらったジュースを口くちに運はこびつつ、チラチラと盗ぬすみ見みてしまう。

　サラサラした明あかるい髪かみに、くるんとカールしたまつげ。

　つくりものみたいな、さくら色いろの唇くちびる。

　きめの細こまかいまっしろな肌はだは、よくできたＣＧかと思おもっちゃうほどで……。

　近ちかくにいるだけで、ドキドキが止とまらない。

（すごいなぁ……頭あたまのてっぺんからつま先さきまで、完かんぺきにキレイ……）

　感かん動どうしながら、ぼんやりと視し線せんを下したにむけて──わたしは、ぎょっと目めを丸まるくする。

「サ、サツキさん！　ス、ス、スカートによごれが……っ！」

「ん？」

　サツキさんのスカートのすそについた、黒くろいよごれ。

　たぶん、さっき紙かみをひろってくれたときについちゃったんだ！

「ごめんなさいっ！　わたしのせいで……！」

　まっ青さおになって、あわてふためいていると。

　サツキさんは怒おこるどころか、「ホントだ！　よく気きづいたね！」と、感かん心しんしたように言いった。

「私わたし、こういうの、ぜんぜん気きがまわらないタチでさ。やだ～、はずかしいなぁ」

　ぱたぱた、片かた手てでスカートをはたいて、エヘヘとはにかむサツキさん。

　ホッとするとともに、すうっと緊きん張ちょうがほぐれていく。

　ワク動どうフェスではじめて会あったときもそうだったけど、サツキさんってこんなに美び人じんで有ゆう名めい人じんなのに、ちっとも気きどったところがなくて、話はなしやすいんだ。

　わたしはあらためて、ぺこっと頭あたまをさげる。

「さっきは、本ほん当とうにありがとうございました」

「いえいえ！　あの紙かみ、ソライロの動どう画がでつかうもの？」

「あ、これは、学がっ校こうのやつで……」

　調しらべ学がく習しゅうのことを簡かん単たんに話はなすと、サツキさんは目めを輝かがやかせた。

「へ～、楽たのしそう！　そういうグループ学がく習しゅうみたいなやつ、スキだったな～！」

　むじゃきな笑え顔がおを見みて、ちくりと胸むねが痛いたむ。

　わたしはまだ……この調しらべ学がく習しゅうを、一いち度ども「楽たのしい」と思おもえてないから。

　もし、サツキさんが班はん長ちょうだったら、きっと、笑え顔がおがいっぱいの班はんになるんだろうな。

　みんなだって、そのほうがうれしいにきまってる。

　ホントは……そういうひとが、班はん長ちょうになるべきなんだ……。

「班はん長ちょう、今いまからでも、やめられないかな……」

　ぽつり、と、無む意い識しきに心こころの声こえがもれだした──そのときだった。

　がしっ

　両りょう手てを、思おもいっきりにぎられる。

「だいじょーぶっ！　できるよ！」

　サツキさんはテーブルに身みをのりだして、わたしの顔かおをのぞきこんだ。

「ほら、いっちーも！　大だい丈じょう夫ぶ、できる！」

「だ、大だい丈じょう夫ぶ、できる……」

「そう、できる！」

　力ちから強づよくくりかえして、パチリとウインク。

「私わたしのいちばんスキな言こと葉ばなの！　大だい丈じょう夫ぶ、できる。弱よわ気きになったときも、自じ信しんがないときも……口くちにするだけで、なんでもできちゃう気きがしない？」

　大だい丈じょう夫ぶ、って……。

　ザワリと、心こころにさざ波なみが立たつ。

「どうかな、すこしは元げん気き出でたかな？」

　笑え顔がおのサツキさんに、そっと笑えみをかえす。

　こんなキラキラした人ひとにはげましてもらって、元げん気きが出でないわけがない。

　そのはずなのに……なぜか、しゅるしゅると心こころがしぼんでいく。

（……『大だい丈じょう夫ぶ』って……アオイさんが、よく、かけてくれる言こと葉ばだ……）

　悩なやんでいるときや不ふ安あんなとき、アオイさんが「大だい丈じょう夫ぶだよ」って言いってくれると、不ふ思し議ぎと元げん気きがわいてきて……。わたしにとって、すごく、特とく別べつな言こと葉ばだった。

（あの言こと葉ば……サツキさんの好すきな言こと葉ばと、いっしょなんだ……）

　ズキンッと、胸むねにするどい痛いたみが走はしる。

　前まえだったら、「偶ぐう然ぜんかも」って思おもえてたかもしれないけど。

　でも……もう、知しっちゃったから。

　アオイさんとサツキさんは、ただの知しり合あいじゃない。もとは、おなじグループで活かつ動どうしていた「仲なか間ま」だったってこと。

　……やっぱり、まちがいないのかもしれない。

　──アオイさんは、サツキさんのことが好すきなんだ。

　そう思おもうと、胸むねが押おしつぶされそうになる。

　だって、ムリだもん。

　サツキさんが相あい手てじゃ、ぜったいかなわない……！

（えっ……、かなわない……？）

　自じ分ぶんの感かん情じょうにおどろいて、息いきが止とまる。

　なんでわたし、そんな風ふうに思おもったんだろう？

　だって、アオイさんは、わたしにとってあこがれのひとで。

　アオイさんがだれを好すきだろうと、わたしには関かん係けいないはずで……？

（アオイさん……）

　名な前まえを思おもうだけで、熱ねつを帯おびる体からだ。

　どきん、どきん……

　ぼんやりとした感かん情じょうが、心こころのなかにみちて。

　それが、しだいに、くっきりと輪りん郭かくをあらわしていく。




　──好すき。




「っ……！」

　思おもった瞬しゅん間かん、心こころの奥おくの、そのさらにいちばん奥おくの部ぶ分ぶんが、ぎゅうっとしめつけられる。

　アオイさん。

　大たい切せつな、あこがれのひと。

　尊そん敬けいするリーダー。彼かれのつくる曲きょくが大だい好すき。

　そうだけど……そうなんだけど、それだけじゃなくて…………。

　ドクドクとスピードをあげる心しん臓ぞうの音おと。

　ああ、ダメだ。みとめたら、辛つらくなるってわかってるのに。

　だけど、気きづいてしまった。

　……もう、この気き持もちにウソをつくことなんてできない。




　わたし、恋こいしてる────曲きょくじゃなくて、アオイさんに。




「──ところで。シュウから、どこまで聞きいたの？」

　ふいに、サツキさんが言いった。

　わたしは、苦くるしいほど脈みゃくうつ鼓こ動どうをなんとか落おちつけながら、顔かおを上あげる。

「こないだ、ソライロの三人にんでシュウと会あったんでしょ？　私わたしそれ、最さい近きんまで知しらなかったの。しかもあいつ、どんな話はなしをしたのか、いくら聞きいてもおしえてくれないし！　イジワルだよね～、ほんと！」

　冗じょう談だんめかした口く調ちょうだけど、その瞳ひとみは、まっすぐわたしの目めをとらえている。

　じぃっと、心こころのなかまでのぞきこまれるような。

　なぜか、そらすことができない。

「えっと……、広こう告こく動どう画がコンペの話はなしを……」

「そっちじゃなくて！」

　そっちじゃない、ってことは。

　わたしはすこし迷まよってから、小ちいさな声こえでこたえた。

「……それ以い外がいのことは、なにも……聞きかなかったことにしたんです。アオイさんが話はなしたくないなら、わたしたちも、ひつよう以い上じょうに知しろうとしない。ぜんぶ忘わすれて、コンペに集しゅう中ちゅうしようってきめたから。だから……話はなせることは、ないです」

「ふーん……」

　サツキさんは、不ふ満まんげに唇くちびるをとがらせる。

「やっぱりね、アオイのこと聞きいたんだろうなと思おもった」

　その言こと葉ばに、わたしはハッと口くちをおおう。

　忘わすれよう、聞きかなかったことにしようってきめたのに……わたしの今いまの言いい方かただと、「アオイさんの話はなしを聞きいた」って言いっちゃったもおなじだよ！

　あわてるわたしをよそに、サツキさんは、さらに質しつ問もんをぶつけてくる。

「でもさ。いっちーは、それでいいの？」

「え？」

「ソライロのみんなは、アオイのこと、ハンドルネーム以い外がいなにも知しらないんだよね？　本ほん当とうのアオイを知しりたいとは思おもわない？」

　その問といかけに、シュウさんの言こと葉ばがよみがえった。

　──アオイは裏うら切ぎりものだ。

　じわっと、嫌いやな気き持もちがしみだしてくる。

「も、もちろん、気きになるけど……アオイさんが自じ分ぶんから話はなしたいって思おもうまで、せかしたりしないで、待まつのが仲なか間まだと思おもうので……」

　言いいながら、だんだんと声こえが小ちいさくなって、目め線せんが下したへ落おちていく。

　サツキさんは……なにがあったか、ぜんぶ知しってる。

　だから、こんな思おもわせぶりな聞きき方かたをするんだ。

　そう思おもうと、くやしさがふつふつとこみあげてきて。スカートのすそを、ギュッとにぎる。

　アオイさんはソライロの仲なか間まなのに……アオイさんの過か去こをサツキさんやシュウさんは知しっていて、わたしたちは、なにも知しらない。

　アオイさんから、聞ききだすこともできない……。

「……まいったな。見みこみちがいだったかも」

　とつぜん聞きこえた、ため息いきまじりの声こえ。

　視し線せんをあげると、サツキさんは、いつになく感かん情じょう的てきな目めをしていた。

「あいつはね、自じ分ぶんの気き持もちを表ひょう現げんするのが、超ちょう苦にが手てなの。不ぶ器き用ようだし繊せん細さいだしガンコだし、ほっとくと、ひとりでかかえこんじゃう……。ソライロの動どう画がを見みて、それがいい方ほう向こうに変かわった、変かえてくれる仲なか間まと出で会あえたんだと思おもったんだけど……、このままだと、あいつ、また音おん楽がくをやめちゃうかもしれない」

　衝しょう撃げき的てきな言こと葉ばに、わたしは大おおきく目めを見みひらく。

「アオイさんが音おん楽がくをやめるなんて……ぜったい、ないと思おもいます！」

　だって。新しん作さく動どう画がのためにつくってくれた曲きょく、すごくいい感かんじだし。

　アレンジも妥だ協きょうせずに、何なん度ども直なおしてて。いっしょに動どう画がをつくってると、アオイさんが音おん楽がくを大だい好すきな気き持もち、すごくつたわってくる。

　やめるなんて、ありえないよ……！

　ところが、わたしの言こと葉ばを聞きいたサツキさんは、もどかしそうに眉まゆをひそめた。

「いっちーはまだ付つき合あいが浅あさいからピンとこないかもしれないけど──あいつのことは、私わたしがいちばんわかってるから」

　ドキンッ

　心しん臓ぞうがつよく波なみうった。

　同どう時じに、ムッと黒くろいモノが胸むねにわきあがってくる。

　たしかに……わたしは、アオイさんと知しり合あって、まだ半はん年としそこそこだけど。

　アオイさんと、会あったことさえないけど。

　今いまいっしょに動どう画がをつくってるのは、サツキさんじゃない。

　わたしだもん……！

「いっちーは、アオイのことが好すき？」

「！」

　とっさに、声こえが出でなかった。

　否ひ定ていどころか、おどろくことすらできなくて。

　唇くちびるをぎゅっとかんだまま、呼こ吸きゅうも忘わすれて、その目めを見みつづける。

「図ず星ぼしかな。私わたし、こういうのけっこうスルドイんだよね」

　サツキさんは、わずかに表ひょう情じょうをけわしくさせて、「でも、ごめんね」と言こと葉ばをつぐ。




「──あなたじゃ、アオイのことは支ささえられない」
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　えっ──。

　思し考こうが、完かん全ぜんにフリーズした。

　必ひっ死しに頭あたまを回かい転てんさせるけど、空からまわりするばかりで、なんの言こと葉ばもうかんでこない。

　そうこうしているうちに、「ピロンッ」と、サツキさんの携けい帯たいが鳴なった。

「げっ、シュウからだ。ゴメン、私わたしそろそろ行いかなきゃ！」

　サツキさんはバタバタと荷に物もつをまとめて、立たち上あがる。

　あわてて、わたしも腰こしをうかす。

「あ、あの……」

「今日きょうはありがと！　また会あおうね、いっちー！」

　ひらりと手てをふったサツキさんの背せ中なかが、しばらく残ざん像ぞうのように、ずっと目めに焼やきついていた。




　家いえに帰かえってすぐ、サツキさんと会あったことを、三人にん用ようのグループトークに送おくった。

「アオイさんはソライロの仲なか間ま」ってことを、ちゃんと確かく認にんしたくて。

　このモヤモヤした気き持もちを、だれかに聞きいてほしくて。

　ところが……返かえってきたメッセージは、わたしの期き待たいを大おおきくはずれたものだった。





コウスケ『じつは、言いおうか迷まよってたんだけど……あのあと、シュウさんから聞きいちゃったんだ。昔むかし、サツキさんとアオイさんが、その……付つき合あってたっぽいこと』






　頭あたまのなかが、まっしろになる。





コウスケ『もしかしたらさ、アオイさんとシュウさんとサツキさんって、三さん角かく関かん係けいだったんじゃねーかな!?　解かい散さんも、本ほん当とうはそれが原げん因いんで……』

Ｒｉｉりー『勝かっ手てな想そう像ぞうは失しつ礼れいですよ、コウちゃん！　すごくデリケートな話わ題だいです！』

コウスケ『わ、わかってるよ！　ゴメン』






　のどがつまるように苦くるしくなって、とっさに、携けい帯たいの電でん源げんを切きる。

　すぐに、「メッセージを返かえさないとふたりが心しん配ぱいするかも」って思おもったけど、今いまはなにをする気きにもなれなくて。そのまま、枕まくらに顔かおをうずめた。

　目めをとじても、頭あたまにまとわりつく、サツキさんの言こと葉ば。

　──あいつのことは、私わたしがいちばんわかってるから。

　──あなたじゃ、アオイのことは支ささえられない。

　あれってつまり、サツキさんなら支ささえられるって意い味みなのかな？

　ふたりは、今いまでも、おたがいを想おもいあってるのかな？

　それじゃあ……はじめから、わたしがわりこむスキマなんて、なかったんだ……！

「うぅ～……」

　ごちゃごちゃに絡からまる感かん情じょうを押おしつぶすように、わたしはありったけの力ちからで、枕まくらに顔かおを押おしつけた。











９　バラバラの六班ぱん






（はぁ……）

　心こころのなかでため息いきをつきながら、ボケーッと先せん生せいの話はなしを聞きき流ながす。

　わたしは現げん在ざい、完かん全ぜんなパンク状じょう態たい。

　いろいろなことが次つぎ々つぎにおこりすぎて、頭あたまも、心こころも追おいついてない。

　シュウさんに言いわれたこと、サツキさんに言いわれたこと。

　そして──アオイさんのこと。

　ようやく気きづいた、初はつ恋こい……なのに。

　その実じっ感かんをかみしめる間まもなく、すでに、失しつ恋れんほぼ確かく定ていだなんて……っ！

　いろんなことがぐるぐると頭あたまをめぐって、授じゅ業ぎょうに、さっぱり身みが入はいらない。

（……はやく帰かえって、動どう画がつくりたいな）

　現げん実じつ逃とう避ひするみたいに、そんなことを考かんがえる。

　コンペ本ほん番ばんまで、あと四よっ日か。

　まだまだ細こまかいイラストの修しゅう正せいや、プレゼンの練れん習しゅうなど、やることはたくさんあるし。

　ソライロのみんなと動どう画がをつくってるときは、イヤなことも忘わすれられる……。

「……そんなわけで、申もうし訳わけないけど、調しらべ学がく習しゅうの発はっ表ぴょうが一週しゅうはやまることになったので、まにあうようにすすめてください。事じ前ぜんに相そう談だんしてもらえれば、放ほう課か後ごにパソコンルームの使し用ようも可か能のうです！　とくに、準じゅん備びがおくれている班はん、二班はんと六班ぱんは、急いそぎめでたのむね～！」

　先せん生せいに名な指ざしされて、ヒヤリとわれにかえる。

（六班ぱん、やっぱりおくれてるよね……！）

　日にっ直ちょくの号ごう令れいがすむと、みんな、いっせいにおしゃべりや帰かえりじたくをはじめる。

「どうする？　今日きょう、放ほう課か後ごのこっていく？」

「うちの班はんはまだいいんじゃない？」

　まわりの話はなし声ごえにつられて、わたしは調しらべ学がく習しゅうの予よ定てい表ひょうを確かく認にんする。

　自じ分ぶんの分ぶん担たんの資し料りょうはだいぶあつめられたけど、みんながどのくらいすすめてくれてるのかは、ハッキリつかめてないんだよね。

　すでにスライドをつくりはじめてる班はんもあるなか、六班ぱんはまだ、どんな発はっ表ぴょう内ない容ようにするかもきまってない。

　ユキちゃんは今日きょうもお休やすみだし……負ふ担たんをかけないように、できるかぎりすすめておこう！

「冴さえ木きくん、分ぶん担たんしたこの部ぶ分ぶんだけど……」

　確かく認にんしたいことがあって横よこを見みると、冴さえ木きくんの姿すがたはなかった。

　ぐるっと教きょう室しつを見みまわしてから、ななめ前まえにいる武たけ宮みやくんに声こえをかける。

「武たけ宮みやくん、冴さえ木きくん知しらない？」

「さぁ？　荷に物もつあるし、トイレじゃねーの？」

　うーん。冴さえ木きくんって、いつもフラッとどこか行いっちゃうなぁ。

「武たけ宮みやくんは、ここの担たん当とうのぶん、すすめてくれてる？」

　予よ定てい表ひょうを見みせると、武たけ宮みやくんは気きまずそうに、キョロキョロと目めをおよがせた。

「あー……まぁ、次つぎの時じ間かんにやるよ！」

　この反はん応のうは……ぜんぜんやってなさそう！

「発はっ表ぴょうが一週しゅうはやまって、次つぎの時じ間かんにはスライドを完かん成せいさせなきゃいけないでしょ？　発はっ表ぴょう用ように資し料りょうをまとめるの、今こん週しゅう中ちゅうにできればスムーズにいくと思おもうんだ。わたし、これから、のこってやっていこうかと思おもってて……」

「わりー、今日きょうはサッカーの練れん習しゅう日びなんだ！　おれキャプテンだし、休やすめないからさー！」

　武たけ宮みやくんはすまなそうに手てをあわせて、荷に物もつを肩かたにひっかける。

「ホントごめんなー、秋あき吉よし！」

「あ、ううん。大だい丈じょう夫ぶ……」

　練れん習しゅうなら、しょうがないよね……。

　いそがしいときはおたがいさまだし、時じ間かんがある人ひとで、協きょう力りょくしてすすめられればいい。

　よし、と思おもい立たって、今こん度どは、リリアちゃんに声こえをかける。

「リリアちゃん、ちょっといいかな？」

「え、なに？」

　トゲのある声こえに、どきりとする。

　小ちいさくひそめられた眉まゆからは、わたしの言こと葉ばをあらかじめ拒きょ絶ぜつするような、ピリピリしたオーラを感かんじる。

　それでも、なんとか勇ゆう気きをふりしぼって放ほう課か後ごの作さ業ぎょうを提てい案あんすると。

　リリアちゃんは、ハァと、大おおげさなため息いきをついた。

「あんなのテキトーにやっときゃいいじゃん……めんどくさっ！」

　バシンッ

　持もっていたノートを、机つくえにたたきつける音おと。

　わたしは思おもわず、びくっと身みをかたくする。

「……ごっめーん。アタシ、今日きょうはいそがしいからムリ～」

　にらむようにわたしを見みたまま、笑えみをうかべるリリアちゃん。

　すごみのある表ひょう情じょうに気けおされて、すこし、反はん応のうがおくれてしまう。

「……あっ、そ、そうなんだ……えっと、それならしょうがないね」

「ホント、ごめんね～？」

「ううん、大だい丈じょう夫ぶだよ。気きにしないで」

　とっさに、笑え顔がおをつくる。

（ふたりとも、のこれないのはしょうがないけど……だったら、せめて、授じゅ業ぎょうの時じ間かんくらいはサボらないでやってくれたらいいのに……）

　そう、心こころにうかんだ不ふ満まんが、一いっ瞬しゅん、顔かおに出でてしまったのかもしれない。

　リリアちゃんの表ひょう情じょうが、キッときつくなる。

「てゆーか、確かく認にんなんだけど。アタシ、スライドつくるのが仕し事ごとだよね？」

　ノーとは言いわせない、強つよい口く調ちょう。

　わたしは、オロオロと目め線せんを下したに落おとす。

「あ、うん、メインの分ぶん担たんはそうなんだけど……ほかにもやることはたくさんあるし。うちの班はん、けっこうおくれちゃってるから、細こまかいところはみんなで協きょう力りょくして……」

「あとから仕し事ごと増ふやされてもメーワクだよ。班はん員いんの分ぶん担たんを管かん理りするのも、スケジュールどおりすすめるのも、班はん長ちょうの仕し事ごとでしょ？」

「それは……」

「自じ分ぶんの責せき任にんなんだから、がんばってね、班はん長ちょうさん？」

　リリアちゃんは「バイバーイ」と手てをふると、仲なかよしグループの子こと連つれだって帰かえっていく。

　教きょう室しつを出でるとき、みんなでこっちをちらりと見みて、クスクス笑わらったように見みえた。




　しかたなく、ひとりでのこることにした。

　モヤモヤした気き分ぶんのまま、図と書しょ室しつで本ほんをえらぶ。

　司し書しょの先せん生せいは、ちょうど席せきをはずしているらしくて、いなかった。

　カウンターには、図と書しょ委い員いんの当とう番ばんの子こがひとりきり。

　しん、としずかな空くう間かん。

　よけいなことばかり頭あたまにうかんでくる。

（……はぁ、なにも言いえなかった）

　さっきのシーンがよみがえって、ズシンと暗くらい気き持もちがひろがる。

　でも……リリアちゃんの言いうとおりだと思おもった。

　わたしにリーダーシップがあれば、作さ業ぎょうがこんな風ふうにおくれることもなかったんだと思おもう。

　班はん長ちょうとして、ちっとも役やく割わりをはたせてないや……。

　ぼんやり考かんがえていたら、廊ろう下かのほうから、だれかのしゃべり声ごえが聞きこえてきた。

「本ほんくらい、ひとりで返かえしに行いきなよ～！」

「いいじゃん、どーせリリアもエリィもヒマでしょ？」

「は～い、ヒマ人じんで～す」

　わ、リリアちゃんたちだ！

　さっきのことで、なんとなく顔かおをあわせるのが気きまずくて、とっさに本ほん棚だなのかげにかくれる。

　話はなし声ごえは図と書しょ室しつに入はいってくるとき、いったんしずかになって。

　先せん生せいがいないとわかるや、また、すぐに、にぎやかになる。

「あははっ！　マナが『日に本ほんの歴れき史し』とか借かりてんの、ちょーウケる」

「しょーがないじゃん、調しらべ学がく習しゅうで使つかったんだもん」

「一班ぱんの班はん長ちょう、根ね津づだよね？」

「そう！　いろいろテキパキやってくれるから、ラクだよ～！」

　ズキリ、のどの奥おくが痛いたむ。

　なんだか、自じ分ぶんが責せめられているような気き持もちになってしまう。

　目めをとじてギュッと本ほんをかかえていると、ふたたび、会かい話わが耳みみにとびこんできた。

「そういや、リリア、いいの？　一いち歌かちゃん、すごい引ひきつった顔かおしてたけど」

　どきっ

（わ、わたしの話はなし……？）

　体からだがこわばる。

　聞ききたくないのに、気き持もちとはうらはらに、耳みみをすましてしまう。

「あの子こマジメっぽいし、今いまごろ、本ほん当とうにひとりで準じゅん備びやってるんじゃない？」

「べつに、押おしつけたわけじゃないしー。やりたいなら勝かっ手てにやればー？　って感かんじ」

　ぎゅうっと、胸むねがしめあげられるように苦くるしくなる。

（やりたいなら、って……べつに、わたしだって、やりたくてひとりでやってるわけじゃないのに……！）

　おなかの底そこから、黒くろい塊かたまりみたいなモヤモヤがこみあげてくる。

　今いますぐこの場ばから逃にげだしたいのに、体からだがうごいてくれない。

　どきん、どきん

　悲ひ鳴めいのような鼓こ動どうの音おとが、耳みみ元もとで聞きこえる。

「てか、むいてないのに班はん長ちょうにされちゃってカワイソーだよね」

「ぜったい、リリアが班はん長ちょうのほうがよかったよ～」

　どきん、どきん、どきん……

「やだー、めんどくさいもん。それより、修しゅう学がく旅りょ行こうの班はん別べつ行こう動どうのとき、合ごう流りゅうする計けい画かく立たてない？」

「おーっ、いいね！　うちらでテキトーにまわっちゃおうよ」

　キャハハと、楽たのしげな笑わらい声ごえ。

　その声こえが遠とおざかって、完かん全ぜんに聞きこえなくなるまで、ずっと、本ほん棚だなのかげからうごけなかった。

　聞きこえた言こと葉ばが、頭あたまのなかで、何なん度どもリピート再さい生せいされる。

　──むいてないのに班はん長ちょうにされちゃってカワイソー。

　──ぜったい、リリアが班はん長ちょうのほうがよかったよ。

（そんなの…………そんなの、わかってるよ！）

　ムカムカとやり場ばのない気き持もちがふくらんで、本ほんをかかえたまま、図と書しょ室しつをとびだした。

　かわってくれるなら、かわってほしい。

　やっぱりムリだったんだ。

　わたしが、みんなの先せん頭とうになって引ひっぱっていく、リーダーなんて……。

「……あれ？　秋あき吉よし？」

　顔かおを上あげると、冴さえ木きくんが立たっていた。

　やっぱり、帰かえってなかったんだ……。

　どこ行いってたの？　なんて聞きいたって、なんの意い味みもない。

　冴さえ木きくんには、冴さえ木きくんの事じ情じょうがあるんだ。

　武たけ宮みやくんだって、リリアちゃんだって、いそがしい。

　放ほう課か後ごに調しらべ学がく習しゅうの作さ業ぎょうをする時じ間かんなんて、ないくらいに。

　──あんなのテキトーにやっときゃいいじゃん。

　リリアちゃんの言こと葉ばがよみがえる。

（わたしばっかり、ひとりで大たい変へんな思おもいして……六班ぱんは五人にんじゃないの？　こんなんじゃ、班はんっていえないよ……！）

　下したをむいて横よこをすりぬけようとしたら、ふたたび呼よびとめられる。

「待まって、運はこぶの手て伝つだうよ」

　冴さえ木きくんが手てをさしだす。

「……ううん、へいき」

　わたしはうつむいたまま、歩あるくスピードをはやめる。

　それでもあきらめず、冴さえ木きくんは小こ走ばしりで追おいかけてきて、もう一いち度ど、わたしの前まえに手てをさしのべる。

「それ、調しらべ学がく習しゅうのでしょ？　俺おれもおなじ班はんだし──」

「いいってば！　自じ分ぶんで運はこべるから！」

　とっさに、冴さえ木きくんの手てをふりはらってしまった。

　ハッとして、足あしを止とめる。

　冴さえ木きくんは、目めを丸まるくさせてわたしを見みていた。

「……秋あき吉よし、どうしたの？」

　どうしたの、って……！

　言いいかけて、ぐっと奥おく歯ばをかむ。

（……ちがう。ダメだ。冴さえ木きくんにあたったって、しかたない……！）

　そう、頭あたまではわかっているのに。

　──気きづいたら、唇くちびるが勝かっ手てにうごいていた。

「みんな……みんな、勝かっ手てすぎるよ……っ！」

　さけぶなり、逃にげるように走はしりだした。

　ああ、やっちゃった。

　わたしが悪わるいのに、手て伝つだおうとしてくれた冴さえ木きくんに、やつあたりした。

　うまく指し示じも出だせない。ビシッとまとめる力ちからもない。

　ひとりじゃ、なにもできない、わたしが悪わるいのに……。

　くやしくて、ポロポロと涙なみだがあふれてくる。

（班はん長ちょう……やるなんて、言いわなきゃよかった……！）
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10　トラブル発はっ生せい！






　あっというまに、日にち曜よう日びになった。

　今日きょうは、広こう告こく動どう画がコンペ本ほん番ばんの日ひ。

　学がっ校こうでうまくいかないことが多おおくて、むしゃくしゃした反はん動どうのように、ありったけのエネルギーをソライロの活かつ動どうにつぎこんだ。

　動どう画がの仕し上あがりは、最さい高こうだと思おもう。

　みんなでたくさん相そう談だんして、ようやく完かん成せいした、三十秒びょうの動どう画が。

　そして、はじめてのぞむ「プレゼン」も、きっちり台だい本ほんをつくって、毎まい日にちくりかえし練れん習しゅうした。

　この日ひのために、できるかぎりの準じゅん備びをしてきたんだ。

　あとは……、今日きょうの本ほん番ばんで、全ぜん力りょくを出だしつくすのみ！




「あ～～～、しかし、マジでキンチョーするな～～～！」

　頭あたまをガシガシとかきながら、コウスケ先せん輩ぱいがうなるように言いった。

「アオイさんとの対たい面めんと、コンペの本ほん番ばんっつービッグイベントが、一いち度どにおきるなんて……オレ、もう心しん臓ぞうもたねーよ……」

　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしもソワソワと指ゆびをうごかす。

「も……もう一いっ回かい、とおしで練れん習しゅうしない？　なにか作さ業ぎょうしていたほうが、気きがまぎれそう……」

「そ、そうですね。もう一いち度ど、流ながれを確かく認にんしましょうか」

　三人にんそろってガチガチにこわばった表ひょう情じょうのまま、わたしたちは、（本ほん日じつ、十五回かい目めの）練れん習しゅうを開かい始ししたのだった。




　今いま、わたしたちがいるのは、沢さわ袋ぶくろ駅えきを出でてすぐのところにある、ファストフード店てん。

　緊きん張ちょうのあまり、三人にんとも待まち合あわせよりだいぶ前まえにあつまっちゃったもんだから、かれこれ一時じ間かん、こうして不ふ安あんとたたかってるの。

　コンペの会かい場じょうは、沢さわ袋ぶくろ駅えき近ちかくにあるワク動どうの本ほん社しゃ。

　アオイさんとはここで合ごう流りゅうして、四人にんで会かい場じょうへ移い動どうする約やく束そくになっている。

「……アオイさん、今いまどのあたりだろうね」

　とおし練れん習しゅうが終おわると、わたしはちらりと携けい帯たいの画が面めんを見みた。

「約やく束そくの時じ間かんには、まだすこしありますから……あせらず待まちましょう」

　りーちゃんが腕うで時ど計けいに目めをやった──そのとき。

　ピロリーン♪

　携けい帯たいのお知しらせ音おんが鳴なった。





アオイ『ごめん。乗のってる電でん車しゃが、トラブルでうごかなくなった』






「えっ……」

　とっさに、言こと葉ばをうしなった。





アオイ『線せん路ろの途と中ちゅうで止とまってしまって、今いま、車しゃ両りょうのなかにとじこめられてるんだ』

コウスケ『まにあいそうですか？』

アオイ『わからない。また連れん絡らくする。先さきに会かい場じょうへ行いってて！』






「…………」

　イヤ～な沈ちん黙もくが流ながれる。

　もしかしたら、アオイさん、来こられないかも……。

　頭あたまのなかに、そんなネガティブな考かんがえがうかんでしまう。

　予よ定ていでは、りーちゃんがパソコンでスライドの操そう作さをしながら、コウスケ先せん輩ぱいとアオイさんが中ちゅう心しんになってプレゼンをすることになってる。

　でも、アオイさんが来こられないとなると、わたしが代だい役やくをやるしかないんじゃ……？

「いっちー、念ねんのため、アオイさんが読よむとこ、頭あたまにたたきこんでくれ」

「あ……は、はいっ！」

　やっぱり！

　きゅっと、心しん臓ぞうがちぢみあがる。

　これまでとは、くらべものにならないほどの不ふ安あんとプレッシャーがおそいかかってきて、頭あたまがまっしろになっていく。

（アオイさん……きっと、来きてくれるよね……？）

　本ほん番ばんまで、あと三十分ぷん。

　のこり時じ間かんを確かく認にんすると、わたしは気き持もちをふるいたたせて、必ひっ死しに台だい本ほんに目めをとおした。




　それから、二十分ぷんがたった。

　わたしたちはすでにお店みせを出でて、会かい場じょうのビルの前まえで待まっているんだけど……アオイさんから数すう分ふんおきに送おくられてくるのは、「本ほん当とうにごめん」「まだうごかない」って言こと葉ばだけ。

　ネットで電でん車しゃの事じ故こ情じょう報ほうをしらべても、「トラブルで緊きん急きゅう停てい車しゃ中ちゅう」ってこと以い外がいは、今いまどんな状じょう況きょうなのか、いつうごきだすのかもわからないままだ。

　不ふ安あんと歯はがゆさにヤキモキしながら、空そらを見み上あげる。

　いつのまにか、あたり一いち面めんは、どんより灰はい色いろの雲くもにおおわれていた。

　昼ひる間まだっていうのに、夜よるみたいに暗くらくて。

　あたりの空くう気きに引ひきずられるように、ますます気き分ぶんがしずんでいく。

（おねがい……はやく来きて、アオイさん……！）

　いのるように、両りょう手てをこすりあわせる。

　今日きょうこそは、ホントに会あえるって思おもってた。

　今日きょうのコンペは、ソライロの未み来らいを左さ右ゆうするかもしれない、大だい事じなイベント。

　この日ひのために、みんなで力ちからを合あわせて準じゅん備びしてきたんだ。

　それなのに、まさか、こんなことになるなんて……。

「……さすがに、そろそろなかへ入はいりましょうか」

　りーちゃんが言いうと、コウスケ先せん輩ぱいも「ああ」とうなずく。

「こうなったら、オレたち三人にんでやるしかねーな」

　いよいよつきつけられた現げん実じつに、サーッと血ちの気けが引ひく。

「うぅ……やっぱりわたし、アオイさんのかわりなんて、とても……」

「大だい丈じょう夫ぶだって。オレがなるべくフォローするし！　がんばろーぜ！」

　ガタガタふるえるわたしを元げん気きづけるように、コウスケ先せん輩ぱいは明あかるい声こえで言いった。

　でも……ちらりと見みると、その表ひょう情じょうは、わたしとおなじくらい、こわばっている。

（そうだよね。不ふ安あんなのは、みんなもいっしょ。わたしも、しっかりしなきゃ……！）

　こぶしを強つよくにぎりこんで、自じ分ぶんにカツを入いれる。

「よし……行いこう！」

　三人にんでビルのなかに入はいった──その瞬しゅん間かん。

「──いっちーさん！」

　どこからか、声こえが聞きこえた。

（もっ……もしかして、アオイさん!?）

　ばっと周しゅう囲いを見みまわして、声こえの主ぬしをさがす。

　よかった！　まにあったんだ！

　そう、思おもったんだけど……。

「あ……」

　エレベーターホールのところで手てをふっていたのは──＆アンドＳエスの、シュウさんだった。

　うきあがった気き持もちが、しゅんとしずむ。

　シュウさんは、まわりにいる大人おとなたちとすこし言こと葉ばをかわすと、小こ走ばしりでこちらにやってきた。

「こんにちは。そうか、コンペ、今日きょうだったね」

　いつものさわやかな笑え顔がお。

　ただ、その表ひょう情じょうは、すぐにサッとくもる。

「……あいつ、来こなかったんだ」

「いえ、その……今いま、むかってるところです」

　わたしがこたえると、シュウさんは不ふ快かいそうに眉まゆをひそめた。

「来くるとは言いったの？」

「はい。でも、電でん車しゃのトラブルで、おくれてて……」

「……ふつうは、そういうトラブルも見みこして、一時じ間かん以い上じょうよゆうを持もって家いえを出でるものだよ。だいいち、あいつは今いま、ソライロの代だい表ひょうだ。遅ち刻こくしたら仲なか間まに迷めい惑わくがかかるって、考かんがえればわかるだろ……！」

　めずらしく荒あらっぽい口く調ちょうになるシュウさん。

　その声こえには、はっきりと怒いかりがにじんでいる。

「あいかわらず自じ分ぶん勝かっ手てだな、あいつは」

　──ちがう、そんなことない。

　そう言いいかえしたいのに、うまく言こと葉ばが出でてこなくて、ぐっと唇くちびるをかんだ。

　押おしこめていた不ふ満まんが、モヤモヤとわきあがってくる。

　電でん車しゃが止とまってしまったのは予よ想そう外がいのトラブルだし、アオイさんを責せめることはできないけど。

　シュウさんの言いうとおり、よゆうを持もって家いえを出でてくれていたら、まにあってたかもしれない。

　アオイさんにとってこのコンペは、そこまで張はり切きるほどのものじゃなかったのかな……？

「……っと、本ほん番ばん前まえなのに、不ふ安あんをあおるようなこと言いっちゃったね。悪わるかった」

　そろってうつむくわたしたちを見みて、シュウさんはバツが悪わるそうに、首くびの後うしろへ手てをやる。

「そうだ。せっかくだし、会かい場じょうまで送おくるよ。場ば所しょを聞きいてくるから、ちょっと待まってて」




　コンペの会かい場じょうは、長なが机づくえがずらりとならんだ、広ひろい会かい議ぎ室しつのような場ば所しょだった。

　前まえの壁かべに大おおきなスクリーンがあって、その正しょう面めんに審しん査さ員いん席せき。

　審しん査さ員いん席せきの後うしろには、順じゅん番ばんを待まつ参さん加か者しゃや、関かん係けい者しゃと思おもわれる大人おとなたちが座すわっている。

　参さん加か者しゃはわりと若わかい人ひとが目め立だつものの、さすがに、わたしたちと同どう世せ代だいの人ひとは、ひとりもいなそうだ。

　まわりの様よう子すをうかがいながら、わたしたちは、あいている後うしろのほうの席せきに座すわった。

　スクリーンの映えい像ぞうを見みやすくするためか、部へ屋やは全ぜん体たい的てきにうす暗ぐらくなっていて、プレゼンをする人ひとが立たつ場ば所しょだけが、スポットライトをあびるように照てらし出だされている。

（わたし、あそこに、立たつんだ……！）

　そう思おもったとたん、ぐんぐんつめたくなる指ゆび先さき。

　なんとか気きをまぎらわせようと、台だい本ほんの紙かみをひろげて、じっと目めを落おとすけど。

　……そのときにはもう、わたしたちは完かん全ぜんに、会かい場じょうの空くう気きにのまれてしまっていたんだ。




　すこしすると、マイクを手てに、司し会かいの人ひとが出でてきた。

「え～、本ほん日じつはおいそがしいなか、おあつまりいただきありがとうございます。これより、ワクワク動どう画が主しゅ催さい、広こう告こく動どう画がコンペをはじめたいと思おもいます。順じゅん番ばんにお呼よび出だしをしますので、プレゼンターのみなさまは、ご準じゅん備びをおねがいいたします……」

　あいさつと簡かん単たんな説せつ明めいがすむと、ついに、さいしょのグループのプレゼンがはじまった。

　ワク動どうで人にん気き急きゅう上じょう昇しょう中ちゅうの音おん楽がく動どう画がサークル、「カラクリＱ」。

　恋こいうた動どう画がコンテストでも一位いに輝かがやいた、超ちょう実じつ力りょく派はだ。

「──では、私わたしたちの動どう画がをご覧らんください」

　スクリーンに映うつしだされた動どう画がを見みて──がくぜんとする。

（すごい……！）

　そのままテレビで流ながれていてもおかしくない、想そう像ぞうをはるかにこえる完かん成せい度ど。

　その次つぎのグループも、そのまた次つぎも。

　たった三十秒びょうのなかに個こ性せいとこだわりがつめこまれていて、うっかり、観かん客きゃく気き分ぶんで楽たのしんでしまいそうになる。

　きわめつきは、動どう画が上じょう映えいのあとのプレゼンだった。

　みんな真しん剣けんでありながらも慣なれた様よう子すで、客きゃく席せきをまきこむようにトークを展てん開かいしていく。

　短みじかい持もち時じ間かんのなか、会かい場じょうの大だい爆ばく笑しょうをかっさらう人ひとまでいた。

（あ、あんな風ふうになんて、とてもじゃないけど、できないよ……！）

　ひとグループ終おわるごとに、胃いがキリキリとしめつけられていく。

　不ふ安あんをすこしでもおさえこもうと固かたくにぎった手てのひらは、もう、汗あせでびっしょりだ。




「──では、次つぎ。ソライロさんおねがいします」

「は、はいっ！」

　とうとう、名な前まえを呼よばれた。

　となりのふたりを見みるよゆうもない。

　カチコチになりながら席せきを立たち、通つう路ろをすすみ……。

　なんとか演えん台だいにたどりついて、後うしろをむいた瞬しゅん間かん──どきりと呼こ吸きゅうが止とまった。

　まぶしい蛍けい光こう灯とうのあかりのむこう。審しん査さ員いん席せきからむけられる、威い圧あつ感かんにみちた視し線せん。

　心しん臓ぞうが、ドクドクと早はや鐘がねのように鳴なりだす。

「えっと……こ、こんにちは。僕ぼくたちは、ワクワク動どう画がで活かつ動どうしている音おん楽がく動どう画がサークルの、ソライロです。え～、今こん回かい、『音おん楽がくが恋こいのスイッチを入いれる』というコンセプトで動どう画がをつくりました。まずは、映えい像ぞうをごらんください」

　コウスケ先せん輩ぱいの合あい図ずで、りーちゃんがパソコンを操そう作さすると、スクリーンに、ソライロの新しん作さく、『ＳＷＩＴＣＨスイッチ☆ＯＮオン』の動どう画がが流ながれはじめた。

　くらくらするような緊きん張ちょうとたたかいながら、息いきをこらしてスクリーンを見みつめる。

　この三十秒びょうのために、今日きょうまで、みんなでがんばってきた。

　曲きょくも歌うた声ごえも、イラストも……この動どう画がのすべてが、わたしたちの全ぜん力りょくだ。

　見みていたら、じわりと勇ゆう気きがわいてくる。

　大だい丈じょう夫ぶ。

　大だい丈じょう夫ぶ、できる……！

　三十秒びょうたって、映えい像ぞうが終おわる。

（……よしっ！）

　わたしはこぶしをにぎりしめて、ぐっとあごをあげた。

「どっ……動どう画がは、ストーリー仕じ立たての、スライドショー形けい式しきです。主しゅ人じん公こうが恋こいにめざめる瞬しゅん間かんを、『スイッチ』を入いれる瞬しゅん間かんとかさねて表ひょう現げんすることで、音おん楽がくが世せ界かいをひろげ、見みえる景け色しきまで変かわる様よう子すがつたわるようにしています」

　よし……ちょっぴり早はや口くちになったけど、うまく言いえた！

　出でだしで大おおきな失しっ敗ぱいをしなかったおかげで、そのあとも、セリフがするすると出でてくる。

「わたしたちがこだわったのは、見みた人ひとの『共きょう感かん』を呼よぶ動どう画がです。キャラクターの気き持もちをわかりやすく歌か詞しにもりこみ、イラストのカットも、バックミュージックとしっかりリンクさせています」

　話はなすのにあわせて、スクリーンには、プレゼンのためにつくったスライドが表ひょう示じされていく。

　ところどころ、声こえがうわずったり、ふるえたりしながらも。

　練れん習しゅうどおり……なんとか、順じゅん調ちょうにできてる！

　コウスケ先せん輩ぱいも問もん題だいなく説せつ明めいをつづけてくれてるし。これなら、最さい後ごまでやりきれそう！

　すこし心こころによゆうが生うまれて、なにげなく、審しん査さ員いん席せきを見みたときだった。

　ぞくっ

　背せ中なかにつめたいものが走はしった。

　──審しん査さ員いんは、だれひとりこちらを見みていなかった。

　その表ひょう情じょうは退たい屈くつそう……ううん、それどころか、いらだっているようにさえ見みえる。

「──ちょっといい？」

　コウスケ先せん輩ぱいの話はなしをさえぎるように、審しん査さ員いんのひとりが、スッと手てをあげた。

　マイクをとおしていないのに、その声こえは、するどく耳みみにつき刺ささる。

「キミらさ……プライオリティ、意い識しきできてないよね？」

「え……？」
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「広こう告こくは重じゅう要ようなコンタクトポイントなんだから、結けっ果かにコミットしてもらわないと。たとえば、この動どう画がのアテンション・ゲッターは？　……ほら、こたえられないでしょ？　全ぜん体たい的てきにドラスティックなアイディアってわけでもないし、これじゃ、上うえのコンセンサスとれないよ」

「？？？」

　頭あたまの上うえに、大たい量りょうのハテナがうかぶ。

　今いまのって……日に本ほん語ご？　英えい語ご？

「えっと……」

　コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんに視し線せんを送おくるけど、ふたりとも、こわばった表ひょう情じょうで首くびを横よこにふる。

　知しらない言こと葉ばだらけで、いったい、なにを聞きかれてるのかもわからない。

　どくん、どくん

　しんとしずまりかえった部へ屋やのなか、耳みみ元もとで大おおきくひびく心しん臓ぞうの音おと。

　うす暗くら闇やみからむけられる、無む数すうの視し線せん。

　プレッシャーにたえきれず、思おもわず下したをむく。

　……もし今いまここに、アオイさんがいれば。

　アオイさんなら、きっと、うまく切きりぬけてくれるはずなのに……！

「──持もち時じ間かんオーバーしてます。次つぎの僕ぼくらに場ば所しょゆずってください」

　ドキリとして顔かおを上あげる。

　参さん加か者しゃらしきクリエイター風ふうのお兄にいさんが、ジロリとわたしたちを見みていた。

　コウスケ先せん輩ぱいが、あわててあやまる。

「す、すみません！　でも、まだ、最さい後ごまで話はなしてないので……」

「これ以い上じょうは時じ間かんのムダだと思おもうよ。……だいたい、キミたちまだ子こどもだよね？　代だい表ひょうはだれ？　この会かい場じょうにいるの？」

「それが、あの……今いまむかってるんですけど……」

「えっ、代だい表ひょうが遅ち刻こく？　ありえないでしょ！」

　お兄にいさんは目めをむいて、語ご気きを強つよめる。

「プロをなめてるのか？　ここは学がっ校こうの発はっ表ぴょう会かいじゃない。クリエイターが仕し事ごととるために、本ほん気きで勝しょう負ぶする場ば所しょなんだ。遊あそびに来きたなら、帰かえってくれよ！」

　仲なか間まらしき人ひとに「まあまあ」となだめられて、お兄にいさんは引ひき下さがる。

　かわりに、審しん査さ員いんのおじさんが、わたしたちに語かたりかけてきた。

「……きびしいことを言いうと、キミたちはまだ、ここに参さん加かするレベルに達たっしてないよ。『子こどものわりにはそこそこできてる』のかもしれないが、プロの世せ界かいでは、結けっ果かがすべてだ。なにが足たりないのか、じっくり勉べん強きょうしなおして…………」

　おじさんの声こえが、だんだん、遠とおくなる。

　ちゃんと聞きかなきゃって思おもえば思おもうほど、耳みみの上うえをすべるようにとおりすぎてしまう。

　言いいようのないつめたさがただよう、会かい場じょうの空くう気き。

　息いきが苦くるしい。

　自じ分ぶんがなんでここに立たっているのか、わからなくなって……。




　コウスケ先せん輩ぱいに手てを引ひかれて部へ屋やを出でたとき、ようやく、ハッとわれにかえった。

　りーちゃんと目めが合あうけど、おたがい、なにも言こと葉ばが出でない。

「……帰かえろう」

　コウスケ先せん輩ぱいが、青あお白じろい顔かおでつぶやいた。











11　絆きずなに入はいったヒビ






　ぼうぜんとしたままビルから出でると、だれからともなく、近ちかくのベンチに腰こしかけた。

　とくに、コウスケ先せん輩ぱいの落おちこみようはすごかった。

　いつもなら率そっ先せんしてみんなをはげましてくれるのに、だまりこくったまま、深ふかくうなだれている。

　重おもい空くう気きがただようなか、ふいに、「ピロリーン♪」と明あかるい音おとがひびいた。

　携けい帯たいのお知しらせ音おんだ。





アオイ『まにあわなくて本ほん当とうにごめん。コンペ、もう終おわっちゃったよね』






　アオイさんからのメッセージ。

　いつもなら、どんなに短みじかい言こと葉ばでもときめくのに、今いまは心こころがよどんで、重おもくなるばかりだ。

　いろんな感かん情じょうがうずまいて、なかなか、返へん事じを送おくる気き持もちになれずにいたら。

「おそいよ、アオイさん……」

　コウスケ先せん輩ぱいが、しぼりだすような声こえをもらした。





コウスケ『ぜんぜんダメでした。まったく、相あい手てにもされなかった』






　ズキンと、胸むねに走はしる痛いたみ。

　さっきまでの出で来き事ごとが、はっきりとよみがえる。

　コウスケ先せん輩ぱいの言いうとおり、わたしたちの動どう画がは、相あい手てにしてもらえなかった。

　せっかくの大おおきなチャンスだったのに、なにもできなかった……。

　くやしくて、奥おく歯ばをぐっとかみしめる。

　しばらく待まっていると、返へん事じが送おくられてきた。





アオイ『そうか……とても残ざん念ねんだけど、結けっ果かは受うけ止とめて、次つぎにつなげよう。コンペで評ひょう価かが得えられなかったからといって、僕ぼくたちの動どう画がに価か値ちがないわけじゃ、ぜったいにない。僕ぼくはこの動どう画がをみんなとつくれて本ほん当とうに楽たのしかったし、うれしかった。心こころからそう思おもってるよ』






　──そのとき。

　とつぜん、コウスケ先せん輩ぱいが、がばっと顔かおを上あげた。

　おどろいて横よこを見みると……その目めは、赤あかく充じゅう血けつしていた。





コウスケ『アオイさんはくやしくないんですか？』






　短みじかく、シンプルな問といかけ。

　だけどその言こと葉ばからは、コウスケ先せん輩ぱいの気き持もちがにじみでていた。

　わたしは強つよく携けい帯たいをにぎったまま、画が面めんを見みつめる。





アオイ『もちろんくやしいよ。ただ、前まえにも言いったけど、僕ぼくは外そとからの評ひょう価かや結けっ果かよりも、自じ分ぶんたちが楽たのしめたか、納なっ得とくのいくものをつくれたかどうかってことのほうが大たい切せつだと思おもうんだ』

コウスケ『けど、負まけは負まけです。オレはめちゃくちゃくやしい。このコンペで勝かって、みんなでプロになりたかった！』

アオイ『プロになるかどうかって、そんなに重じゅう要ようなことかな？　僕ぼくたちのつくった動どう画ががだれかの心こころに届とどいて、好すきになってもらえたら、うれしい。その積つみかさねを大たい切せつにしようよ』

コウスケ『プロになれば、確かく実じつに、今いまよりずっとたくさんの人ひとに動どう画がを見みてもらえる！　オレはこのコンペにかけてたんです！』

アオイ『あせったって、いい動どう画ががつくれるようになるわけじゃない』






　胸むねがざわめいて、ドクドクとはりつめていく。

　まるで、ケンカのようにつづくやりとり。

　この流ながれ……なんとかして止とめなきゃって思おもうのに。

　感かん情じょうをぶつけるように携けい帯たいを見みつめるコウスケ先せん輩ぱいの横よこ顔がおが痛いた々いたしくて、どう声こえをかけていいのか、わからない。

　りーちゃんも、悲ひ痛つうな面おも持もちで、コウスケ先せん輩ぱいのことを見みつめている。





コウスケ『アオイさんは、ソライロのみんなでプロになりたくないんですか？』






　そして──。

　次つぎのメッセージで、その場ばの空くう気きが、ぴたっと固かたまった。





アオイ『僕ぼくは、プロデビューを目もく標ひょうにしたことは一いち度どもないよ』






　強つよい風かぜがふいて、ザワッと木き々ぎがゆれた。

　汗あせでぬれた背せ中なかが、ひゅうっと寒さむくなる。

　ふたりの間あいだに、はっきりとある温おん度ど差さ。

　それは、そう簡かん単たんに埋うめられるものではない気きがして……。

　めばえた不ふ安あんは、どんどんふくらんでいく。

「オレ……アオイさんもおなじ気き持もちだと思おもってた。オレは、ソライロのみんなと、これから先さきも、ずっとずっと動どう画がをつくっていたい。だから、一〇〇万まん回かい再さい生せいの夢ゆめも、プロデビューも、みんなで叶かなえたいって思おもってたんだ……」

　コウスケ先せん輩ぱいはうなだれたまま、ポツポツとつぶやく。

「そういや……話はなし合あいのときから違い和わ感かんあったんだよな。オレが、コンペで勝かてるように流は行やりのジャンルにしようって言いっても、アオイさんは、自じ分ぶんが納なっ得とくいく曲きょくをつくることばっかり考かんがえてるみたいで……。シュウさんが言いってたのって、こういうことだったのかな？」

「そ、そんなこと……！」

　否ひ定ていしようとして、途と中ちゅうで口くちをつぐんだ。

　今いま、わたしがなにか軽けい率そつなことを言いえば、ソライロの絆きずなに決けっ定てい的てきなヒビが入はいってしまう。

　そんな気きがして……なにも、言いえなかった。





コウスケ『すいません。今日きょうは先さきに帰かえります』






　コウスケ先せん輩ぱいは、携けい帯たいをポケットにしまって立たち上あがる。

「オレ、今いまは、アオイさんに会あいたくない。ふたりで会あってくれ」

「えっ、コ、コウちゃん？」

「オレはソライロが好すきだし、アオイさんの曲きょくが好すきだ。でも……プロの歌か手しゅになるって夢ゆめだけは、ぜったいにあきらめたりできない！　もし、アオイさんが本ほん気きでそのつもりがないなら……」
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　キン、と、凍こおりつくように息いきが止とまる。

　……待まって。コウスケ先せん輩ぱい、今いま、なにを言いおうとしたの……？

　コウスケ先せん輩ぱいはつづきを口くちにすることなく、ギュッと唇くちびるをむすび、歩あるきだす。

「ど……どうしましょう、いっちーさん」

　りーちゃんが、困こまりはてたようにわたしを見みる。

　だけど……わたしだって、どうしたらいいかわからないよ……！

「と、とにかく、りーちゃんはコウスケ先せん輩ぱいを追おいかけて。わたしは、アオイさんに連れん絡らくするから！」

「……わかりました。あとで合ごう流りゅうしましょう！」

　駆かけだすりーちゃんを見みつめながら、携けい帯たいをにぎりしめる。

　どうしよう。なんて言いおう。

　もうすこし待まてば、アオイさんに会あえる。

　ずっと夢ゆめ見みてたことだし、もちろん、会あいたい。

　でも、コウスケ先せん輩ぱいの気き持もちも……痛いたいほどわかるんだ。

　コウスケ先せん輩ぱいは、アオイさんのことを心こころから尊そん敬けいして、あこがれている。

　シュウさんに「アオイは裏うら切ぎりものだ」って言いわれたときも、わたしたちの迷まよいを消けしてくれたのは、コウスケ先せん輩ぱいだった。

「コンペで勝かって、四人にんでデビューしたい」って気き持もちがだれよりも強つよくて。ミーティングでも、動どう画がをつくるときも、いつも以い上じょうに力ちからが入はいってて。

　……それなのに、大だい事じな当とう日じつに、アオイさんが遅ち刻こく。

　おまけに、ずっと夢ゆめだって言いってた「プロデビュー」への想おもいも否ひ定ていされて……。

　アオイさんと気き持もちがかみあわないことへのショックは、きっと、わたしやりーちゃん以い上じょうに、すごく大おおきいんだ。

　目めをとじて……すっごく、すっごく悩なやんで。

　わたしは、ようやく心こころをきめた。





いっちー『ごめんなさい、アオイさん』

いっちー『プレゼンがうまくいかなくて、今いま、みんな、すごくショックをうけてるんです。アオイさんと会あうのは落おちついてからがいいと思おもうので、今日きょうはわたしたちも帰かえろうと思おもいます』






　メッセージを送おくった瞬しゅん間かん、ぽつっと、画が面めんに水すい滴てきがついた。

　見み上あげると、黒くろくぶあつい雲くもから、次つぎ々つぎに雨あまつぶが落おちてきて、顔かおにあたる。

　今いま、自じ分ぶんが送おくった言こと葉ばが正ただしかったのか、ぜんぜんわからないけど……。

　気き持もちがゆらいでしまう前まえに、わたしは、ぐっと、あごを引ひいて立たち上あがった。

　それと同どう時じに、返へん事じが送おくられてくる。





アオイ『わかった。大だい事じなときにそばにいられなくて、本ほん当とうにごめん』






　読よむだけで辛つらくて、胸むねがはりさけそうになる。

　なにか返かえさなきゃって、しばらく考かんがえたけど……けっきょくなにもうかばなくて、携けい帯たいをそっとポケットにしまった。

　小こ走ばしりでふたりを追おいかけながら、ズキズキと痛いたむ胸むねを両りょう手てでおさえる。

　ソライロがバラバラになる──そんな嫌いやな予よ感かんが、頭あたまにこびりついてはなれなかった。











12　班はん長ちょうとしてできること






　朝あさ。

　ソライロのグループトーク画が面めんを見みるたび、ため息いきがもれる。

　あの日ひから、ソライロのやりとりは、ぱたりと止とまってしまった。

　コンペがさんざんな結けっ果かで、まだショックを引ひきずってる部ぶ分ぶんはあると思おもうけど。

　これまでトラブルや壁かべにぶつかったときの雰ふん囲い気きとは、なにかちがう気きがして。すごく戸と惑まどってる。

　盗とう作さく疑ぎ惑わくで動どう画がが炎えん上じょうして、わたしがソライロをやめようか悩なやんだときは、みんなが元げん気きづけてくれた。

　アオイさんがやめちゃうかもしれないってときも、心こころをひとつにして引ひきとめた。

　でも……今いまは、四人にんの気き持もちが、バラバラになってるのがわかるんだ。

　それぞれが、別べつ々べつの方ほう向こうを見みていて。

　どんどん、心こころがはなれていくのが……こわい。

　かたくむすばれていると思おもっていた絆きずなが、スルスルとほどけていくみたい。

　そうして不ふ安あんが大おおきくなるほど、シュウさんのあの言こと葉ばが、くっきりと頭あたまによみがえる。

　──グループは、一年ねんもたたず解かい散さんすることになった……アオイの裏うら切ぎりのせいでね。

　考かんがえないようにしてるのに、ふりはらえない、「解かい散さん」という不ふ吉きつな二ふた文も字じ。

　まさか、そんなこと……ないよね？

　いったい、ソライロは、どうなっちゃうの……？

　次つぎ々つぎうかぶ心しん配ぱいごとをうち消けすこともできないまま、また、ため息いき。

「……いってきます」

　わたしは携けい帯たいを置おいて、家いえを出でた。




　落おちこむわたしに追おいうちをかけるように、その日ひの調しらべ学がく習しゅうの時じ間かん、事じ件けんはおこった。

「おい、サボるなよー、川かわ田だ！」

　いつものようにほかの班はんの子こと教きょう室しつを出でようとしたリリアちゃんに、武たけ宮みやくんが声こえをかけた。

「発はっ表ぴょう、もう来らい週しゅうだぞ。さすがに今日きょうは手て伝つだえよなー」

　リリアちゃんは、ムッとしたように眉まゆをひそめる。

「自じ分ぶんの分ぶん担たんはやるし。そっちがはやくまとめてくんないから、アタシ、いつまでたってもスライドつくれないんじゃん」

「その、自じ分ぶんの分ぶん担たんだけやればいいみたいな態たい度どやめなよ」

　ユキちゃんが口くちをはさむ。

「調しらべ学がく習しゅうって、班はんのみんなで協きょう力りょくしてやるものなんじゃないの？」

「はぁ？　こっちは、その『班はんのみんな』に気きをつかってあげてるんじゃない。だって、アタシがいないほうがやりやすいでしょ？　……ね、一いち歌かちゃん？」

「えっ!?　そ、そんなこと……」

　急きゅうに話はなしをふられたことにびっくりして、とっさに言こと葉ばが出でなかった。

　リリアちゃんは、フンと鼻はなをならして、教きょう室しつを出でていってしまう。

「ったくよー、ほんとワガママだな、あいつは」

　武たけ宮みやくんが、あきれたように肩かたをすくめる。

　このところ、リリアちゃんの機き嫌げんは、これ以い上じょうないってくらい悪わるい。

　調しらべ学がく習しゅうの準じゅん備びだけじゃなくて、班はんでの掃そう除じや、書しょ記き係がかりの仕し事ごとでも、ひどい手てぬきをするし。話はなし合あおうとしても、さっきのとおり。とりつくしまもない。

　武たけ宮みやくんが、「サボるな」って言いいたくなる気き持もちも、わかる。

　ただ……ひとつ引ひっかかるのは、今いまリリアちゃんが言いった、

「アタシがいないほうがやりやすいでしょ？」って言こと葉ば。

　どうして、あんなこと言いったんだろう……？

「もういいじゃん。リリアはほっといて、うちらですすめちゃおうよ」

　しびれを切きらしたように、ユキちゃんが言いう。

「グダグダやってたら、いつまでたっても終おわらないよ。発はっ表ぴょうの日ひは待まってくれないし、うちの班はんだけ『まにあいませんでした』ってわけにもいかないでしょ」

　わたしは、しゅんと肩かたを落おとす。

　班はんがバラバラで、準じゅん備びもおくれてる。

　ぜんぶ……班はん長ちょうのわたしの責せき任にんだ。

「ごめんね、わたしが班はん長ちょうになったせいで。わたし、たよりないから、みんなを引ひっぱったり、まとめたりできなくて……」

　くやしさに、ギュッと唇くちびるをかむ。

　バラバラの班はんが、今いまのソライロの状じょう況きょうとかさなって、胸むねが押おしつぶされそうだった。

　このままじゃダメってわかってるのに、わたし、なにもできない。

　もっと、リーダーシップのある性せい格かくだったらよかったのに。

　みんなを引ひっぱってまとめられる、そんな性せい格かくだったら…………。




「──たよりないなんて、思おもったことないけど」




　思おもいがけない声こえに、おどろいて視し線せんをむける。

　声こえの主ぬしは、冴さえ木きくんだった。

　冴さえ木きくんはわたしをまっすぐに見みたまま、落おちついた声こえで言こと葉ばをつづける。

「べつに、おくれてるのは秋あき吉よしのせいじゃないし。秋あき吉よしは、いつも、ちゃんと班はん長ちょうやってるじゃん。予よ定てい表ひょうつくって分ぶん担たんぎめしてくれて、資し料りょうあつめも、だれより一いっ生しょう懸けん命めいやってた。いつも班はんのことを考かんがえてて、たよりになるなって思おもったよ」

　その言こと葉ばひとつひとつが、じんと心こころにしみた。

　……冴さえ木きくん、ちゃんと、見みててくれたんだ。

　だれかに見みてほしくてがんばってたわけじゃないし、ほめてもらえるほど、うまくできてもいないけど。

　それでも、必ひっ死しにがんばっていたことを、みとめてくれる人ひとがいる。

　そう思おもうだけで、重おもくのしかかっていたプレッシャーが、すうっと軽かるくなった気きがした。

「うん、冴さえ木きの言いうとおりだよ」

　ユキちゃんも、笑え顔がおでわたしを見みる。

「先せん頭とうに立たってみんなを引ひっぱるのが『理り想そうのリーダー』ってわけじゃない。うちのサッカークラブでも、歴れき代だいでいろんなキャプテンがいてさ。先せん代だいは、プレーは地じ味みだけどチーム全ぜん体たいを見みわたしてフォローができる、縁えんの下したの力ちから持もちタイプだったし。今いまのキャプテンは、その真ま逆ぎゃくで、すっごいバカだし」

「あー、そうそう……って、今いまのキャプテン、おれじゃねーか。バカっていうな！」

　ツッコミを入いれつつ、武たけ宮みやくんはマジメな顔かおで腕うでを組くむ。

「でも、ホント、みんながフォローしてくれなかったら、チームはどうなっちゃうんだろうって思おもうよ。おれ、ボール持もつとまわり見みえなくなるからさー」

「まぁ、タケも、なにもしてないようで、チームのムード盛もり上あげてくれてるしね」

「お！　だよなだよなー！　やっぱ、おれ、優ゆう秀しゅうなキャプテンだよなー！」

「うわ、ちょっとほめたらすぐコレだよ！」

　アハハと笑わらいあうユキちゃんと武たけ宮みやくん。

　ふたりを見みてたら、こっちも自し然ぜんと笑え顔がおになる。

　冴さえ木きくんも、フッとやわらかくほほえんでいた。

「秋あき吉よしは、そのままでいいんだ」

　胸むねのなかが、じんわりと、やさしいぬくもりにつつまれていく。

　そっか……いいんだ。

　今いまのわたしのままでも、リーダーで、いいんだ！

　なにかがふっきれたように、気き持もちがスッキリした。

　リーダーとして、ああしなきゃ、こうしなきゃって頭あたまがいっぱいだったけど。

　今いま、頭あたまのなかにあるのは──ひとつの、強つよい想おもいだけ。

　わたしは、「よし！」と決けつ意いをかためて、立たち上あがる。

「わたし……リリアちゃんを探さがしてくる！」




　リリアちゃんは、図と書しょ室しつにいた。

　いつものグループの子ことかたまって話はなしていたところへ、勇ゆう気きを出だして話はなしかけて。なんとか、リリアちゃんひとりを廊ろう下かにつれだす。

　ムスッとした表ひょう情じょうで、腕うで組ぐみをするリリアちゃん。

　ようしゃなくとんでくる不ふ機き嫌げんオーラは、正しょう直じき、すごくこわくて。いつもみたいに、「なんでもないよ、気きにしないで」って、笑え顔がおですませてしまいたくなる。

　でも……けっきょくそれって、嫌いやな顔かおをされて、自じ分ぶんが傷きずつきたくなかっただけなんだ。

　班はんのことを、メンバーのことを本ほん当とうに思おもってたわけじゃない。

　体からだの横よこで、両りょう手てをぐっとにぎりしめ。

　わたしは、いきおいをつけるように、スーッと息いきをすう。

「……おしえて、リリアちゃん。なんで発はっ表ぴょうの準じゅん備び、そんなにやりたくないの？」

　わたしが聞きくと、リリアちゃんは、「はぁ？」と眉まゆをひそめる。

「なに？　班はん長ちょうさんが代だい表ひょうして説せっ教きょうにきたワケ？」

「ち、ちがうよ。おしえてほしいの。どうすれば、もっと参さん加かしてくれる？　あの、もしかして、テーマが嫌いやだったとか……？」

「……テーマとかどうでもいいし。めんどくさいだけ」

　いらだったように言いいながら、リリアちゃんは視し線せんを足あし下もとへ落おとす。

「べつに、アタシぬきでやればいいじゃん。やる気きのないアタシをむりやり引ひきずってやらせるより、やる気きある人ひとだけですすめたほうが効こう率りついいんじゃない？　準じゅん備びをまにあわせて発はっ表ぴょう成せい功こうさせるのが、班はん長ちょうの役やく目めでしょ」

　その言こと葉ばが、ズシンと心こころに落おちてくる。

　班はん長ちょうの役やく目め……わたしも、ずっとかんちがいしてた。

　引ひっぱらなきゃ、まとめなきゃ、しっかりしなきゃ、って。

　だけど、みんながおしえてくれたんだ。

　本ほん当とうにひつようなのは、「班はんのことを考かんがえてうごく」、その気き持もち。

　わたしは今いまのまま、わたしのできることをすればいいって。

「ううん、リリアちゃんぬきでは……できない」

　声こえがふるえたけど、しっかりとリリアちゃんの顔かおを見みる。

　リリアちゃんはそれに反はん応のうするように、キッとわたしをにらんだ。

「……なんで？　ひとりだけサボってラクするのはずるいから？　フマジメな班はん員いんがいると班はん長ちょうのメンツが立たたないから？　ほんと、マジメだよねー、一いち歌かちゃんは」

「ち、ちがうよ。マジメとかじゃなくて……」

「あ～、ウザイ！　そういうとこ、ユキと似にてるよね！　正せい義ぎ感かんつよい系けい？　気きが合あう同どう士しでおなじ班はんになれてよかったね？　アンタら仲なかよしこよしで、楽たのしく準じゅん備びしてればいいじゃない！」

　吐はきすてるような、するどい言こと葉ば。

　その迫はく力りょくに気けおされて、とっさに半はん歩ぽあとずさる。

　でも、不ふ思し議ぎとこわさはなかった。

　それは……リリアちゃんの瞳ひとみに、かなしみの感かん情じょうが見みえたから。

「あ、あのね……わたし、考かんがえてみたの。班はん長ちょうとして『しなきゃいけないこと』じゃなくて、『したいこと』を」

　想おもいをうまくつたえるのは得とく意いじゃないけど、必ひっ死しに言こと葉ばをえらびながら話はなす。

　自じ分ぶんがどうしたいか、班はんがどうなってほしいと思おもってるのか。

　ちゃんと、リリアちゃんにつたえたいから。

「わたしは、五人にんで発はっ表ぴょうをやりとげたい」

　……そう。

　ひとりでも欠かけたら、嫌いやなんだ。

　だって──六班ぱんは、五人にんで六班ぱんだから！

「グループでなにかをするのってむずかしいけど、そのぶん、ひとりではぜったい味あじわえない楽たのしさがあるの。だれかの〝得とく意い〟が、ほかのだれかの〝得とく意い〟を引ひき出だして。〝苦にが手て〟と思おもってたことが、〝楽たのしい〟になって。作さく品ひんが、どんどん、すごいものになって……。そうやって、完かん成せいした瞬しゅん間かんってね、本ほん当とうに……もう、すっごく感かん動どうするんだよ!!」

　だんだん熱あつい感かん情じょうがあふれてきて、声こえに力ちからが入はいる。

　リリアちゃんは、けげんな表ひょう情じょうで目めをぱちぱちさせてるけど。

　もう──気き持もちが止とまらない。

「だって……だって、六班ぱんの五人にんでなにかをいっしょにつくるチャンスって、この先さき、二に度どとないかもしれないんだよ。今いましかできないかもしれないんだよ。せっかく、いっしょの班はんになれたのに、そんなのもったいないよ！　後こう悔かいするよ！」

　言いいながら、鼻はなの奥おくがツンとする。

　ソライロもおなじだ。

　ソライロは、もしかしたら、永えい遠えんにつづくわけじゃないかもしれない。

　プロになりたいコウスケ先せん輩ぱいと、そうじゃないアオイさん。

　サツキさんが言いった、「あいつ、また音おん楽がくをやめちゃうかもしれない」って言こと葉ば。

　これから先さき、なにがあるかわからない。

　四人にんがずっといっしょにいられる保ほ証しょうなんて、どこにもない。

　でも……それでも、やっぱり、わたしはソライロが好すき！

　大だい好すきなみんなといっしょに、また動どう画がをつくりたい！

　永えい遠えんじゃないかもしれないからこそ──〝今いましたいこと〟を、大だい事じにしたい！

「いっしょにやろうよ、リリアちゃん！」

　気き持もちを押おしだすように、わたしは一歩ぽ、前まえへ出でる。

　無む言ごんの、にらみあいのような状じょう態たいが、しばらくつづいて。

「……じゃあ、言いわせてもらうけど」

　根こん負まけしたのは、リリアちゃんだった。

　リリアちゃんは、一いち度ど、言いいにくそうに目めをふせて。

　それから、スッと、決けつ意いしたようにわたしを見みる。

「今いまの班はんに……アタシの居い場ば所しょ、なくない？」

　意い外がいな言こと葉ばに、「え？」とおどろきの声こえがもれる。

　ぽかんとするわたしの表ひょう情じょうが気きに入いらなかったのか、リリアちゃんは、ぎゅっと眉まゆをよせた。

「そりゃあ、気きづかないよね。あんたたちは親しん友ゆう同どう士しでいっしょになれたんだもん。けど、男だん子しも女じょ子しも二・二で固かたまられたら、アタシ、完かん全ぜんに『あまり』じゃん！」

　リリアちゃんは、しだいに語ご気きを強つよめる。

「それでも、はじめはいろいろ発はつ言げんして、とけこもうと思おもった。調しらべ学がく習しゅうのテーマも、得とく意いなファッション系けいなら役やくに立たてると思おもって、提てい案あんしてみたんだよ。それなのに、一いち歌かちゃん、多た数すう決けつとかしてさ。アタシがういてるの見みせつけられたみたいで、すごくイヤだった！」

　話はなしを聞ききながら、ただただ、その場ばに立たちつくすことしかできなかった。

　リリアちゃんがういてるなんて、考かんがえたこともなかった。

　だって、リリアちゃんは、美び人じんでオシャレで、いつもクラスの中ちゅう心しんにいるような子こ。

　うくっていうのは、わたしみたいに、地じ味みで人ひと見み知しりなタイプだけの悩なやみだと思おもってたから。

　……そんなふうに、勝かっ手てな思おもいこみをしていた自じ分ぶんが、はずかしくなる。

　わたし、けっきょく、自じ分ぶんのことしか見みえてなかったんだ。

「ごめん、ぜんぜん気きがつかなくて……」

　わたしがあやまると、リリアちゃんはますます不ふ快かいそうに顔かおをしかめる。

「そうやって気きをつかわれるのもムカつくし、うざいの！　だから言いいたくなかったのよ……」

　……だけど、話はなしてくれたんだ。

　それって、きっと、リリアちゃんがわたしをほんのすこしでも信しん用ようしてくれたからだと思おもう。

　不ふ安あんとか、不ふ満まんとか。心こころのなかにある弱よわい部ぶ分ぶんを人ひとに見みせるのって、すごく勇ゆう気きがいるのに。

　ニブいわたしでも気きづけるように、きっかけをくれた。

　申もうし訳わけない気き持もちと、うれしさが、じわ～っとこみあげてきて。

　つい、その手てをバッとにぎる。

「話はなしてくれてありがとう、リリアちゃん」
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「だから……」

「ありがとう！」

　にぎった手てを、ブンブン上じょう下げにふる。

　リリアちゃんは、「うざっ」とつぶやきながら、あきれたように、小ちいさく笑わらった。

　はじめて本ほん当とうのリリアちゃんにふれられた気きがして、わたしは、ますます、ぎゅーっと力ちからをこめて手てをにぎった。











13　五人にんの輪わ






　ふたりで教きょう室しつにもどると、六班ぱんのみんなが輪わになって、なにやらにぎやかに話はなしていた。

「おい、すげーんだよ！　これ、奏そう太たのノート！」

　言いいながら、武たけ宮みやくんが机つくえの上うえのノートを指ゆびさす。

　そこにはきちょうめんな字じで、なんページにもわたって文ぶん章しょうが書かきこまれていた。

　ざっと見みて、すぐに、「東とう照しょう宮ぐう」にまつわる情じょう報ほうだとわかった。

　さらに、発はっ展てんさせたテーマについても、わかりやすくまとめられている。

　すごい……！

「これ……冴さえ木きくん、ぜんぶひとりでまとめたの？」

「うん。はじめは分ぶん担たんのとこだけ調しらべとけばいいと思おもってたけど、秋あき吉よしが大たい量りょうに資し料りょうあつめてくれてるの見みて、俺おれもなんかできないかなって思おもってさ。情じょう報ほうをテーマごとにまとめてみたんだ。秋あき吉よしの資し料りょうとあわせれば、けっこうつかえるはずだよ」

「調しらべ学がく習しゅうのとき、いつもいなくなってたから、てっきり、おれとおなじで、サボってんのかと思おもってたのになー」

「ちょっと、タケ、あんたやっぱりサボってたの!?」

「わ、悪わるかったって！　これからはちゃんとやるよ！」

　みんなでワイワイと盛もり上あがっていると。

　ふいに、冴さえ木きくんがノートを手てにとって、リリアちゃんにさしだした。

「……はい。川かわ田だも、目めとおして」

　リリアちゃんは、おどろいたように目めをまたたいた。

　わたしのすこし後うしろ、ちょっぴり輪わに入はいりきれてない場ば所しょに立たっていたリリアちゃん。

　班はんのみんなの注ちゅう目もくがあつまって、一いっ瞬しゅん、気きまずそうに下したをむいたけど。

　ノートを受うけとるために、数すう歩ほ、こちらへあゆみよる。

「わ……わかってる。ちゃんと参さん加かするわよ」

　リリアちゃんの顔かおにうかんでいた不ふ安あんの色いろが、スーッと消きえていくのがわかった。

　六班ぱんの机つくえに、やっとできた、五人にんのまるい輪わ。

　しみじみとうれしくなって、笑えみがこぼれてくる。

「これなら、すぐスライドづくりにうつれるね！」

「だね！　同どう時じ進しん行こうで台だい本ほんも考かんがえられるし、なんとか、まにあいそうじゃん！」

　さっそく、ノートと資し料りょうをかこんで、どんな発はっ表ぴょうにするか相そう談だんをはじめる。

　発はっ表ぴょうの持もち時じ間かんは、各かく班はん、五分ふん。

　さすが、世せ界かい遺い産さんの東とう照しょう宮ぐうは奥おくが深ふかくて、見みどころがたくさんあるから、けっこう情じょう報ほうの量りょうをしぼらないと、時じ間かん内ないにおさまりきらなそうだ。

「とりあげるのを、ひとつの建たて物ものだけにしてみる？」

「ん～。それなら、やっぱり本ほん殿でんかな？」

「本ほん殿でんだけにしちゃうと、タケがやりたがってた三さん猿ざるは入いれづらくなるな……」

「三さん猿ざるがムリなら眠ねむり猫ねこでもいいぞ！　東とう照しょう宮ぐうって、なんか動どう物ぶつのかざり多おおいよなー」

　武たけ宮みやくんが資し料りょうをめくりながら言いった。

　言いわれてみれば、たしかに、有ゆう名めいな三さん猿ざるも眠ねむり猫ねこも、どっちも動どう物ぶつだ。

　気きになって資し料りょうをめくっていくと、五ご重じゅう塔のとうにある十じゅう二に支しの彫ちょう刻こくをはじめ、あちこちのかざりに、虎とらや豹ひょうといった動どう物ぶつや、竜りゅうとか獏ばくみたいな想そう像ぞう上じょうの生いき物ものまでいることがわかった。

「ぜんぶで何なん匹びきいるんだろーな？」

「何なん種しゅ類るいかも気きになる！」

「あ……『動どう物ぶつ』にスポットをあてて東とう照しょう宮ぐうの見みどころを発はっ表ぴょうできたら、おもしろいかも！」

　なにげない思おもいつきだったけど、みんなの空くう気きが、一いっ気きに賛さん成せいのほうへうごいた。

「いいじゃん、一いち歌か！　それでいこうよ」

「おれもさんせーい！」

「修しゅう学がく旅りょ行こうで実じつ物ぶつを見みるときの参さん考こうにもなるし」

「……境けい内だいマップとかつくったらわかりやすいんじゃないの」

　リリアちゃんの発はつ言げんに、みんな、ぴたっと会かい話わを止とめる。

「……え。なによ」

「「それ、めっちゃいい！」」

　ユキちゃんと武たけ宮みやくんが、声こえをそろえてさけぶ。

　ちょうどふたりの間あいだにはさまれているリリアちゃんは、「声こえ、でかっ……」と、迷めい惑わくそうに目めを細ほそくする。

「リリア、スライド担たん当とうじゃん？　ファッション雑ざっ誌しとかみたいに、めっちゃセンスよくつくってよ！」

「……言いわれなくてもそのつもり。アタシがつくるからには、ぜったいダサいものにはしないよ」

　自じ信しんありげに、ニッと笑わらうリリアちゃん。

　なんて、たのもしい言こと葉ば！

「それじゃあ、スライドの編へん集しゅうはリリアちゃんにまかせて……」

「一いち歌かちゃん、絵えうまいじゃん。こっち手て伝つだってよ」

　リリアちゃんに言いわれて、びっくりする。

　でも、そのおどろきをはるかにとびこえるうれしさが、胸むねにこみあげてきた。

「……うんっ！」

　わたしがこたえると、リリアちゃんも、うれしそうに笑えみをこぼした。




「そんじゃ、あたしらは原げん稿こうづくりだね！」

　ユキちゃんが言いうと、冴さえ木きくんが反はん応のうする。

「和泉いずみって発はっ表ぴょうとか得とく意いだよね。全ぜん体たいの構こう成せい考かんがえるのやってもらっていい？」

「おっ、起き承しょう転てん結けつ的てきなやつ？　いいよ、まかせといて！」

「たのんだ。俺おれ、原げん稿こうに書かきおこすから」

　テキパキと話はなしをすすめるふたりを見みて、武たけ宮みやくんが、あせったように冴さえ木きくんの肩かたに手てを置おく。

「なー、奏そう太た、おれはー？」

「タケは…………うん」

「うんってなんだよ！　だまるなよ！」

　冴さえ木きくんの肩かたをつかんでガクガクゆらす武たけ宮みやくん。

　それを見みたユキちゃんが、けらけら笑わらいながらフォローを入いれる。

「じゃあさ、タケはスライドで使つかう見み出だし考かんがえてよ、ちょっと笑わらえるやつ。そういうの得とく意いじゃん！」

「え、やるやる！　よかったー、おれにも仕し事ごとあって！」




　だれがなにをするか、相そう談だんしながらすすめていく。

　全ぜん員いんの意い見けんをすべて反はん映えいするのはむずかしいけど、話はなし合あいに時じ間かんをかけて、ひとりひとりが納なっ得とくしてから作さ業ぎょうにとりかかったほうが、やる気きもスピードもぜんぜんちがう。

　それがわかってからは、五人にんでの作さ業ぎょうが、どんどん楽たのしくなった。

　そして、これまで気きづかなかったのが不ふ思し議ぎなくらい、みんなのいいところが見みえてくる。

　ユキちゃんは、なんでも率そっ先せんしてとりかかってくれるし、武たけ宮みやくんが思おもいつきでポンポン発はつ言げんしてくれるおかげで、みんなからも意い見けんが出でやすくなる。

　冴さえ木きくんは、ヒートアップしがちな議ぎ論ろんを冷れい静せいにコントロールしてくれるし、細こまかなまちがいにもよく気きがついてくれる。

　そして、リリアちゃんは、とにかくセンスばつぐん。

　写しゃ真しんやイラスト、文も字じの見みやすいレイアウトをなんパターンも考かんがえてくれて、そのアイディアの豊ほう富ふさにはおどろくばかりだった。

　おくれていたぶん、やることがたくさんで、すごくいそがしいけど。

　あんなにバラバラだった五人にんが、いきいきと作さ業ぎょうする姿すがたを見みていると、うれしさとともに、ほこらしさがあふれてくる。

　今いまなら、胸むねをはって言いえるよ。

「この五人にんが、六班ぱんです！」って！




「でも、意い外がいだなー。冴さえ木きって、もっとさめたやつかと思おもってた」

　パソコンルームでの作さ業ぎょうの途と中ちゅう、ふと、リリアちゃんが言いった。

　わたしは手てを止とめて横よこをむく。

「あのノートまとめるの、かなり時じ間かんかかったと思おもうし……さっき、アタシがみんなの輪わに入はいりづらかったときも、さりげなく声こえかけてくれたじゃん？　あれ、けっこう助たすかったから」

　あ。リリアちゃんも、気きづいてたんだ。

　あの冴さえ木きくんのひとことがきっかけで、五人にんがまとまったんだよね。

「うん……やさしいよね、冴さえ木きくんって」

　心こころがあたたかくなって、自し然ぜんと笑えみがこぼれる。

　冴さえ木きくんって、クールで他た人にんに興きょう味みなさそうだけど、じつは、すごくまわりを見みてるんだ。

　わたしも、さりげなく助たすけてもらったこと、一度どや二度どじゃないもん。

　そういう冴さえ木きくんのいいところ、もっと、みんなにも知しってもらえたらいいなって思おもってたから。なんだかうれしいな。

「アタシさ……じつをいうと冴さえ木きのこと苦にが手てだったんだ。無む口くちでなに考かんがえてるかわかんないし、顔かおだけ見みてキャーキャー言いう子こたちのことも、正しょう直じきバカにしてたけど……」

　リリアちゃんは言こと葉ばを切きって、わたしを見みる。

　なんだろう、と思おもっていると。

「アタシ、冴さえ木きのこと好すきになっちゃったかも」

「……へっ？」

　一いっ瞬しゅん、頭あたまがフリーズした。

「そ……それって、友ともだちとして、の？」

　わたしが聞きくと、リリアちゃんは、あきれたように笑わらって肩かたをすくめる。

「ハァ？　んなわけないじゃん、恋れん愛あいのにきまってんでしょ」

　れれ、恋れん愛あい!?

　リリアちゃんが、冴さえ木きくんを？

　びっくりしすぎて、その顔かおをまじまじ見みてしまう。
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「みんなにはナイショね」

　ひとさし指ゆびを口くちにあてて、はにかむように笑わらうリリアちゃん。

　うっすらピンク色いろにそまったほほが、とってもかわいい。

　それなのに……わたしは小ちいさくうなずきながら、あいまいに笑わらいかえすことしかできなかった。

（…………あれ？）

　手て元もとに視し線せんをもどしながら、首くびをひねる。

　なんだろう。心こころのなかにわきあがってくる、この、モヤッとしたものは。

　ええっと……たぶん、あれだよね？　急きゅうに、意い外がいなひとから意い外がいな話はなしをされて、びっくりしたからっていう……。

　だって。わたしが好すきなのは……アオイさんだもん。

　たとえ、彼かれがサツキさんを好すきだったとしても。いっしょによろこびをわかちあった思おもい出でや、はげましてくれた言こと葉ばのひとつひとつが、わたしの宝たから物もの。

　この気き持もちは、ぜったいに変かわらない。

　だから……冴さえ木きくんがだれと恋れん愛あいしても、気きになったりするわけ、ないよ。




　放ほう課か後ごも、のこれる人ひとはのこって作さ業ぎょうをつづけた。

　おかげで、最さい終しゅう下げ校こう時じ刻こくになるころには、スライドも台だい本ほんも、大だい部ぶ分ぶんを仕し上あげることができて。

　あとは、休やすみ時じ間かんをつかって、発はっ表ぴょうの練れん習しゅうや細こまかい仕し上あげをすれば、来らい週しゅうの発はっ表ぴょうにしっかりのぞめそうだ。

　ホッとしながら、図と書しょ室しつへ本ほんをかえしに教きょう室しつを出でると。

「──待まって、秋あき吉よし」

　冴さえ木きくんに呼よびとめられた。

「半はん分ぶん持もつよ」

「あっ、うん！　ありがとう！」

　お礼れいを言いって半はん分ぶんわたそうとしたら、思おもってたより多おおめに持もってくれた。

　冴さえ木きくんの、こういう押おしつけがましくないやさしさ、いいな、って思おもう。

　ならんで歩あるきながら、ちらりと横よこ顔がおを見みる。

（……考かんがえてみたら、リリアちゃんと冴さえ木きくんって、お似に合あいかも……）

　背せの高たかい冴さえ木きくんと、スタイルのいいリリアちゃん。

　ふたりがならんでいるところを想そう像ぞうしたら、おどろくほどしっくりきた。

　大人おとなっぽい同どう士し、モデルさんみたいなカップル。

　リリアちゃんが相あい手てなら、冴さえ木きくんのファンの子こからも文もん句くは出でないと思おもう。

（もし、リリアちゃんから告こく白はくされたら、冴さえ木きくんはオッケーするのかな……？）

　気きになってじっと見みていたら、ふいに、冴さえ木きくんがこっちをむいて──、

「ん？」

　やさしくほほえんだ。

　ドッキ────ン!!

　ふいうちの笑え顔がおに、心しん臓ぞうがとびだしそうになる。

「はっ……ごめん、じろじろ見みたりして！　なんでもないからっ！」

　見みてたことを知しられちゃったのがはずかしくて、がばっと下したをむく。

　わ～っ、どうしよう！　顔かお、赤あかくなってるかも！

　夕ゆう焼やけの色いろで、うまくごまかせてますように……！

　そう祈いのりながら、ドキン、ドキンとあばれる胸むねに、かかえた本ほんを、ギュッと押おしつける。

「……あ、あの。前まえに本ほんを持もってくれようとしたとき、ヘンな態たい度どとっちゃって、ごめんね」

　気き持もちを落おちつかせたくて、話わ題だいをふる。

　ずっとあやまりたいと思おもってたけど、なかなかチャンスがなかったから。

　あのとき、冴さえ木きくんは班はんのためにうごいてくれてたのに、誤ご解かいして、あたったりして……。

「わたし、ひとりでかかえこんで、勝かっ手てにいっぱいいっぱいになってた。そうなる前まえに、もっと、みんなに確かく認にんしたり、自じ分ぶんの気き持もちをつたえたりすればよかったんだよね」

　今いまならわかる。

　ちゃんと話はなさなきゃ見みえてこないことが、たくさんあるって。

　リリアちゃんの気き持もちも、冴さえ木きくんの気き持もちも。誤ご解かいしたままにならなくて、本ほん当とうによかったって思おもう。

「あのね……じつをいうと、今いま、ソライロですれちがいがおきてるの。コウスケ先せん輩ぱいとアオイさんが言いい合あいみたいになっちゃって、それ以い来らい、やりとりが止とまっちゃって……」

　自し然ぜんと、ソライロのことを話はなしたくなった。

　前まえにも何なん度どか相そう談だんにのってもらったこともあって、冴さえ木きくんにはソライロのこと、話はなしやすいんだ。

「ずっと悩なやんでたけど……なんか、今日きょうのことで、ふっきれた気きがする。やっぱり、わたしは、これから先さきも、みんなといっしょに動どう画がをつくりたい！　まずは、その想おもいをつたえることからはじめてみるよ！」

　言いいながら、ぱあっと、目めの前まえが明あかるくなっていく気きがした。

　モヤモヤと心こころをおおっていた雲くもがふきとんで、清すが々すがしいくらい、晴はれやかな気き分ぶん。

　わたしは背せ筋すじをピンとのばして、前まえを見みる。

「ありがとう、冴さえ木きくんのおかげだよ！　『たよりないなんて思おもったことない』って言いってくれたこと、すごくうれしかった！」

　あの言こと葉ばがなければ、今いまもウジウジ悩なやんでたかもしれない。

　そしたら、六班ぱんがまとまることもなかったし、ソライロのことを、前まえ向むきに考かんがえられるようにもなれなかったもん。

「いろいろと、助たすけてもらってばっかりだけど……わたしね、冴さえ木きくんといっしょの班はんになれて、よかった。本ほん当とうに、本ほん当とうにありがとう！」

　心こころの底そこからわきあがる感かん謝しゃの気き持もちを、きちんとつたえたくて、となりを見み上あげる。

　すると、冴さえ木きくんは、わたしから顔かおをそむけるように首くびをうごかした。

「……冴さえ木きくん？」

　やわらかそうな髪かみの毛けにかくれて、見みえかくれする耳みみ。

　気きのせいかな。ちょっぴり、赤あかいような……？

「……俺おれも」

「え？」

「よかった。いっしょの班はんになれて」

　ボソッと小ちいさな声こえで言いったかと思おもうと、冴さえ木きくんはむこうをむいたまま、歩あるくスピードをはやめた。
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14　はじめにもどって






「えっと……今日きょうは、急きゅうなことなのにあつまってくれて、ありがとうございます」

　りーちゃんの部へ屋やのソファーで、わたしはそう言いって頭あたまを下さげた。

　土ど曜よう日び。

　今日きょうは、ソライロの緊きん急きゅうミーティング。

　わたしの呼よびかけで、急きゅうきょ、きまったんだ。

　不ふ安あんげにわたしを見みるりーちゃんと、居い心ごこ地ち悪わるそうに目めをふせるコウスケ先せん輩ぱい。

　そして、カメラのむこうにいる、アオイさん。

　……今いまなら、うまく言いえる気きがした。

　バラバラだった六班ぱんの五人にんが、団だん結けつできたように。

　ソライロだって、ぜったい、前まえみたいなグループにもどれる。

　緊きん張ちょうを吐はきだすように、大おおきく深しん呼こ吸きゅうをして……。




「さいしょの話はなし合あい、やりなおしませんか！」




　わたしの提てい案あんに、コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんは意い外がいそうに目めをまたたいた。

「さいしょというと……動どう画がをつくる前まえの、でしょうか？」

「うん。あのとき、コウスケ先せん輩ぱい、アオイさんの意い見けんに、ちゃんと納なっ得とくしてなかったと思おもうの。それに、アオイさんも……すこし、一いっ方ぽう的てきに感かんじた」

　考かんがえてみたんだ。どうして、すれちがってしまったのか。

　引ひき金がねになったのは、コンペ当とう日じつにアオイさんが来こられなかったことだけど。

　それよりも前まえに、動どう画がをつくるときの、コウスケ先せん輩ぱいとアオイさんの言いい合あいから、なにかがズレはじめてたんじゃないかって。

「ソライロがこれ以い上じょうバラバラなままでいるの、わたしはイヤです。また、今いままでどおり、みんなで動どう画がをつくりたい。だから……、納なっ得とくできるまで気き持もちをつたえあって、誤ご解かいをとく。そこから、もう一いち度どはじめたいの！」

　グッと手てをにぎりしめ、言こと葉ばのひとつひとつに、想おもいをこめる。

　──また、いっしょに動どう画がをつくりたい。

　わたしののぞみは、ただ、それだけだ。

　かけちがってしまったボタンは、ちゃんとかけ直なおす。

　それができるまで……今日きょうは、ぜったいに帰かえらない！

　そんな決けつ意いとともに、じっと待まっていると。

「……誤ご解かいなのかな、ホントに」

　コウスケ先せん輩ぱいが、ぽつりと言いった。

「オレ、もうわかんねーよ。なにを信しんじていいのか、自じ分ぶんがどうしたいのかも……」

「だからこそ、話はなしてみるしかないのかもしれません」

　力ちから強づよい声こえで言いったのは、りーちゃんだった。

　その言こと葉ばに、弱よわりきった様よう子すで背せ中なかを丸まるめていたコウスケ先せん輩ぱいが、そっと顔かおを上あげる。

「私わたしは、いっちーさんの提てい案あんに賛さん成せいです。自じ分ぶんの気き持もちがわからないときこそ、モヤモヤから目めをそらさず、とにかく言こと葉ばにしてみる。しばらく時じ間かんもあきましたし、話はなし合あうには、よきタイミングだと思おもいます」

　わたしも、こくりと同どう意いする。

　コウスケ先せん輩ぱいは、すこしのあいだ、わたしとりーちゃんの顔かおを交こう互ごに見みて。

　それから、観かん念ねんしたように、ゆっくりと口くちをひらいた。

「……たしかにオレ、曲きょくの話はなし合あいのとき、完かんぺきに納なっ得とくはしてなかった。でも、アオイさんも本ほん気きでコンペで勝かちたいからゆずらないんだって思おもって、引ひき下さがったんだ。……それなのに、アオイさん、約やく束そくした日ひに来こないし、その上うえ、『プロデビューを目もく標ひょうにしたことは一いち度どもない』とか言いって……オレの想おもいを裏うら切ぎられた気きがして、ショックだった」

　コウスケ先せん輩ぱいの言いいたいことは、よくわかる。

　しかたのない事じ情じょうがあったとはいえ、コンペ本ほん番ばんの日ひに来きてくれなかったことは、わたしも本ほん当とうにショックだったから。

　ただ……わたしたちが知しってるのは、わたしたちの目めをとおして見みたことだけ。

　まだ聞きいてない、アオイさんの……本ほん当とうの気き持もちを知しりたい。

　わたしたちは、不ふ安あんに身みをこわばらせて、メッセージを待まった。

　十秒びょう、二十秒びょう……。

　ドキドキとはりつめていく鼓こ動どうを感かんじながら、ぎゅうっと、爪つめが食くいこむほど強つよく手てをにぎっていると。

　しばらくして、「ピロリーン♪」とお知しらせ音おんが鳴なった。





アオイ『コンペの会かい場じょうに行いかれなかったことは、本ほん当とうに、申もうし訳わけないと思おもってる。もっと時じ間かんによゆうを持もって電でん車しゃに乗のっていれば、防ふせげたトラブルだったと思おもう。……だけど、けっして、いいかげんな気き持もちでおくれたわけじゃないんだ』

アオイ『あの日ひ、家いえを出でるギリギリまで、曲きょくのアレンジを直なおしてた』






　アレンジを直なおしてた？

　意い外がいなこたえに、びっくりする。

「だって、曲きょくは、もう完かん成せいしてたはずじゃ……？」





アオイ『ひとつだけ、あえて本ほん番ばん当とう日じつに直なおそうと思おもっていた部ぶ分ぶんがあったんだ。でも、一か所しょに手てを加くわえたらどんどんアイディアがうかんで、思おもっていたより時じ間かんがかかってしまって……』

アオイ『本ほん当とうにごめん。……ただ、できることなら、みんなに聴きいてほしい』






　アオイさんから送おくられてきた一件けんの音おん楽がくファイル。

　それを聴きいた瞬しゅん間かん──みんな、同どう時じに息いきをのむ。

　アレンジが変かわった『ＳＷＩＴＣＨスイッチ☆ＯＮオン』は、はじめの完かん成せい版ばんよりも、圧あっ倒とう的てきによくなっていた。

　とくにおどろいたのは、ボーカル。

　ところどころで声こえにエフェクトがかかったことで、コウスケ先せん輩ぱいの声こえが、より印いん象しょう的てきに、やさしく聞きこえる……！





アオイ『さいしょの話はなし合あいのころ、コウスケ君くんの声こえが、わずかにかすれるときがあったよね』






　コウスケ先せん輩ぱいは、ハッとしたような顔かおでのどに手てをあてる。

「たしかに、あのころ、ちょっとカゼぎみっぽい日ひがつづいて、のどがゴロゴロするなって感かんじはあったけど……」





アオイ『のどに炎えん症しょうがあるとき、ムリに高こう音おんを出だすと、ダメージがのこってしまうかもしれない。将しょう来らいを考かんがえたら、シャウト系けいの歌か唱しょうがもとめられるラウドロックは避さけたかった。それよりも、ウィスパーぎみに歌うたってもらって、加か工こうもしやすいテクノポップがベストだと思おもったんだ』






「そんな……アオイさん、オレのことを考かんがえて、ラウドロックはダメだって……？」

　今いまにも泣なきだしそうな表ひょう情じょうで画が面めんを見みつめる、コウスケ先せん輩ぱい。

「けど、それならそうと、言いってくれればよかったのに！」





アオイ『うん……でも、コウスケ君くんは自じ分ぶんの歌うた声ごえにプライドを持もってるし、声こえにエフェクトをかけるのは嫌いやがるかもしれないから、ギリギリまでつたえないほうがいいと思おもってしまったんだ。今いま思おもうと、本ほん当とうに言こと葉ば足たらずで、みんなを不ふ安あんにさせてしまったよね。かくしたりせず、きちんと相そう談だんするべきだった』






　……ずっとわからなかったアオイさんの想おもいが、やっと見みえてきた。

　あの話はなし合あいで、一いっ方ぽう的てきに感かんじるほど自じ分ぶんの意い見けんを押おしとおしたのも、コンペの日ひにおくれてしまったのも。すべて、コウスケ先せん輩ぱいや、動どう画がを思おもってのことだったんだ。

　──アオイさんは、ちゃんと、ソライロのことを考かんがえてくれてた。

　それがはっきりとわかって、胸むねにつかえていたものが、スーッと消きえていく。

「すいませんでした、アオイさん！」

　コウスケ先せん輩ぱいが、頭あたまを下さげる。

「オレ、アオイさんが、ソライロのことどうでもいいと思おもってるんだって、かんちがいして……」





アオイ『いや……やっぱり、あやまるべきは、僕ぼくのほうなんだ。かんちがいしたのは……たぶん、シュウになにか聞きいたからだよね？』






　三人にんで、顔かおを見み合あわせる。





アオイ『コンペの話はなし、シュウの紹しょう介かいだろうなって、すぐに気きづいたよ。それから、ずっと、気きが気きじゃなかった。彼かれから、なにか僕ぼくのことを聞きいたんじゃないか？　って……。でも、それをみんなから聞ききだそうとする資し格かく、僕ぼくにはないんだ。……だって、もとは、僕ぼくがいつまでも自じ分ぶんの素す性じょうを明あかさないでいるのが原げん因いんなんだから』






　胸むねがちくりと痛いたむ。

　ちがう……アオイさんが悪わるいわけじゃない。

「……アオイさん。シュウさんと会あったこと、かくしてて、ごめんなさい」

　ふたりに視し線せんをおくると、ふたりとも、すぐにうなずいてくれる。

　わたしは、あの日ひ、シュウさんから聞きいたことを話はなした。

　アオイさんが昔むかし、＆アンドＳエスのふたりとＳトリＳプルＳエスを組くんでいたこと。

　そして、シュウさんは、アオイさんが「裏うら切ぎった」と思おもっていること……。

「でも、ぜんぶ『忘わすれよう』ってきめたんです。アオイさんから話はなしを聞きくまで、本ほん当とうのことはわからないし……。なにより、アオイさんに、心しん配ぱいかけたくなかったから……」

　話はなしながら、あのときの判はん断だんが、かえって彼かれを傷きずつけてしまったことに気きづいて、後こう悔かいがあふれてくる。

　もしかしたらアオイさんは、わたしたち三人にんが自じ分ぶんぬきのトークグループをつくって相そう談だんをしていたことにも、とっくに気きづいてたのかもしれない。

　わたしたちがかくしごとをしたのも、心こころがすれちがう大おおきな原げん因いんになってたんだ……。

「オレ、四人にんの力ちからでコンペに勝かてば、シュウさんにソライロをみとめてもらえる、アオイさんはシュウさんが思おもってるような人ひとじゃないってこと、証しょう明めいできると思おもったんです。けど……心こころをひとつにしなきゃいけないってときに、かくしごとなんかしちゃダメだった」

　落おちこんだ様よう子すで話はなす、コウスケ先せん輩ぱい。

　そのとなりで、りーちゃんもしゅんと肩かたを落おとす。

「あの……誤ご解かいしないでくださいね。私わたしたち、アオイさんが言いいたくないことを、ムリに聞ききだすつもりはまったくありませんから」

　りーちゃんの言こと葉ばに、わたしも、こっくりとうなずく。

　わたしたちの気き持もちは、今いままでと変かわらない。

　過か去こを知しることよりも、今いま、アオイさんがソライロにいてくれることが、なにより大だい事じなことだから……！

　三人にんで、せいいっぱいの想おもいをつたえると。

　すこしたって、メッセージが送おくられてきた。





アオイ『もうすこしだけ、時じ間かんがほしい。僕ぼくは一いち度ど、大たい切せつな仲なか間まを失うしなった。もう二に度どと、おなじあやまちをくりかえしたくないんだ』

アオイ『だけど、約やく束そくする。そう遠とおくないうちに、かならず、すべてを話はなすよ』






　みんなと視し線せんをかわして、うなずきあう。

「……大だい丈じょう夫ぶです。わたしたち、ずっと待まってますから！」

　声こえをあげたら、ぐっと元げん気きがみちてきた。

　たくさんの誤ご解かいや、すれちがいがあったけど。

　ちゃんと気き持もちをつたえあったことで、バラバラだったみんなの心こころが、また、ひとつになれた！

　そしたら、もう──やることは、ひとつしかない！

「今いまから『ＳＷＩＴＣＨスイツチ☆ＯＮオン』の動どう画が、つくり直なおそうよ！」

　いてもたってもいられなくて、その場ばに立たち上あがる。

「プレゼンのとき、審しん査さ員いんの人ひとにさんざん言いわれて、本ほん当とうにくやしかった。……でも、言いわれっぱなしで終おわらせたくないもん！　リベンジしよう！」




　ソライロ緊きん急きゅうミーティングは、一いっ瞬しゅんで「動どう画が修しゅう正せいミーティング」に切きりかわった。

「りーちゃん、シオリが再さい生せいボタンを押おすシーンに、手て元もとのアップのカットを足たしたいんだけど、どうかな？」

「あ、いいですね！　それですと前ぜん後ごとのつなぎもかえたいので、絵えコンテから直なおしましょうか」

　映えい像ぞう班はんのふたりで相そう談だんしていると、音おん楽がく班はんのふたりもやりとりをはじめる。

「アオイさん、ボーカルのリテイク前まえに、曲きょく全ぜん体たいの解かい釈しゃく、あらためて確かく認にんしたいっす！」





アオイ『よし、徹てっ底てい的てきに認にん識しきをすりあわせよう！』






　とびかう意い見けんに、びっしり埋うまるホワイトボード。

　ぐんぐん気き持もちが高たかまって、自し然ぜんと顔かおがほころぶ。

　ああ、すごい。

　チームでひとつのものをつくるのって──なんて、おもしろいんだろう！

　それぞれの想おもいやこだわりが、ぶつかりあって。

　迷めい走そうするかと思おもったら、予よ想そう外がいのあたらしい発はっ見けんにたどりついて。

　ひとりじゃぜったい生うみだせないものが、四人にんなら、チームなら次つぎ々つぎに生うまれていく。

　みんなの、「楽たのしい！」をつめこんだ、世せ界かいにたったひとつの動どう画が。

　それが、わたしたち──ソライロの動どう画がなんだ！
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「──できたっ！」




　完かん成せいのよろこびをわかちあうように、みんなでハイタッチ。

　すごくくたびれてるのに、心こころのなかは幸しあわせでいっぱいだ。

　ばふっとソファーに背せ中なかをあずけて、達たっ成せい感かんをかみしめる。

　は～～～……ほんと、最さいっっっ高こう！

「ワク動どうへのアップロード完かん了りょうです！　さぁ、恒こう例れいの〝アレ〟の時じ間かんですよ！」

　りーちゃんが用よう意いしてくれたのは、グラスいっぱいにつがれた、メロンソーダ。

「っしゃー！　待まってました！」

「ありがとう、りーちゃん！　アオイさんも、準じゅん備びはいいですか？」





アオイ『準じゅん備びバンタン！　いつでもオッケーだ！』






「ではでは、『ＳＷＩＴＣＨスイツチ☆ＯＮオン（リベンジＶｅｒ．）』の完かん成せいを祝しゅくして……」

「「「かんぱ─────いっ!!」」」

　コツンとグラスをあてると、はじける炭たん酸さんを、一いっ気きに飲のみほす。

　体からだ中じゅうにしみわたるような達たっ成せい感かんと、爽そう快かい感かん。

　四人にんでの初はつ動どう画が、『メロンソーダ』が完かん成せいしたとき、タイトルにちなんではじめた、このカンパイも、今いまではソライロの恒こう例れい行ぎょう事じになってるんだ。

「──あ。そういえばリイコ、おまえの好すきなやつって、けっきょく、だれなんだよ？」

　コウスケ先せん輩ぱいのとうとつな質しつ問もんに、りーちゃんがゲホッとむせる。

「なんか、ずっと気きになっててさ……オレの知しってるやつか？」

「そ、そんなの……ナイショにきまってます！」

　りーちゃんは真まっ赤かになって、アタフタとノートパソコンをひらく。

　コウスケ先せん輩ぱいは首くびをかしげながら、そんなりーちゃんの顔かおをじぃっと見みつめて……。

　なにかに気きがついたように、ハッと表ひょう情じょうをかえた。

「おい……おまえ、まさか……！」

　大おおきく目めを見みひらいて、りーちゃんの肩かたをつかむコウスケ先せん輩ぱい。

「な、ななな、なんでしょう……!?」

　つかまれたりーちゃんは、かつてないほどの動どう揺ようをみせる。

　いつもは年とし下したとは思おもえないくらい、おっとり落おちついてるのに。

　今いまは、指ゆび先さきまで真まっ赤かにして、うるんだ瞳ひとみでコウスケ先せん輩ぱいを見みつめている。

（わぁ！　これって……もしかして、もしかするのかな!?）

　わたしは両りょう手てで口くちをおおうと、気け配はいを消けすように、極きょく限げんまで息いきをころしてふたりを見み守まもる。

　がんばれ、りーちゃん……っ！

「リ、リイコ、おまえの好すきなやつって、まさか……」

「あ、えっと、その…………」

　どきん、どきん

「──アオイさんか!?」

　どき…………あれっ？

「………………はぁ」

　りーちゃんの口くちからもれる、深ふか～いため息いき。

「えっ！　なんだよそのリアクション！」

「もういいです。あっち行いっててください」

　ぷくっとほっぺをふくらませて、コウスケ先せん輩ぱいの手てを押おしのけるりーちゃん。

　コウスケ先せん輩ぱいはキョトンと首くびをかしげながら、りーちゃんの顔かおをながめてる。

　う～ん。この鈍どん感かんなコウスケ先せん輩ぱいをふりむかせるのって、ほんと、大たい変へんそうだなぁ……。

「──あっ、見みてください！　さっそくコメントがつきました！」

　ふいに、りーちゃんがパソコンの画が面めんを指ゆびさした。

「すごいね、まだ数すう分ふんもたってないのに！」

「おそらく、ワク動どうでソライロのアカウントをフォローしてくださっている方かたですよ！　フォロワーさんには、動どう画がをアップロードすると、自じ動どうで通つう知ちがいきますから」

「ということは、通つう知ちをうけて、すぐ見みに来きてくれたんだ！」

　ソライロのファンになってくれたのかな？

　こみあげるうれしさに、顔かおのニヤニヤがおさまらない。

　動どう画がが完かん成せいしたときも最さい高こうだけど、こうやって動どう画がを見みた人ひとからコメントがもらえると、またカクベツな幸しあわせを感かんじる。

　わたしたちの「大だい好すき」が、もっともっと、たくさんのひとに届とどくといいな！

「お、またコメントきた！　『フルサイズ見みたい！』だってさ！」

「えっ、わたしも見みたい！」

　つい思おもったまま言いってから、「あ、自じ分ぶんでつくればいいのか」って気きがついて、ぽっと顔かおが熱あつくなる。

　ソライロの動どう画がが好すきすぎて、たまに、完かん全ぜんなファン目め線せんになっちゃうんだよね。

「そうですね。フルサイズ版ばんをつくるなら、アオイさんに……」

　りーちゃんが言いいかけたのとおなじタイミングで、画が面めんに「新しん着ちゃくメッセージ」の文も字じが表ひょう示じされる。





アオイ『祝しゅく・初はつコメント！』







アオイ『これより、フルサイズ版ばんの作さっ曲きょく作さ業ぎょうに入はいるよ』






「「「おぉ～～～～っ!!」」」

　ぴったり重かさなった声こえ。

　おかしくてたまらなくて、三人にんでおなかをかかえて、大おお笑わらいした。
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15　いざ、発はっ表ぴょう会かい！






　翌よく週しゅう。

　予よ定ていどおり、調しらべ学がく習しゅうの発はっ表ぴょう会かいがおこなわれた。

　順じゅん番ばんはくじ引びきできまって、わたしたち六班ぱんは最さい後ご。

　一番ばんの班はんから教きょう室しつの前まえに出でて、スライドをスクリーンにうつしながらの発はっ表ぴょうがはじまる。

　委い員いん長ちょうの根ね津づくんが班はん長ちょうの一班ぱんは、『徳とく川がわ家いえ康やすと日にっ光こうの歴れき史し』をテーマに、年ねん表ぴょうや地ち図ずをもちいてわかりやすく説せつ明めいしていて、分ぶん担たんがきっちりきまっているのがよくわかる。

　それとは対たい照しょう的てきに、おふざけ男だん子しがあつまった二班はんは、発はっ表ぴょうぜんぶがコント仕じ立たて。

　セリフもアドリブっぽいし、スライドはコントの背はい景けいにつかうという斬ざん新しんさだったけど、江え戸ど時じ代だいのくらしや文ぶん化かがわかりやすくて、教きょう室しつは爆ばく笑しょうのうずにつつまれた。

　班はんのメンバーによって、こうも雰ふん囲い気きがちがうんだなって、見みていてすごくおもしろい。




「──それじゃあ、最さい後ごは六班ぱん！　おねがいしまーす」

　とうとう出で番ばんがきた。

（は～、キンチョーする……！）

　いざ教きょう室しつの前まえに出でると、鼓こ動どうがぐんぐんスピードをあげる。

　人ひと前まえに立たつのって、なんべん経けい験けんしても慣なれないけど……。

　でも今いまは、「みんなでこの発はっ表ぴょうをやりとげたい！」って気き持もちで、みちあふれてる。

　大おおきく、深しん呼こ吸きゅうして……。

「ろ、六班ぱんの発はっ表ぴょうをはじめます！」

　ひとことめを言いうと、すこし気きがラクになった。

「テーマは、『東とう照しょう宮ぐうで出で会あえる動どう物ぶつ発はっ見けんツアー』です。これからくばる、マップをつかいながら説せつ明めいしていきます」

　わたしの言こと葉ばをうけて、リリアちゃんがみんなに、「東とう照しょう宮ぐうアニマル探たん索さくマップ」をくばる。

　リリアちゃんがデザインして、わたしがイラストを描かいたものだ。

　教きょう室しつからは、「わぁ」「かわいい」と声こえがあがる。

（よかった、好こう評ひょうみたい！）

　リリアちゃんと視し線せんをかわし、小ちいさくガッツポーズ。

　まずは、武たけ宮みやくんが三さん猿ざるの説せつ明めいをしていく。

「えー、マップの①まるいち、『見みざる・言いわざる・聞きかざる』でおなじみの三さん猿ざるの彫ちょう刻こくは、表おもて門もんから入はいってすぐ左ひだり！　神しん厩きゅう舎しゃって建たて物ものにあります。意い外がいだったんだけど、なんと猿さるは三匹びきじゃなく、ぜんぶで十六匹ぴきいるんだ！　順じゅん番ばんに見みていくと、赤あかちゃんから、大人おとなになって、結けっ婚こんして、っていう、一いっ生しょうのストーリーになってるらしいです」

　冴さえ木きくんがパソコンを操そう作さして、スクリーンに猿さるたちの写しゃ真しんをうつしだす。

　みんな、手て元もとのマップとスライドの写しゃ真しんを交こう互ごに見みながら、ふんふんうなずいてくれてる。

「ちなみに、三さん猿ざるの場ば面めんは、子こどもが悪わるいことを『見みない、言いわない、聞きかない』ように大だい事じに育そだてる、っていう親おやの愛あいが描えがかれてるんだってさ。猿さるの世せ界かいでも、ネットをつかわせたくない親おやと、つかいたい子こどもの激はげしいバトルがくりひろげられてんだろうなーと思おもいました！」

　アドリブでつけたされた武たけ宮みやくんの冗じょう談だんに、みんながクスクス笑わらう。

　さすが、武たけ宮みやくん。笑わらいをとるのはお手てのものだ。

　三さん猿ざるの説せつ明めいが終おわると、次つぎはわたしが話はなす番ばんになった。

「えっと……マップの②まるに、上かみ神じん庫こという建たて物ものには、象ぞうのかざりがあります。下した絵えを描かいたのは、江え戸ど時じ代だいに天てん才さい絵え師しと呼よばれていた狩か野のう探たん幽ゆうです。探たん幽ゆうは、狩か野のう派はと呼よばれる画が家か集しゅう団だんの出しゅっ身しんで、わずか十五歳さいで江え戸ど幕ばく府ふの御ご用よう絵え師しにとりたてられるほどの腕うで前まえでした」

　練れん習しゅうの成せい果かが出でて、思おもったよりスラスラ話はなせる。

　とくに狩か野のう派はのことは、「絵え師し」って言こと葉ばに親しん近きん感かんをおぼえて、資し料りょうをマジメに読よみこんだから、なにか質しつ問もんされたってへっちゃらだ。

　わたしは、自じ信しんを持もって説せつ明めいをつづける。

「……そんな狩か野のう探たん幽ゆうですが、彼かれは象ぞうを見みたことがなかったそうです。なので、この象ぞうは──」

　──とつぜんだった。

（あ…………）

　頭あたまのなかに、あの日ひ、プレゼンで見みた光こう景けいがフラッシュバックする。

　わたしにむけられる、たくさんの目め。つめたい沈ちん黙もく。

　すぅっと体からだから血ちの気けが引ひいて、覚おぼえていたセリフが、ふきとんでしまう。

「あ、あの……」

　あわてて、念ねんのためスカートのポケットに入いれていたカンペをさがす。

　だけど、混こん乱らんしているせいか、うまくひきぬけない。

　しだいに、教きょう室しつがザワつきはじめる。

　ああ、はやく、なにか言いわなきゃ……！

　あせればあせるほど、手てがふるえて、足あし下もとがぐらぐらする。

（な、なんていうんだっけ。見みたことないものを、頭あたまで考かんがえること……！　そ、そ……）




「──つまり、想そう像ぞうで描かいたんですよね」




　ざわめきが、ぴたりとやんだ。

　横よこをむくと、パソコンを操そう作さしている冴さえ木きくんと目めが合あう。

　その、おだやかで力ちから強づよいまなざしは、不ふ思し議ぎなほど、わたしの心こころをスーッと落おちつかせた。

「そ……そうです。想そう像ぞうの象ぞう。探たん幽ゆうはこの象ぞうを想そう像ぞうで描かいたので、耳みみの形かたちやしっぽなど、実じつ物ぶつの象ぞうとはすこしちがう部ぶ分ぶんもあるみたいです。実じつ物ぶつを見みるときは、ぜひ注ちゅう目もくしてみてください！」

　想そう像ぞう、って言こと葉ばを口くちにしたとたん、暗あん記きしたセリフがスムーズに出でてきた。

　教きょう室しつを見みわたすと、パニックになってたときに感かんじたつめたさは、どこにもなかった。

　こっちを見みてるのは、みんな、よく知しるクラスメイト。

　大だい丈じょう夫ぶ。コンペのときとは、ちがうんだ！

「はい、じゃー次つぎ！　眠ねむり猫ねこの解かい説せつします！」

　ユキちゃんが元げん気きに手てをあげる。

　そこからは、練れん習しゅうしたとおりに発はっ表ぴょうがすすんで……。

「──以い上じょうで、六班ぱんの発はっ表ぴょうを終おわります！」

　五人にんで頭あたまを下さげた瞬しゅん間かん、ワッと大おおきな拍はく手しゅにつつまれた。

　うれしくなって横よこを見みたら、六班ぱんのメンバーみんな、「やりきった！」って顔かおをしてる。

　全ぜん員いんで、全ぜん力りょくを出だし切きったからこそ味あじわえる、この達たっ成せい感かん。

　大たい変へんなこともあったけど……あきらめずにがんばって、本ほん当とうによかった！




　すべての班はんの発はっ表ぴょうが終おわって、先せん生せいが全ぜん体たいのまとめを話はなしているときだった。

　ふと。

　冴さえ木きくんの右みぎ手てが、机つくえの境きょう界かい線せんをこえて、わたしの机つくえのほうへのびてくるのが見みえた。

（ん？）

　おどろいて目めで追おう。

　だけど冴さえ木きくんの手ては、そのまま、なにごともなく引ひっこんでいく。

　なんだったんだろう……？

　首くびをかしげていると、机つくえのはしっこに、見み覚おぼえのない紙かみくずがあることに気きづいた。

　今いま、冴さえ木きくんが置おいたのかな？

　キョトンと、となりを見みるけど、冴さえ木きくんは窓まどのほうをむいてて、目めが合あわない。

　不ふ思し議ぎに思おもいながら指ゆびでつまみあげてみると、どうやら、ノートの切きれはしを小ちいさく折おりたたんだものみたいだ。

　机つくえの下したにかくして、そっとひらいてみる。




『放ほう課か後ご、図と書しょ室しつで待まってる』




　えっ。

　思おもわず、メモに顔かおを近ちかづける。

　……これ、わたしに、で合あってる？

　もう一いち度どとなりの冴さえ木きくんを見みるけど、やっぱり、目めを合あわせることはできない。

　放ほう課か後ご、図と書しょ室しつでって……いったい、なんの用よう事じだろう？

　首くびをかしげて……ピンと思おもいあたる。

　わかった。みんながいる教きょう室しつでは話はなせなくて、ふたりきりで話はなすひつようがある話わ題だい……。

　──きっと、ソライロの話はなしだ！

　うん、そうだ。それでまちがいない！




「──え。そんなの、ぜったい告こく白はくじゃん」

　ユキちゃんに断だん言げんされて、わたしはぎょっと目めを見みはった。

「え？　ユ、ユキちゃん、なに言いってるの？」

　さっきのメモ、ぼんやりしてたら、うっかりユキちゃんに見みられちゃったんだよね……。

　ユキちゃんは、テンションがバクハツしそうないきおいで、わたしの顔かおをのぞきこむ。

「ほら、少しょう女じょ漫まん画がを思おもい出だしてみなよ！　『男だん子しに放ほう課か後ごよびだされる＝イコール告こく白はく』と、相そう場ばはきまってるじゃん！　百パーだよ、そんなの！」

「し～っ！　ユキちゃん、声こえ大おおきいよ～っ！」

　大おおあわてで、ユキちゃんの口くちをふさぐ。

　放ほう課か後ごということもあって、教きょう室しつにほとんど人ひとがいないから、よかったけど……。

　こういう話わ題だいは、ちょっとしたことで根ねも葉はもないウワサが広ひろまりやすいもの。

　そうなったら、わたしだけの問もん題だいにとどまらず、冴さえ木きくんにも迷めい惑わくがかかっちゃうし。

「とにかく、今日きょうは先さきに帰かえってて。ね、おねがい！」

「ハイハイ、わかってるって。親しん友ゆうの恋こい路じをジャマするわけにいかないもんね～」

「ちがうってば！　もう、ユキちゃん～っ！」

　ユキちゃんに何なん度ども念ねんを押おしてから、わたしはひとり、教きょう室しつを出でた。




（もう……ユキちゃんってば、すぐおもしろがるんだから……！）

　ぷんすかしながら、廊ろう下かを歩あるく。

　だいたい、冴さえ木きくんはファンの子こがたくさんいるような、超ちょうのつく人にん気き者もの。

　かっこいいだけじゃなくて、成せい績せきもよくて、サッカーも得とく意いという完かんぺきな男おとこの子こだ。

　そんなひとが、わたしみたいなフツーの……いや、フツーよりちょっと地じ味みめのわたしに告こく白はくとかさ。ないない、ぜったいないって。

（…………ない……よね？）

　心こころのすみっこが、フワッとした。

　一いっ瞬しゅんうかんだ、ちいさな〝期き待たい〟のようなものをふりはらうように、頭あたまをブンブンふる。

　た、たとえばだよ？　たとえば、万まんが一いち、そんなことがおきたとして……。

　──わたし、なんて返へん事じするの？

　急きゅうにソワソワしてきて、あれこれ考かんがえをめぐらせる。

　い、いったん落おちつこう。

　冴さえ木きくんとは、友ともだちだし。

　それに……わたしが好すきなのは、アオイさんだから。

　アオイさん以い外がいの人ひとから告こく白はくされて、それをオッケーするとか、ナシだよ。ありえないよ。

　じゃあ、ことわる……？

　そう思おもったとたん、なぜか、胸むねがキュッとせつなくふるえた。

（な、なな、なんなの、この気き持もち……!?）

　わけがわからなくて、両りょう手てで頭あたまをかかえる。

　えーと、えーと、これは、だから……あ、そうだ！

　せっかく冴さえ木きくんと友ともだちになれたのに、その関かん係けいがこわれちゃったらイヤだなと思おもってるだけであって……！

　──と、そこまで考かんがえたところで、ハッとわれにかえる。

（ていうか、そもそも、ぜんぶ勝かっ手てなモーソーじゃん！　わたしのバカバカバカ～～～～ッ！）




　そんなこんなで、図と書しょ室しつについたころには、ぐったりつかれはてていた。

　扉とびらの前まえに立たつと、さっきのモーソーのせいで、すこし緊きん張ちょうしてしまう。

（大だい丈じょう夫ぶ。冴さえ木きくんは友ともだち。話はなしは、ぜったいソライロのこと……）

　ふーっと、深ふかく息いきをはいて。

　音おとをたてないように、そ～っと扉とびらをあける。

「…………」

　ササッとなかを確かく認にん。

　あれ？　だれもいない……？

　夕ゆう暮ぐれの図と書しょ室しつは、しんとしずまりかえっていた。

　カウンターや図と書しょ準じゅん備び室しつのドアにチラッと目めをやりながら、息いきをひそめて、閲えつ覧らんスペースがある奥おくのほうへ歩あるいていく。

（冴さえ木きくん、まだ来きてないのかな……？）

　そう思おもった瞬しゅん間かん──窓まど辺べにたたずむ人ひと影かげに、目めをうばわれた。

　腕うでを組くんで、手てすりにもたれかかるシルエット。

　ガラスのむこうをながめるしずかな横よこ顔がお。

　夕ゆう陽ひでキラキラと輝かがやく背はい景けいまでもが、完かんぺきにキレイで。まるで、一枚まいの絵かい画がみたい。

　つい、息いきをするのも忘わすれて見み入いってしまう。




「……ん。来きてたんだ」

　ふと、冴さえ木きくんが、わたしに気きづいた。

　目めが合あうと、心しん臓ぞうが、とくんと小ちいさくうごく。

　冴さえ木きくんは耳みみからヘッドホンを外はずしながら、こちらへ歩あるいてくる。

　距きょ離りが近ちかづくにつれ緊きん張ちょうがぐんと高たかまって、わたしは、あわてて視し線せんをそらす。

「だ……だれもいないんだね。司し書しょの先せん生せい、職しょく員いん室しつかな？」

「さぁ。俺おれが来きたときからいなかったよ」

「そ、そうなんだ！　えっと……あ、発はっ表ぴょうのとき、フォローしてくれてありがとう！　わ、わたし、すっごく緊きん張ちょうしちゃって。でも、冴さえ木きくんのおかげで、のりきれたよ！」

　冴さえ木きくんはだまったまま、ほほえむだけ。

「え～っと…………そ、そういえば、ソライロの新しん作さく動どう画が、見みてくれた？」

　……なにかしゃべってないと、落おちつかない。

　むこうから話はなしを切きりだされるのを、すこしでも先さきのばしにしたくて。わたしは思おもいついたことを、ひたすら話はなしつづける。

「あのね、じつは今いま、あれのフルサイズ版ばんをつくろうって話はなしになってて！　主しゅ人じん公こうはシオリっていうんだけど……読どく書しょ好ずきの子こでね、ちょうど今いまみたいな、放ほう課か後ごの図と書しょ室しつのシーンを入いれようと思おもうの！　あっ、そうだ！　参さん考こうにスケッチでも……」

「──秋あき吉よし」

　冴さえ木きくんが、わたしの名な前まえを呼よんだ。

　やわらかい声こえが耳みみにのこって、それ以い上じょうは言こと葉ばが出でなくなる。

「…………」

　半はん開びらきのまま、ぱくぱくうごく口くち。

　どっくん、どっくん

　心しん臓ぞうが耳みみまであがってきたかと思おもうくらい、うるさい鼓こ動どうの音おと。

（……わたし、なんで、こんなにドキドキしてるんだろう……？）

　戸と惑まどいながらゆっくり視し線せんをうごかして、冴さえ木きくんの目めを見みる。

　目めを見みれば、彼かれがなにを考かんがえてるのか、すこしでもわかると思おもったけど。

　……ダメだ。ぜんぜんわからないよ。




　長ながい、長ながい沈ちん黙もく。

　永えい遠えんにつづくかと思おもうほど、長ながく感かんじた沈ちん黙もくのあと。

　冴さえ木きくんは、緊きん張ちょうした面おも持もちで、切きりだした。




「秋あき吉よし……。俺おれ、じつは────」

[image: ]











あとがき






　こんにちは、一いちノの瀬せ三み葉よです！

　ソラプロ、四巻かんめ！　すご～い！　やった～！

　ここまでシリーズをつづけてこられたのは、まさに今いま、この本ほんを手てにとってくれているあなたのおかげです！

　お手て紙がみや、つばさ文ぶん庫こＨＰホームページへのコメントも、本ほん当とうにありがとう！

　みんなのメッセージを何なん度ども読よんで、いつもパワーをもらっています。

　五巻かんも楽たのしみに待まっててくださいね！




　ところで！

　今こん回かいの第だい10話わで登とう場じょうした、コンペ審しん査さ員いんのオジサン……どうでした？

　正しょう直じきなところ、超ちょう～感かんじ悪わるかったでしょ!?（笑わらい）

　聞ききなれない横よこ文も字じ（カタカナ語ご）を、まぁ、ペラペラよくしゃべる！

　作さく中ちゅうで説せつ明めいできなかったので、この場ばをお借かりしてセリフを翻ほん訳やくしておきます。




「キミらさ……プライオリティ（優ゆう先せん順じゅん位い）、意い識しきできてないよね？」［＊］

「広こう告こくは重じゅう要ようなコンタクトポイント（企き業ぎょうとお客きゃくさんの接せっ点てん）なんだから、結けっ果かにコミット（結けっ果かを出だすと約やく束そく）してもらわないと。たとえば、この動どう画がのアテンション・ゲッター（注ちゅう意いを引ひきつけるきっかけになるもの）は？　……ほら、こたえられないでしょ？　全ぜん体たい的てきにドラスティックな（衝しょう撃げきをあたえるような）アイディアってわけでもないし、これじゃ、上うえのコンセンサス（合ごう意い）とれないよ」［＊］




　……いやいや。わかりづらいから、フツーに言いって！（笑わらい）

　おもにビジネスの場ば面めんや、広こう告こく関かん係けいの業ぎょう界かいで使つかわれる用よう語ごらしいですが、書かいてる私わたしもちんぷんかんぷんでした。

　ただ、このオジサンの気き持もちは、ちょっぴりわかる気きがします。

　あたらしく覚おぼえた言こと葉ばや、友ともだちの間あいだだけで通つうじる言こと葉ばって、つい使つかいたくなりませんか？（先せん生せいにこっそりつけてるあだ名なとかね）

　それに、言こと葉ばというのは不ふ思し議ぎなもので、今いまは一いち部ぶの人ひとしか使つかっていなくても、十年ねん後ご、百年ねん後ごには、あたりまえにみんなが使つかうようになっているかもしれないんですよね。

　たとえば、ご飯はんをよそうときに使つかう、「しゃもじ（杓しゃ文も字じ）」。

　もともとは「杓しゃく子し」と呼よばれていましたが、室むろ町まち時じ代だい頃ごろ、宮きゅう中ちゅうではたらいていた女じょ性せい（女にょう房ぼう）たちの間あいだで、言こと葉ばに「～もじ」や「お」「ご」をつける「女にょう房ぼう言こと葉ば」というものが使つかわれるようになり、そのなかで、「杓しゃく子し＋もじ＝しゃもじ」という言こと葉ばが生うまれたそうです。

「おでん（お＋田でん楽がく）」や「おにぎり（お＋握にぎり飯めし）」なんかも、その仲なか間ま。

　はじめは一いち部ぶの人ひとたちの間あいだで使つかわれていた言こと葉ばが、だんだんほかの人ひとにも広ひろがっていって、いつのまにか、みんなが使つかう言こと葉ばになったわけです。

　ということは、オジサンの横よこ文も字じも、いつか、みんなあたりまえに使つかう日ひがくる……かも!?




　十年ねん後ご、二十年ねん後ごにどうなっているか、ちょっと楽たのしみですね。




　そして！　じつはもうひとつ、この場ばをお借かりして言いいたいことがありまして。

　なんと、先せん日じつ、ついに。

　ソラプロのイラストを担たん当とうしてくださっている夏なつ芽めもも先せん生せいと、お食しょく事じに行いったんです!!

　プロの漫まん画が家かさんで、イラストレーターさんで、本ほん物ものの絵え師しさんですよ～～～っ！

　まさに、「神かみ」との対たい面めん。

　もう、はちゃめちゃに緊きん張ちょうしましたが、夏なつ芽め先せん生せいがまた、はちゃめちゃにお優やさしい方かたで！

　担たん当とう編へん集しゅうさんと三人にんで、ソラプロ三巻かんの発はつ売ばいを祝しゅくしてのご飯はん。

　感かん謝しゃと感かん動どうで胸むねがいっぱいになりながら、夢ゆめのような楽たのしい時じ間かんを過すごすことができました。

　おふたりとも、本ほん当とうにありがとうございました！




　ではでは、また次つぎの物もの語がたりでお会あいしましょう☆




＊一いちノの瀬せ三み葉よ先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶに送おくってください！


〒１０２─８０７８　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み１─８─19
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一ノ瀬三葉／作

おうし座のＯ型。埼玉県在住。2016年、『トツゲキ!?　地獄ちゃんねる』で第４回角川つばさ文庫小説賞一般部門大賞を受賞し、デビュー。おふとんが大好きで早起きが苦手。好きなお菓子はチョコレートとたまごボーロ。




夏芽もも／絵

神奈川県在住のイラストレーター・漫画家。１月30日生まれの水瓶座Ｂ型。好きな食べ物はメロンと冷麺。少女漫画をよく読みます。














装丁　ムシカゴグラフィクス












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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